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世
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初
期
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ガ
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農
村
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社
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経
済
関
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ゴ

i
パ

i
ル
プ
ル
土
地
文
書
の

日

次

工

は
じ
め
に

文
議
緋
の

一
土
地
合
服
税
制
併
に
お
け
る
地
自
の
綴
刻

一
基
本
土
地
合
帳
〈

nabb)
の
性
絡

廿
絵
本
土
地
台
艇
の
捌
間
一
が
と
整
進
一

滋
本
土
地
台
綴
と
そ
の
伎
の
土
地
絡
会
様
と
の
鶴
間
mm

土
地
合
総
務
と
亥
程
誇
台
帳
と
の
関
係

五立立
北
大
文
学
部
紀
婆

足音L ヨヨ:::二一4
ブ弘主主三三--tゴフ吋ツ台管弦"

畠

耳
炎
料
の
分
析

一
村
留
惜
の
身
分
階
層

二
次
総
然
翁
関
係
(
一
)
滋
綴
幼
時
同
な
中
心
に

三
土
地
保
有
関
係
合
一
〉
農
剥
側
地
図
々
や
心
に

領
土
地
保
有
関
係
会
む
そ
の
動
態
の
凝
議

一
ふ
村
落
共
同
体
と
関
液
中
市
(
配
の
構
造

む
ず
び
に
か
え
て

総
穴
八

一九九
八
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一
九
世
紀
初
期
西
ベ

γ
ガ
ル
幾
村
の
社
会
絞
済
関
係

l
i
fパ
i
ル
プ
ル
土
地
文
惑
の
研
究

は

じ

め

ベ
シ
ダ
ル
の
農
村
社
会
を
支
配
し
て
い
た
ザ
ミ
ー
シ
ダ

1
ル
が
領
内
の
ラ
イ

I
ヤ
ヂ
ト
か
ら
各
種
の
設
租
を
規
則
的
に
徴
収
す
る
た
め

の
土
地
台
帳
と
設
組
合
援
と
を
作
成
保
管
し
て
い
た
こ
と
は
、
十
八
世
紀
後
期
に
イ
ギ
リ
ス
東
イ

γ

た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
o

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
文
議
な
利
用
し
た
研
究
文
献
は
、
い
ま
ま
で
の
と

ぢ
か
た

発
表
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
地
方
文
書
の
利
用
は
、
も
つ
ば
ら
植
民
地
政
好
の
行
政
資
料
に
依
拠
し
て
き
た
抵
抗
往
の

界
を
ゃ
ぶ
り
、
あ
ら
た
な
研
究
方
向
を
開
括
す
る
た
め
に
は
、
当
然
こ
こ
ろ
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

サ

ル

カ

2

ル

パ

ル

グ

ナ

小
論
は
一
八
一
六
年

i
一
七
年
に
記
録
さ
れ
た
ベ

γ
ガ
ル
州
サ
プ
タ
グ
ラ

i
ム
(
サ
ト
ガ
:
オ
シ
)
郷
ジ
ャ
:
ハ
l
ナ
l
バ
ー
ド
卸
抑

マ
ダ
ザ

ゴ

I
パ
ー
ル
ブ
ル
村
i
i
?郷
・
訴
は
ム
ガ
ル

の
行
政
官
た
ち
の

ろ
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
の
限

の
行
致
広
岡

l
iに
関
す
る

て
が
か
り
と
し
て
、

ひ
と
つ
の
村
落
の

4 

め
ぐ
る
社
会
経
済
関
係
の
様
態
を
分
析
す
る
。
そ
し
て

料
な
ど
に
依
拠
し
た
従
来
の
統
究
を
補
正
し
、

に
お
け
る

こ
か
ら
検
証
さ

づ
い
て
、

仕
る
よ
す
が
と
し
た
い
と
思
う
。

-
ベ
ル

γ
ァ
垣
間
の

の
名
称
は
、
私
が
内

づ
く
も
の

ち
な
み
紅
、
ゴ

l
パ
ー
ル
ブ
ル
文
書
群
の
名
称
な
列
挙
す
れ
ば
、

は
ベ
ソ
ガ
ル

の
忠
実
な
写
字
法

ょ
でり〈
あ 、るの
るゥアー‘
G会ラ二

三ピ種
ア額

七

で
あ
る
。

議
し
て
斜
体
で

し
た
。
通
常

た
の

1 

。札一F
p
h叫

。
ゲ
ズ
SMH

二
七

2 

柏
崎
詩
到
土
地
抄
本

民会
会之 '" 
字~ 9 
伝染 q 
~I ~I 
芯旬、
おお1

C 
::::1 
h、
さ
む
可
¥:l 
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。
。
。
吾
442各

一
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部
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図
。
口
間
同
}
肘
ω片
山
『

]
E
r
g
gぺ
再
刊
本
に
は
よ
向
子
。
回

gmmw-24己
ω
2・

i
n
o
w

の
肩
書
が
あ
る
の
で
、
ベ
ン
ガ
ル
政
庁
商
務
部
勤
務
の
人
で
は
な

か
っ
た
と
思
う
。

(

3

)

ベ
ン
ガ
ル
字
母
の
子
音
字
は
、
ヴ
ィ
ラ

l

マ
が
な
け
れ
ば
す
べ
て
母

音
h
h
N
W

を
伴
な
う
も
の
と
し
て
ロ
ー
マ
字
に
転
写
す
る
。
ま
た
ベ
ン
ガ
ル

字
母
で
は

4
・と
n
t
w
と
は
同
体
で
あ
る
の
で
、
サ

γ
ス
グ
リ
ッ
ト
盟
問
や

ヒ
ン
デ
ィ

i
語
で
は
ぶ
切
で
あ
る
べ
き
文
字
も
ぷ
u

に
統
一
し
た
。
民
色
白
J

J
g
w
の
音
は
、
ベ
ン
ガ
ル
字
音
で
は
‘
ミ
白

w
と
綴
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ

も
そ
の
ま
ま
に
し
た
。

(

4

)

拙
稿
一
第
七
節
の
原
語
の
綴
字
は
、
出
・
国
・
4
司
己
凹

o
p
h
C
N
q
h
h
n
q
H

ミ
.
H
Sご
町
宮
内
ミ
同
門
出
勾
同
世
間
違
h
h
w

吋
町
、
S
F
間同町
-
U
F
O口
仏

o
p
H∞印印・

(moHUH--

I 

文

書

群

性

格

の

土
地
台
帳
群
に
お
け
る
地
目
の
類
別

同)巳

Ew
呂
町
∞
・
)
に
よ
っ
た
。
本
稿
で
は
。
切
N
h・
所
収
記
録
群
の
原
語

表
記
に
従
う
。

(

5

)

記
録
群
の
先
頭
に
は
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
神
へ
の
献
辞
を
頭
書
に
も
つ
記

録
一
覧
表

(
N
U
M
尋
問
h
R
同
h
hミ
.
白
川
、
S
ミ
h
?弘
同
h
h白N
)

が
あ
っ
て
、

以
下
に
本
文
記
載
の
順
序
で
各
種
の
文
書
が
な
ら
ぶ
。

(

6

)

。
切
N
h・
で
は
以
と
一
一
一
種
類
の
台
帳
類
が
編
訳
さ
れ
て
お
り
、

D
-

C
-
ス
ミ
ス
は
こ
れ
が
「
完
全
か
つ
正
確
と
信
じ
ら
れ
る
文
書
集
」
と
称

し
て
い
る
、
が
、
同
J
h

同
時
与
さ
な
凡
ι

月
間
、
口
、
H

W

N

b

芯
・
に
は
一
八
種
類
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
後
者
の
解
説
を
前
者
の
実
物
と
較
べ
て
異
同
を
述
べ
る
こ
と

は
、
行
論
中
で
は
た
し
た
い
。

6 

前
掲
の
文
書
群
の
う
ち
、
基
本
土
地
台
帳
、
地
目
別
土
地
抄
本
、
人
別
土
地
抄
本
、
地
目
別
・
人
別
土
地
要
覧
、
人
別
収
租
地
要
覧
の

五
種
類
を
、
土
地
台
帳
群
と
よ
ぶ
。
土
地
台
帳
群
を
み
る
に
あ
た
っ
て
ま
ず
注
意
を
要
す
る
の
は
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
土
地
区
分

の
方
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。
区
分
の
根
拠
は
ふ
た
つ
あ
っ
て
、

ひ
と
つ
は
お
そ
ら
く
ム
ガ
ル
王
朝
の
支
配
下
に
成
立
し
た
租
税
法
的
区
分

で
あ
り
、
他
は
土
地
の
利
用
形
態
に
も
と
づ
く
区
分
で
あ
る
。
前
者
を
税
制
上
の
地
目
と
よ
び
、

後
者
を
農
制
上
の
地
目
と
よ
ぶ
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。



こ
の
農
制
上
の
地
目
は
、
文
書
で
は

'E
ミ
S
Q
R
5
)
と
書
か
れ
、
訳
語
は
£
胃
2
2
え
の
己
片
山
J
S位
。
ロ
‘
と
記
さ
れ
て
い
る
o

私
は

か
ね
て
よ
り
こ
の
訳
語
の
み
に
依
拠
し
て
立
論
を
進
め
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
原
語
と
そ
れ
が
表
象
す
る
内
容
と
を
、
ゴ
l
パ

l
ル
プ
ル

文
書
群
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
知
っ
た
の
を
機
会
に
、
「
農
制
地
目
」
の
語
を
採
用
し
た
い
と
考
え
る
。

村
内
の
土
地
は
税
制
地
目
と
農
制
地
目
と
の
両
面
よ
り
交
又
分
類
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
保
有
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
以
下
ゴ

1
パ

1
ル
プ
ル
の
地
目
を
列
挙
す
れ
ば
、
下
記
の
と
お
り
と
な
る
。

税
制
地
目

通
算
一
五
項
目

1 

公
租
給
付
地

(
同
』
刊
記
号
向
日
句
史
凡
苫
M
W
)

① 

農
民
保
有
地

居
村
農
民
保
有
地

(
均
史
v
h
N町
民
日

~gaqミ同)

(
同
ぎ
を
ぎ
師
同
九
州
日
向
ミ
同
向
h
H
Q
M
N
)

7 

11 

他
村
農
民
保
有
地

(
』

u
q
N
b
b
師
同
向
日
、
日
肘
阿
武

EF)

111 

特
契
小
作
地

(吋
E
b
q
w
叫
a
h
H
S
h
N
)

③②  ④ 

(
同
窓
さ
号
令
)

公
彰
者
思
給
地
(
入
山
、

hNSquhxssS)

従
士
給
与
地
(
内
忌
ミ
ε

h

N

H

n

忠
実
智
)

(』
h
b
H
.
N
h司
、
同
ぬ
町

H
h
A『
h
N
K培
、
札
問
問
)

入
会
地

2 

公
租
免
除
地

① 

神
事
用
地

(
b
sミ
司
令

w
b
s
hえ
さ
)

② 

老
聖
用
地

(
同
】
同
『
h
H
H『
hN)

北
大
文
学
部
紀
要
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③ 

(
N
W
『
h
N
M
N
S
Q
H『
h
N
)

ブ
ラ

1
フ
マ

γ
用
地

④ 

善
功
者
用
地

(』
h
Q
M
W
Q
H可
礼
町
内

w
h
N
)

⑤ 

ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
修
道
者
用
地

農
制
地
目

(
N
w
h
N
凡市内
N
h
S
Q
叫
司
令
w

て公均一
q
s
h
N
H
『
h
N
)

(
H
U
M
S
E
『
札
刊
誌
h
N
H
I
句
。
』
同
司
、
札
刊
誌
)

('E
ミ
S
H
h
E
)
通
算
一
七
項
目

⑥ 

フ
ァ
キ

l
ル
用
地

1 

産
出
地

(
N
H
B民
内
向
日
目
旬
♀
凡
な
守
)

① 

冬
作
稲
作
地

(
m
u
q町
民
)

(
M
W
N
h
S
向
)

② 

秋
作
稲
作
地

③ 

宅
地

8 

(
N
w
q
h
言
w

て
札
判
的
言
)

④ 

宅
地
付
属
地

(円、刊誌
v

雷同
N
h
u
q
h
S

皆
吉
)

果
樹
園
(
凶
£
司
令
日
切
誌
記
)

⑤ ⑥ 

(ぬき
N
q
勺
九
志
向
向
)

非
濯
甑
台
地

⑦ 

綿
作
地

(
勺
ま
も
同
h
q
b
b
)

@ 

貯

水

池

百

S
Eミ
A
N
N

バ
ナ
ナ
園
(
同
門
N
N
b
)

⑨ ⑮ 

(
N
W
向
s
h
h
H
W
N
W
札
刊
誌
凶
器
)

た
け
や
ぶ

2 

不
産
出
地

(
N
U
ミ
た
お
)



④径三D(j) 

可
耕
荒
蕪
地
〈
休
耕
地
〉

(~い九州問除
h
N
u
h
h
w叫
A
N
)

@ 

完
全
荒
蕪
地

放
牧
地
(
の
も
司
令
芸
品
交
わ

道
路
(
均
九
段
話
"
尚
宏
事
九
州
)

死
薗
遺
棄
場
雨
雲
、
長
p
w
p
q
h
J
K勾お〉

〈
宗
主
同
町
明
言

H
K
Wよ
さ
ぬ
)

他
村
に
お
け
る

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
な
知
る
こ
と
が

い
の
で
、
ゴ

l
パ
!
ル
プ
ル
村
の
そ
れ
が
は
た
し

て
典
型
的
な
も
の
と
よ
べ
る
の
か
ど
う
か
、
特
殊
な
も
の
が
見
出
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
な
ど
の

に
は
答
え
ら
れ
な
い
。
私
は
こ
れ
を

ざ
し
あ
た
っ
て
は
ひ
と
つ
の
与
件
と
し
て
緩
い
、
若
干
の

ま
ず
税
阿
部
地
図
の
公
租
給
u

叫
が
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
w

う
ち
農
民
保
有
地
、
公
一
笠
宮
恩
給
一
端
、

つ
け
る
に
と
ど
め
た
い
。

の
三
地
図

§ 

ザ
ミ

:γ
ダ
ー
ル
に
対
す
る

も、

の

こ
と
を
還
し
て
、
関
接
的
に
公
租
つ
ま
り
国
家
貢
租
を
斌
採
さ
れ
て

ミ
ー
シ
ダ
1
ル

い
た
、
と
い
う
の
が
そ
の
実
質
的
な
持
容
で
る
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
制
判
断
す
る
根
拠
は
、

の
分
離
記
載
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
山
山
総
関
係
台
経
に
よ
れ
ば
、

い
っ
た
ん
は
ず
ミ

l
γ

ダ
l
ル
の
絞
入
と
な
っ
た
こ
と

の
実
題
関
係
合
経
の
ど
こ
に
も
、
ぷ
ツ

裂
官
に

品
約
に
み
て
も
こ
の

地
の
す
べ
て
な
ふ
く
む
も
の

れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
入
会
地
も
ま
た
前
の
一
一
一
地

れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

れ
て
い
る
例
は
な
い
の
で
、

明
、
あ
る
。

の
持
忙
に
お
い
て
も
公
租
負
担
者
は
ザ
ミ

:γ
ダ
1
ル

っ
た
。
入
会
埼
は
幾
模
地
自
の
貯
水
地
と
不
産
出

が
、
こ
れ
は

け
ら

L 、
O 

し
か
し

入
会
地
は
税
剥
上
は
公
程
続
付
地
に

間
接
的
な
か
た
ち
で
の
公
認
給
付
、
源
泉
と
し
て

北
大
文
学
部
紀
袈



一
九
伶
円
相
初
期
沓
ベ
ン
ダ
ル
農
村
の
社
会
経
済
関
係

i
iゴ
1
パ
1
1
ペ
フ
ル
土
地
文
書
の
研
究

{
5
)
 

は
本
村
の
一
ブ
イ
;
ヤ
γ
ト
身
分
を
も
っ

つ
木
村

た
な
い
他
村
農
民
の
保
有
地
と
を
区
別
す
る
。
岩
村
農
民
保
有
地
は
か
れ
ら
の
そ
れ
ぞ
れ

の
保
有
に
か
か
る

で
あ
y

っ
て
、

つ
ま
り

の
家
系
が
嗣
泊
代
主
取
し
て

い
。
特
美
小
作
地
は
、

で
あ
る
が
、
他
村
幾
民
保
有
地
の
す
べ
て
に
つ
い
て
世
襲
点
取
が
確
立
し
て
い

い
は
退
散
し
て
帰
ら
な
か
っ

は
疑
わ
し

の
保
有
地
宏
、
ザ
ミ

;
γ
ダ
ー
ん
が
他
の
農
民
に

総
体
と
し
て
は
、
前
者
は
技
者
の
う
も
の
貯
水
池
と
、司耕

作
さ
せ

の
で
あ
ろ
う
。
農
読
保
有
地
と
農
制
地
お
と
の
対
応
を
み

ぶ
と
を
除
く
建
前
地
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
い
る
。

入
会
地
と
訳
出
し
た
カ

1
マ
i
ん

れ
ら
は
給
水
、

の
飼
義
と
そ
の

っ
て
貢
拘
組
合
支
払
う
土
地
、
ま
た
は
刈
分
小
作
伯
尚
と
解
決
」

あ
る
い

拭
一
般
的
に
脱
穀
場
合
捻
持
す
る
単
語

の
処
理
、
そ
の
仙
沼
の
迂
回
し

し
て
い
た

10 

の
で
、
あ
え
て
こ
の

旧
穣
で
述
べ

う
に
、

ま
た
農
外
貫
粗
〈
め
ね
ば
〉
防
ぬ
ま
さ
)
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
農
外
貢
租
の
斡
課
と
収
鶴
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
ゴ
ー
パ
ー
ル
ブ
ル

イ
ス
ラ
i
ム
の

に
支
給
し

に
は
ま
っ
た
く
み
い

L 、
O 

公
彰
者
恩
給
地
は
も
と
は
ム
ス

P
ム

で
あ
っ
て
、

に
公
租
を
免
徐
々
C

れ

こん」、

て〉

の
土
地
の

し
て

こ
と
も
あ
っ

し
い
が
、
本
村
で
は
、
援
に
み
る
ご
と
く
、
受
給
者

の
一
名
は
ヒ

γ
ド
ヮ
ー
で
あ
っ
て
、
の
気
租
を
賦
課
占
。

む
ら
か
た

従
士
給
与
域
は
、
ザ
ミ
I
シ
ダ

1
ル
の
村
方
役
人

可
"
向
。

vv
，ψ
j
 

の

で
あ
っ
て
、
も
と
は
公
租
を
免
除
さ
れ
て
い
た
可
能
性

貢
程
の
収
納
と
搬
送
な
ど
を
担
当
す
る
吏
員
)
J¥ 

(〈
)
h
M
N町
民
同
司
、
)

は
、
パ

i
イ
グ

(~uh
叫おお・

兵
」
・
「
飛
脚
」
の

の
識
に
あ
る
人
物
で
あ
っ



以
上
の
居
村
幾
民
保
有
地
・
品
川
村
議
決
保
有
地
・
特
契
小
作
地
e

入
会
地
e

-
詫
土
給
与
捕
の
ふ
ハ
税
額
地
巨
は
、

の
人
別
収
租
地
要
覧
〈
民
吉
川
札
、
き
喝
さ
忠
司
令
制
〉

せ
ら
れ
、
ミ
怠
九
州
宮
内
ぎ
を
除
去
詰
(
回
安
言
内
向
肺
炎
叫
i』
w
q
h
H
Q
P〉

に
お
い
て
み
る
よ
う
に
、
ゃ
い
P
N
M
w
b
N
ぬ
ま
た
は
〉
向
R
N
F
G
N
Q

出
入
叫
ぬ

v
h
h
N
)

々

て
い
る
。

γ

ハ
!
ル
は
会
務
賦
課
の

ヲ

宅3

っ
た
。
後
述
の
よ
う
に
、
農
民
保
有
地
で

ロ
ご
と
に

に
対
す
る
賦
擦
は
、
農
制
地
尽
の
ど
れ
で
あ
る
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
土
地
一
般
に
つ
い

て
の
特
恵
的
地
代
率
に
も
と
づ
い
て

る
公
粗
免
除
地
は
貢
組
合
帳
群
に
も
出
結
合
帳
鮮
に
も
玄
っ
た
く
登
載
さ

。の税
制
上
の

人
別
収
積
地
整
覧
会
除
く
四
種
の

れ

ぃ
。
こ
れ
は
こ
の

こ
れ
ら
の
う
ち

「
神
奈
用
用
地
い

の
は
、

ら
み
て
当
然
の
こ
と

」
ろ
」

で
あ
ろ
う
が
、

誰
か
あ
る

11 

(
川
町
時
~
デ
ミ
デ
め
町

~vぬ
た
お
〉

っ
て
、

お
そ
ら
く
は
燦
関
料
と
か
供
物
料
と
か
の
名
自
を
つ
吟
て
、

タ
ー
ク
ル
(
叫
dhwqEqhM)
支
た
は
そ
の
女
性

務
タ

i
グ
ラ

l
ニ

i
(叫
ahw向
帰
宅
札
刊
誌
と
の
称
号
を
も
っ
ブ
ラ

i
ブ
マ

γ

i
ブ
マ
ソ

れ
る
榎
拠
球
、

こ
土
i
i
 

も
「
ブ
ラ

の

る
ブ
ラ

l
ツ
マ
ヅ
の
身
分
や
格
式
に
あ
る

老
聖
m
潟
地
は
と

γ
ド
ヮ

1
教
と
イ
ス
ヲ

1
ム
教
神
秘
主
義
と
の

ろ(会
之さき

善
功
者
用
地
百
町
三
崇
揮

る
と
思
わ
れ
る
。

の
称
号
を
受
け

こ
の
地
自
の

、
ブ
ラ

i
ブ
マ

ン
マ
は

い
カ

1
ヤ
ス
タ
〈
両
側
、
h
H
M
H
p
h判
・

ぬ
お
札
h

問
、
む
・
医
師
識
℃

ジ

品

i
ド
ラ

カ

1
ス

ト

の

に
仰
木
教
儀
礼
を
行
な
わ
吃
る
た
め
施
与
さ
れ
る

ヴ
ィ

γ
ュ
ヌ

(
N
W
R
N
礼
司
会
叫
ご
と
よ
ば
れ
る
持
者
へ
の

で
あ
り
、

プ

ァ

ー
ル
息
地
は
ム
ス
リ
ム
の

へ
の
施
与
地

十
品
、

み
を

ノ、

イ

ツ

~ 
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一
九
世
紀
初
期
西
ベ
γ
ガ
ル
農
村
の
社
会
経
済
関
係
1

1
ゴ
l
パ
l

ル
プ
ル
土
地
文
書
の
研
究

次
に
農
制
地
目
を
解
説
す
る
。

先
の
税
制
地
目
と
の
関
係
を
ま
ず
指
摘
し
て
お
け
ば
、

産
出
地
中
の
貯
水
池
と
不
産
出
地
の
す
べ
て

で
入
会
地
が
構
成
さ
れ
て
い
る
o

産
出
地
と
不
産
出
地
と
を
分
類
す
る
根
拠
は
、
ゴ

l
パ
ー
ル
プ
ル
の
土
地
台
帳
群
か
ら
み
る
限
り
は
、

収
租
権
の
所
在
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
土
地
貢
租
(
ミ
ミ
)
の
給
源
を
な
す
か
否
か
に
あ
り
、
農
作
物
を
産
出
す
る
か
一
合
か
で
は
な
い

ら
し
い
o

こ
の
解
釈
に
は
な
お
検
討
す
べ
き
問
題
点
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
後
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

冬
作
稲
作
地
と
は
、
ァ

l
サ

I
ル
月
(
』
芯
専
門
N

・
六
|
七
月
)
に
播
種
し
、
シ
ュ
ラ
l
ヴ
ァ

γ
月
(
守

E
S
G・
七
八
月
)
に
移
植
し

て
、
パ
ウ
シ
ュ
月
百
円
ミ
官
・
二
一
ー
ー
一
月
)
に
収
穫
す
る
、
ア

I
マ
γ
作
米
右
足
札

h
s
s
p
h
s
b
q
b
b
p
qミ
h
N
)

の
作
付
地
で
あ
っ

て
、
ベ
ン
ガ
ル
農
業
で
は
も
っ
と
も
重
要
な
作
物
が
こ
の
ア

l
マ
ソ
作
米
で
あ
る
o

秋
作
稲
作
地
は
こ
れ
に
対
し
て
、
ジ
ャ
イ
シ
ュ
タ
月

(
hね
な

3
p
四
五
月
)
に
播
種
し
た
の
ち
移
植
せ
ず
、

人
向
芯

h
Q
u
hミ
h
Q
b
p
qミ
ぬ
)
の
作
付
地
で
あ

M
V
一
こ
れ
ら
両
作
の
聞
に
低
湿
地
や
河
川
の
土
手
に
播
種
し
て
収
穫
す
る
ボ
ロ
作
米
両

3

の
作
付
期
が
入
る
が
、
こ
の
作
付
地
が
本
村
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

ハ
ー
ド
ラ
月

(
N
w
p
b
-
号
、
む
・
八
九
月
)
に
収
穫
す
る
ア

l
ウ
シ
ュ
作
米
(
ぬ
忠
弘

12 

b
p向
お
-
H
Q
)

そ
れ
は
丈
量
対
象
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
o

こ
れ
か
ら
の
う
ち
秋
作
稲
作
地
は
、
麦
類
、
寝
間
勾
類
、
豆
類
な
ど
の
裏
作
に
も
当
て
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
内
、
)
文
書
か
ら
は
検

そ
の
機
能
は
秋
作
稲
作

競
菜
栽
培
地
(
同
ヨ
ミ
言
ミ
)
が
欠
け
て
い
る
が
、

証
で
き
な
い
。
な
お
ゴ

1
パ
l
ル
。
フ
ル
基
本
土
地
台
帳
に
は
、

地
の
裏
作
や
宅
地
の
一
部
分
、
さ
ら
に
は
後
述
の
非
濯
甑
台
地
で
も
充
当
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
o

宅
地
に
つ
い
て
は
説
明
は
不
要
で
あ
ろ
う
o

宅
地
付
属
地
の
用
途
は
、
た
ぶ
ん
園
芸
や
読
菜
類
の
栽
培
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

本
村
で
こ
の
地
目
の
土
地
を
保
有
す
る
者
は
一
家
族
に
す
ぎ
な
い
。

ナ
ガ
ミ
パ
シ
ノ
キ

(
h
s司
令
)
、
波
羅
密
樹

(
R
S公
明
言
守
)
、

(
」
罰
則
ミ

t
E
)
、

(吋

sr宮
古
)
を
植
え
て
あ
る
と
こ
ろ
で
、
果
実
の
あ
る
部
分
は
果
樹
園
の
保
有
者
や
所
持
人
が
直
接
に
消
費
し
た
り
、
服
売
し
た
り
し
た

果
樹
園
は
マ

γ
ゴ
1

コ
コ
ナ
ツ
ト

根
榔
子
(
め
N

h

I

E

ミ)、

タ
マ
リ
ン
ド



も
の
で
あ
ろ
う
o

ゆ
什
濯
鏡
台
地
は
、

。
ノ、

ノレ

プ
ノレ

rzwd弓}
戸
伊
丹

y
g
m
H
M
C
仲
宮
山
崎
吋
紅
白
伸
弘
、
と
い
う
解
説
に
も
と

語
で
あ
る
。
こ
の
地
目
の

に
は
カ
ラ
シ
ナ
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
産
す
る
と
い
う
か
ら
、
稲
作
地
の
よ
う
に
河
川
・

-
貯
水
池
な
ど

ザ
ミ

i
ン
ダ

i
ル
や
村
落
の
設
け

で
は
な
く
、

の
他

の
謹
甑
を
そ
の
成
育
爵
に
要
す
る
。
の
私
設
濯
裁
を
用
い
る
土

錦
作
地
、
バ
ナ
ナ

裁
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
作
物
‘
こ
と
に
サ
ト
ウ
キ
げ
な

た
け
や
ぶ
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

必
要
は
な
い

貯
水
油
は
既
に
二
度
も
述
べ
た
よ
う
に
税
制
隣
地
閣
と
し
て
は
入
会
地
の
扱
い
を
う
け
、
公
開
帆
給
付
地
と
さ
れ
て
い
る

で
は
議
開
が
あ
る
。
の
検
討
法
後
に
委
ね
る
が
、
本
村
の
貯
水
越
は
-
記
録
の
よ

」
れ
に
つ
い

少
く
と
も

つ
あ
る
の
に
、

て
い

る
の
は
ひ
と
つ
だ
け
だ
と
い
う

と
を
付
言
し
て
お
く
。

13 

ま
にな
議く
すな
る d つ
」た

と宅
い諮
を
さ
す
も
の
で(
あ休
ろ耕
う合地
ot:! 

v:l:. 

一
小
産
出
地
の
う
ち
可
耕
荒
蕪
地

お
そ
ら
く
は
絶
家
や
逃
散
が
康
問
で
耕
作
を
放
棄
さ
れ
て
い
る
土
地
と
か
、
人
の
住

は
不
可
耕
地
で
あ
ろ
う
。

v 、田

ベ
シ
ガ
リ

1

の
単
語
は
、
つ

の
ア
ラ
ビ
ア

の

否
か
は
判
然
と
し
な
い
。
放
牧
地
と
死
畜
遺
棄
場
と

-
ベ
ル
シ
ア

そ
れ

の
接
頭
辞
を
つ
け

で
あ
る
。

地
に
も
な
ん
ら
か
の
用
途
が
あ
っ

て
解
説
を
喪
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

の

た
は
外

γ
i
w

、
ラ
イ
;
ヤ
γ

ト
身
分
と
自
分
名
義
の
保
有
地
と
を
も
た
な
い

「
不
浄
シ
品

t
ド
ラ
ー
一

(
己
ロ

n-mm阿
H
M
m
w札制、晴、む》

いにト
る奈は語
。長 S
校~
さ:
れミ;
てお.1.
い ち長
な含
し、:;;:~
oとミ1
道 d
路の
のあ
る
者
7こ
ち
ゃ

(
弘
吉
川
誌
患
の
住
区
が
あ
っ

も
知
れ
な
い

そ
れ
は
地
白
の
上

る
も
の
誌
ひ
と
つ
し
か
な
い
が
、
こ
れ
も
入
会
地
と
し
て
説
部
上
区
分
さ
れ
て

北
大
文
学
部
紀
要
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〈噌〉 “れ IIト 必議設はミと総務総審議 (Diwi主主よ-i{j的 αh)後'

様、川内>.ぬ…え G 曙正事長う~'(品u~災容器意義必j 録保守~，平.;1づQ 0' 

緩や.u.，90，jJ'訴ささ普'!'-ぱl{lO
む義援母委主iやふν必然考察幹司容器$緩や然''(.;1ふ。事言語奪回「十

ベ季語議選惨事室く一ーと芸家ヰさとの 及ぶ iyat

令争れ λ 話器~!l必然草号式 lJ 泌総 1111-1)νさf 程jj::I:;!I~、

T…与い糸ム，，>Jr浴室哲〈譲護
今4
時加

i' 

事誤，...).;1冷， 'J~ 

MINUTE of Mr. Shore， dated 18 Ji泌附1789;respect“ 

j持8・thePer対~anent Settlet狩entof the Lands i均 theBengal 

Provinces， Paras. 226， 405， The Fifth Report from the Select 

Com倒的eof the House of Comr.削減so符 theAffairs of the 

East fndidComjbdfzy，dstsd28th July，2812，ed.by kr， w 

K. Firmin器記r.3 vols・， Calcutt説委 1917，vol‘2， 1うp.54，お7

1緩;語表滋樹僚主主;， KHOMAR'， an註rticl母 inthe Glossary， 

oρεit準 vol.3， p. 26; OBZム j与.4; H. H. Wilson， A Gtos-

sary of ludicial and Revenue Ter絞ら etc.，C詰se-notedand 

by A.ふく》組謡えIliand N. D. B昌su，Calcutta， 

1940， p. 432令 毒事義援o

Jiifth RetOrt， ibid; H. H‘Wilson， op cit.， 

ibid耐 ，，>J!i議議事11仁被ど決意議まき長選字経級王語家芸oみ'"…入、一えぷや
;..， ¥-' J (係議主主幸喜器 滋 1• 111) 総111緩綴吋'，，>JすかぬliO

ぶぷ義援護手紙緩みj新卒れ州事き G室料J必需禁事号-<ゐ

円入、…会o緩運送事きダ ぶ審議!J吋ふト総量立は

w吋



判的事長と 0lと~~:;之の刊幸~' -\J~ ¥-'縫う受J」」判事占士:l;!もま話.lQ向。

E芸品異様-¥J.-Jνo Khamar 11やユν:l;!' 土星極限 11トて i=d明感Q
E担~-\Jl'\J 0#!iI:~昭一一-'íトヤト弘、一士 "*i的*，~11J (ト、，，~t--組事E

11-10) 涜P 蝋世{~~ド 0~ -íミ\'-'l'¥J:;:; ':も.，9~ ~Ij 訓話 11lll1 ilil<¥.-J ν 
:，向。

(∞) MINUTE 01 MR. SHORE， on the Pe門叩nentSettle-

押1ent01 the Lands in Bengal; and proposed Resolutions 

thereon; Recorded on the [8 th September 1789， Para. 

87， The Filth Report， vol. 2， p. 492. (翠健11総十く塩1益広)

¥，-，:l;!' 1沢長女 4ト築'lE 0 jJE~制 4」 g 眼護国\'-"自時1阿国主」僻;(;J V ，.jミヨ刊

の鍵~-\J 6 ò\1J兵吋 11総当初4この P 幸司去三.，9.-J v :l;!~手総 (The rent 

or revenue levied...…， for a right of grazing on cocoa or 

palm trees or orchards) J 制覇皇太~1i!(~手以 ~v:(;'ν ユ向。~!!?

The A押uniReρort， 1778， R. B. Ramsbotham， 01うcit.，ρρ.

100-101. :l;!'縦攻1眠時己(Sa'ir)ャ+H-¥J.-J¥-，極車*11設が時臣官経-¥J

rf ¥-" l~liìiì~ >Qム:l;!:jjく艇事きや{隠持田辺僻;(;J v -í:;寺J .;2心…・・・*~写

命科01u[!:，齢制~-'"迫.-J-iJ-"'-rト(l )J -¥J会}枯れqごのふ-i:;-"'11作{ヰ4

C 穏平手 (acknowledgements given for the liberty of grazing 

cattle on plains or commons，… or of cutting wood or 

long grass) J (器提|総因渥i益広吉手伝) う向者是認 (Ba'qiJam') 

主l~v:(;' \-，:'ト印後 P 誕当初.-J 4守-iJÇ\ ν 話出榊お J司!l\<s:~1i!(日記-\J.-J\-，

草草ユ 12~ 。

寺~1く令〈必着き黒岡H

〈∞) H. H. Wilson， 0ρcit.， t. 21. Aimmah :l;! lmam 0皇国紙

高ミVi4封建堂、'"t¥ 1ト--4 0 1舘滞情」拠判長Jぷ。釧饗石毛iと翠Q

1tÞ(~榊定時総斗 0~)砕榊-iJ~\，-，~Ç\-iJ-\J )J 心 4ミ心， )J:;:;;(;J ~寺田

、~~是主11詳Hl:'.-J:l;!.，9 0\'-'4骨子，(\ "". (I. Habib， The Agrαrian Sys-

tem 01 Mughal India (1556-1707)， Bombay， etc.， 1963， 

ρ.298.)。

(;ミ) H. H. Wilson， op eit.，ρ. 151. 

〈口) H. H. Wilson， op cit.， pρ.207-208. 

(出) OBZA.， p. 5. 0 Hl:' i問~~生経営， 1-4代=---40臨榊 (Mahome司

dan sag es) 11l¥R穏や漫吟ヶ1)兵ヰ」刊寝J-¥J 4守的 0 :l;!1f;令 Þ~v'

H. H. Wilson， 0ρcit.， p. 667， PIR.尖 Piratraヤ「眼寺話
tn 

4終 (religiousman)制ぷ234ミ:;:;0鮒0-iJづ0'0刊現禦.!JトJ-.1J-r >Q 

0.，9 fモ同程聖子J~的。 4ヨ 4号制制!lWl~11 ~ :， ¥-，:l;! A. Karim， Social 

History 01 the Muslims in Bengal (Doωn to A. D. 1538)， 

Dacca， 1959，ρp. 162-170; M. A. Khan， History 01 the Fara'-

idi Movement in Bengal (1818-1916)， Karachi， 1965，劫.

lxxix-lxxxii.主H¥主.-Jv鰻Y心:;:;¥-'ユ向。

(巴) OBZA.， p. 5. 'i-':l;!)j兵心拠"v:;:;'>V :;:; 'Cai ts， Byds， and 

Sudurs' -¥J，)¥fi-ro H. H. Wilson，。ρcit.，ρ.499-500. ¥，-，:l;!' 

1'1> '"一入、一士制-iJ:l;!fιE差益遜色III民主」吋 Fν，~民総主語以殺.-J'

与fi，¥>Q :， :l;!伐採斗Q回 :1;i0:i-!母主r ~詰矧 ν 心4ミ-iJ剖幸子。制.;'.2'連主

主4根沢一代ι0-<'6ベJ0 -iJ:(;" 回総主1，LjC¥ ¥-' lと必 -í:;:;:;>Q~製作〈



1 干号制耳~~擦問γλ 奇司令蝋$;:Q附誌編燃m~安一-"n ペ…ハミ引き刊紙慰彩、

ig' 0紙袋士~ <\ll蛍 1"''''' 装翼線令怒をま三ま~ÇI 与J' ~調:-1く手三樹ぷz;!詩語、
， ， 

1艶手さくを主将 Q立法相自'制-i1営委愛守く-I:!-<'0AJ主」吋""是認令長率Qぽ鰍P

AJ ム'"\判的以1(#去三今~，母子J .j毛~"むの)jAJ敬語建物ヰヰト3ユ心。 maha-

trana 笠岡g~重ベ 234号式Jι0v' キ~t\"'''''~ム縫F長 o mahatt;ば

て~~ト総塁星空愛護金一段wh (a?ta t;!辛 λ吠"''''払ム穏Qt+令縁側

近AJ'*1察王子返さ争犯AJ~よ川の) 冷 0~ -ì1 ""Q Ï"~向車。そ〉ヤえ

hλ を?縁、総長"t¥町t¥0 iキJ:;;; Ï"警察 ~Q':ç，吋~やみ時約抗。

c;::) OBZA. (，'j<<服疑念やさ;!Bai:p;tavatra ，ぷBustomitturAJ 
争議.¥li1Y Bairagi (γairagi) ぬlおust日mAJ終結Jν ふ点。 'J
Q 縫合~Q 哩時H! ぐ霊祭千)~""O

〈ピ~) ャλ'''-(，'1'¥ト.!/r…えはやムνt;!'H. H. Wilso設，0ρcit.， 
ρt.241-242.ヤ善意盟主守j吋。

(記) OBZA.， t. 5. (斗終綴おQ韓基明0!tf(揺gll¥器外t;!'-1吟令〈千JZ;! ，，( 

入決去を十弔問:iQ Y 入 ~~Q苦手と i 緩ムよく九 ~ν t;! 

'¥(1& 11' M. S. Ra，n品泊wa，A.Mitra & G. Mehta， Farmers of 

lndia， vol. 3， Assam， Orissa， West Bengal， Andal潟ans& 

Nicobars，Manipur， NEFA， Tripura， New Delhi，お64.tt， 

208， 211-218.お41i¥態。

(~コ》 宅金量と容器絞殺 11"" 織さと後~ÇI -ì1.f，陶兵士三' 主語護祭器製Q>¥-，0幸司会

o若手畿はん~ÇI -ì1Ï"~号ペ\IF\ O 皆託社主4 やムì-'さ三喜窓会三割高鰍1d.~遣い"，，06'

Qやt;!;時点後， M. S. Randhawa， et忽lt.，ibid.や 1支ーに.M. 

Ghosh， M. B. & V帯 Subralunanyan，Rice in lndia， 

Rev. ed刀リ NewDelhi，お50，Pt. 51…52. 没後等~ ~J~苦心 Aれ o $悪

霊夜祭堂土:':Zf~区 0"( 入決え Qm直線活躍~11<il1級品さとま字去にJ~京やトJ ム-ì1

JJAJt;!' T. C盈 D品sGup士a，Asρects of Bengali Society from 

old Bengali Literat勾re，Cal!;:utta， 1号35，jうt.'241-246.以内v..，Q

Jユ。争-i1毅撃事告JlIIiK 11 cトP申立Vtsj〈ー士 QIiil:首会去:':0怒とQ測は

や~\-'さY F. Buchan昌n，An' Accountof the of Bihar 

and Patna i悶1811-12，ξd.by J. 1九百黒人 Jam部， 2 vols.， Patna， 

抗‘ d.，tt. 739~748 (vol. 2); R. M. Maγtin， The Historv， 

Antiquities， Topography ，and Statistics of Eastern 

3 vols句 Lo双don，1838， vol. 1， Atjう勺 Jう1う.48-49， vol. 2， AJうか，

pt. 3-'5， 13-14， vol. 3， Pt. 6告与・701，708-70告. 泌総..Ji.:. ~時!時
<，0 

11，得点。必J耳目.T. Colebrooke， Remarks on the Husbandry 州

and Internal Co持活merceof Bengal， 2泌 edn.，Calcutta， 1804， 

点ρ.41-43.主!t;!' ャ入"-(，'酒出正宣言ミ芸撃さと (rotarion of .jI，J 

JR 必手当~A.I::';f';覇軍総 t兵制緩杓￡ ν -，，'争後， J)，採さま間-tl弘。(Q 

什幸子震~.jI，J後綴k!~耳ユ ν01告~an1、Ï"~容>c奇心。

(~) 忌JQ控室級以やム与J t;!何者経凶器議制~gg( O

(~) OBZ.ノ4..， p. 5. 

*擦H総凶器選手)~祭ての吋 J!'\kl.' ダ農薬事契機幸子岩崎~<!t祈J.!;{ ぬヰミ

浅草籍軍君主i返さ審物ヰミィiゅ(，'AJffii!..Jミ:;;;，卒。

(民) *幾何者意匡監査Ï"~""建議綴ぶi託尋点。

Ct::l) 雲寺'"J;.! .f，"見心f三千毛緩凶器畿H言以穏〉羽〈澄主主Q警護略式¥'J士14さふ
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が
先
行
番
号
の
そ
れ
の
、
東
(
同
Z
R
N

』
高
)
・
西
(
同
3
s
b
h
N
)

・
南
(
吋
h
N
h
N
h
N
)

・
北
(
吋
h
N
h叫
N
h
)

・
東
の
東
(
勺
m
浴
、
ぬ
)
・
西
の
西
(
勺
h

S

』
冨
)
・
南
の
南
(
七
ミ
ミ
h
N
)

・
北
の
北
(
七
時
S

§

h

)

の
遠
近
の

四
方
位
お
よ
び
こ
れ
ら
を
組
合
わ
せ
た
東
南
(
吋
お
国
守
ぬ
l
言
、
お
)
・
南
西

(
M
2
h
H
h
E
l
E
』
冨
)
等
々
の
遠
近
の
四
方
位
の
い
ず
れ
の
方
角
に
あ
る

か
で
示
さ
れ
る
が
、
個
々
の
丈
量
区
画
別
の
四
至
の
記
載
は
な
い
。
遠
隔
を
示
す
方
位
の
ば
あ
い
に
は
、
先
行
区
画
と
後
行
区
画
と
の
間

に
一
定
の
地
所
が
介
在
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
何
で
あ
っ
た
か
は
登
録
さ
れ
な
い
。
丈
量
区
画
は
す
べ
て
方
形
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
る
が
、
す
べ
て
が
実
際
に
そ
う
だ
つ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
丈
量
と
登
載
の
便
宜
か
ら
そ
の
よ
う
な
形
式
を
と
る
ば
あ
い
も
あ
っ
た
の
か

デ
ィ
1
ル
ゴ
プ
ロ
ス
ト

は
、
明
瞭
で
は
な
い
。
丈
量
区
画
の
長
さ
は
幅
よ
り
常
に
大
き
い
数
値
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
長
さ
と
幅
と
が
な
ん
ら
か
の
方
向
性
を

19 

も
つ
も
の
な
の
か
、

そ
れ
と
も
た
だ
長
方
形
の
辺
の
長
短
を
意
味
し
た
の
か
は
判
断
し
が
た
い
。
さ
ら
に
一
丈
量
区
画
の
面
積
は
農
制
地

目
ご
と
に
均
等
で
は
な
く
、
通
水
溝
、
丈
量
区
画
聞
に
介
在
す
る
空
地
と
か
小
道
と
か
は
記
載
が
な
い
か
ら
、
基
本
土
地
台
帳
か
ら
村
の

い
よ
い
よ
困
難
と
な
る
。
し
か
も
丈
量
区
画
番
号
の
順
序
が
、

一
定
の
方
向
性
を
も
っ
て
い
る
も
の
か
否
か

地
図
を
復
元
す
る
試
み
は
、

は
不
明
確
で
あ
り
、
地
目
ご
と
に
一
連
番
号
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

デ

ィ

ル

ゴ

プ

ロ

ス

ト

ザ

i

ラ

ー

サ

1
-
7
1

丈
量
区
画
に
つ
い
て
さ
ら
に
注
意
を
要
す
る
の
は
、
長
さ
と
幅
と
の
積
が
面
積
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
記
載
さ
れ
て
い
る
面
積
の
値
と

面
積
の
単
位
は
ピ
ガ

l

必
ず
し
も
常
に
厳
密
に
は
一
致
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、

計
算
に
よ
る
積
の
値
と
が
、

(
N
以
内
』
高
)
、

カ
l
タ

l

(同ミ言)、
ノ、

γ 

(
M
U
R
N
S
Q
)
 

の
三
種
類
を
用
い
て
い
る
が
、
パ

γ
の
単
位
ま
で
記
載
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
か

ら
、
画
積
に
つ
い
て
は
概
数
が
と
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。
な
お
土
地
の
条
件
に
応
じ
て
丈
量
尺
度
が
伸
縮
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
判
断

北
大
文
学
部
紀
要



一
九
世
紀
初
期
磁
ベ
ン
ガ
ル
農
村
の
社
会
経
済
関
係
|
l
l
ゴ
;
パ
ー
ル
プ

ぬ

γ
1
ラ
E

の
国
積
が
地
代
の

後
に
み
る
と
お
り
モ
あ
る
。

登
載
さ
れ
る
の
は
、
保
有
者
各
家
系
の

れ
な
い
。
援
に
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、

の
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
年
齢
や
家
族
員
の
構
成
は

台
帳
か
ら
村
穫
の
人
口
を
算
出
す
る
こ
と
は
不
可
能

の
み
な
ら
ず
、

た
よ
う
に
い
わ
ゆ
る

な
ど
の

事
否以

上
の

か
り
か
、
後
述
す
る
よ
う
に
公
租
免
除
地
の
一
般
持
人
の
な
か
に

件
付
落
の
人
口
は
、
そ
の
組
数
を
知
る
こ
と
さ
え
も
著
し
く
器
難
と
い
う
べ
き

こ
と
だ
が
、
公
租
免
器
地
保
有
翁
マ
あ
っ
て
し
か
も
本
村
賠
住
者
で
な
い

の
み
記
載
さ
れ
て
宅
地
を
確
認
で

き
な
い
表
、
込
あ
る
の

に
つ
い
て
は
、
先
述
の
よ

そ
の
居
住
地
が
議
本
土
地
台
帳

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
村
耕
作
農
践
に
つ
い
て
は
出
身
村
の
記
述
を
欠
い
て
い
る
。
か
れ
ら

の

基
本
土
地
台
帳
の
上
か
ら
は
知
る
で
が
か
り
を
得
な
い
の

。
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の
諸
点
を
通
観
す
る

の
性
格
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
い
い
う
る

法
村
勢
を
網
綴
す
る
も
の
で
は
な
い
。
別
言
す
る
な
ら
ば
、
村
勢
の
い
わ
ば
か
く
れ
て
み
え
な
い
部
芳
、
が
少
な
か

れ
て

位
置
関
部
と
人
口
と
は
、

そ
の

の
例
証
で
あ
る
。

て
そ
の
か
く
れ
て

い
蔀
分
を
ふ
く
む
と
い
う

意
味
で
は
、
基
本
土
地
台
帳
は
察
側
蹴
患
を
も
た
な
い
、
と
い
う
こ
と
が

の
正
確
な
位
寵
も
、
人
口
も
、

村
誌
の
知
識
、

慣
行
な
ど
を
も
っ
て
補
う
の
で

な
け
れ
ば
、
特
定
の

?
記
録
が
、
公
抑
制
収
総
の
基
礎
に
あ
っ
た
ζ

と
に
、

に
宅
地
を
も
た
な
い

の
賠
住
も
、
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う

ム
ガ
ル
菌
家
の

は
注
意
し

な
い
。

と
こ
ろ
で
ベ

γ
ガ
ル
の
農
村
に
お
い
て
、
貫
租
接
収
の

L 
て

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、

い
つ
の
持

民
よ
か
ら
か
は
明
確
で
な
い
が
、

で
以
後
国
庫
磁
轄
地
と
非
ベ

γ
ガ
ル
人
の
た
め
の
官
職
知
符
地
と
さ
れ
た
部



分
に
つ
い

収
総
の
た
め
の

ム
ル
シ
ず
ド
H
グ

;
F
l
リ
ジ
ャ
プ
ブ
ァ
ル
打
ハ
I
ソ
の
統
治
年
代
中
の
あ
る
段
鰭
以
降
と
考
え
る

際
に
医
家
の

に
実
施
さ
れ
た
と
は
怒
わ
れ
な
し

施
し
た
の
は
、

十
本
地
丈
最
と
貢
租
査
定
の

み
え
な
い
務
分
を
台
帳
が
残
す
の
は
、

土
地
丈
量
を
会
組

し
て
全
州

の

っ
た
で
あ
ろ
う

と
は
翠
像
に
難
く
な
い
。
か
く
れ
て

立とこ

す
る
が
、
組
閣
で
は
そ
う
し
た
載
抗
が

の
皮
甑
露
間
別
が
土
地
支
配
に
あ
っ

の
村
落
喪
漆
女
一
定
限
度
内
に
持
寵
し
た
結
果
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

の
公
程
変
定
・
徴
収
の
た
め
の
っ
た
土
地
丈
最
が
、

そ
れ
と
と
も
に

た
い
の
は
、

ム
ガ
ル

か
っ
た

ム
ガ
ル
国
家
の
ベ
ソ

っ
て

」
の
事
実
は
、

に
ム
ガ
ル
富
家
の

、
記
載
様
式
に
多
少
の
変
化
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
な
お
ザ
ミ

I
γ
ダ
!
ル
に
よ

揮
で
は
ザ
ミ

i
γ
ダ
i

ガ
ル
支
配
が
消
議
し
て
半
世
紀
以
上
に
も
な

/レ

の

役
認
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
、

設ハ
1a「
〉
こ
の
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

ω
-
M
W

玄
室
P
M
z
h
w
m
n
室
岡
、
ミ
人
尚
早

暗
誌
な
叫
的
円
高
川
叫
喜
久
忠
品
情
白
h
N
L
1
え
た
の
章
、
b

ミ
NUVM刈勾
l
N
~
w
h
z
w
r
肉専

門

H
M
g
g円
、
同
時
間
ゆ

v
h
v
b
-
H
N
N
l
H
N
∞
・
念
品
掛
間
然
、
依
よ
。

(

2

)

「
第
一
一
、
チ
タ

i
(円
み
恥
む
H
h
m
h
u
C
}
H
い
え
と
と
は
一
一
村
惚
拾
の
全
地
片
〈
曲
以

pmw-gふ
る
の
説
明
幾
で
あ
る
。
そ
れ
ら
(
地
片
)
録
、
そ
れ
ら
が
丈
議

さ
れ
た
符
の
版
序
紅
従
っ
て
、
ダ

1
グ

ミ
b
L
M
h

均
台
仏
抑
制
閉
山
つ
ま
ち
加
部
分

に
分
制
御
さ
れ
た
も
の
で
る
る
。
ぞ
れ
〈
チ
タ
i
〉
山
弘
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

〆
I
グ
の
ふ
泌
め
幾
(
際
積
て
そ
の
議
開
貯
の
経
述
、
そ
れ
に
毅
械
相
さ
れ

る
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
官
民

R
S門
出
時
忠
弘
容
て
そ
れ
を
点
取
す
る
〈
o
n
nキ

北
大
文
学
部
紀
要

れ
る
。
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ラ
イ

i
ヤ
y
b
h九
ち
γ

の
名
演
、
を
内
容
と
す
る
。
お
よ
そ
十
年
あ
る

い
は
十
五
年
の
関
に
(
一
回
)
あ
お
丈
最
が
行
な
わ
れ
る
時
に
は
い
つ
で

も
、
こ
の
よ
う
伝
説
現
警
が
グ
マ
l
シ
品
タ
(
品
刊
さ
詰
む
た
ミ
即
日
伐
む
な
特
急
宗
祖

hwpm同O
H出
向
M
g
y
ν

に
よ
っ
で
作
成
怒
れ
淑
樹
立
脅
さ
れ
て
、
村
の
パ
ト
汐
i
哲

ー
の
も
と
に
保
管
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
ひ
と
り
の
ラ
イ
i
ヤ
ッ
ト

が
異
な
る
詩
ダ
i
グ
に
ふ
ふ
地
を
保
有
す
る
こ
と
が
ら
あ
の
で
、
ひ
と
り
ひ

と
り
の
予
イ
i
ヤ

V

ト
の
〈
点
数
ず
る
)
諸
地
片
は
、
こ
の
談
綱
審
で
は

縁
側
朝
交
切
れ
て
い
注
い
。
」
(
削
P
H
W
M
凶
器
話

r
o各
自
己
、
。
少
な
p
b
h
y

戸
田
i

H
H
立

総

務

…

綴

七

筋

一

般

引

の

て

お

く

。

(

3

)

。~wNh山
J
M
Y
N
Y
H
j
h
w
-
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義
本
土
地
合
棋
の
到
示
と
整
理

前
節
で
指
摘
し
た
問
題
点
を
ふ
ま

に
述
べ
て
お
か

で
、
ゴ

l
パ
i
ル
ブ
ル
の
土
地
合
様
の

に
進
み
た
い
。

そ

土
地
丈
量

つ
い
て
で
あ
F

る。

ベ
ン
ガ
リ

l

の
本
来
の
台
犠
に

は
、
単
位
を
一
ボ
す
文
学
が
な
く
、

た
特
殊
な
符
牒
合
併
用
し
て
い
る
の

英
訳
文
を
参
賎
し
な
け
れ
ば
私
に

こ
と
が

か
っ
た
。
英
訳
文
と
第
一
一
腹
の
序
文
か
ら
、
…
邸
積
を
表
示
す
る
に
は
、

一
級
の
単
位
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
距
離
の

ピ
ガ

i

、
ヵ
ー
タ

i
(
R
N判
明

w
q
)
、
パ
ン
(
~
Uお
お
ね
〉

も
ま
た
、

ピ
ガ
;
と
カ

i
タ
!
と
が
用
い
ら
れ
た
。
ピ
ガ
ー
も
カ

1
タ

;

の
単
位
と
し
て
浬
一
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

一
面
積
ヵ
ー
タ
ー
は
一
距
離
カ

i
タ
;
二
乗
の
二

で
あ
ろ
う
。

次
に
は
、

ガ

ー

は

一

ガ

i
の
二

で
あ
る
こ
と
が
、
解
で
き
る

り

の
数
字
予
記
載
法
が
特
殊
な
も
の
で
あ
る
。
前
に

い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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な
い
と
述
べ
た

の
書
式

治、

ヵ
ー
タ

i
の

ピ
ガ

i
の
単
位
が

O
で、

ど
ガ
ー
を
一
示
す
数
字
の
あ
と
に
、
左
下

が
一
か
ら
部
設
で
の
時

カ
I
M
F
-
の
単
位
が

か
ら
阻
ま
で
の

こ
す
の
で
あ
る
。

試
用
い
ら
れ
な
い
。

に
よ
っ
て
上
端
が
布
、

。
か
ら
臨
ま

五
カ
;
タ
ー
は
密
合
の

五

に
ご
く
わ
ず
か

」
と
で
、
五
カ
i
タ
;
か
ら
九
カ
i
タ
:
ま

て
み
え
る
)

北
大
文
学
部
組
要



一
九
世
紀
初
期
西
ベ

γ
ガ
ル
農
村
の
社
会
経
済
関
係
|
|
ゴ
l
パ
I
ル
プ
ル
土
地
文
書
の
研
究

で
を
併
記
し
て
、
表
記
さ
れ
る
o

一
五
カ
l
タ
ー
か
ら
一
九
カ
l
タ
ー
ま
で
は
、

そ
の
右
に
や
は
り

O
か
ら
四
ま
で
を
書
き
加
え
て
表
記
す
る
。

「
四
分
の
一
」
を
二
つ
横
に
並
べ
て
書
い
た
「
二
分
の
一
」
の
右
に

O
か
ら
四
ま

「
四
分
の
一
」
を
三
つ
戸
シ
ア
字
母
の
ヱ
字
状
に
並
べ

す
る
。

一
O
カ
l
タ
ー
か
ら
一
四
カ
l
タ
ー
ま
で
は
、

て
書
き
、
ヵ
ー
タ
!
と
パ
ン
と
の
聞
に
は
単
位
変
更
の
記
号
は
入
ら
な
い
。
後
に
み
る
よ
う
に
、
パ
シ
の
単
位
ま
で
と
っ
て
い
る
の
は
、
丈
量
区

画
総
数
六
七
の
う
ち
の
ご
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
推
測
し
か
で
き
な
い
が
、

一パ

γ
は
四
分
の
一
カ
l
タ
ー
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
短
い
垂

直
の
線
一
本
で
一
パ

γ
、
二
本
で
二
パ

γ
、
三
本
を
甲
山
字
状
に
並
べ
て
一
一
一
パ
シ
、

と
表
記
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る

o
O字
は
並
記
さ

れ
て
い
な
い
。

き
て
、
以
下
に
基
本
土
地
台
帳
を
採
録
す
る
が
、

全
文
の
転
写
で
は
な
く
、

ラ
1
ス

タ

ー

パ

テ

イ

タ

(
ご
稲
作
地
と
道
路
以
外
の
不
産
出
地
と
を
対
象
と
し

ゴ
l
パ
ー
ル
プ
ル
基
本
土
地
台
帳
第
一
部
の
、
税
制
地
目
別
面
積
一
覧
表
の
部
分
、
(
二
)
右
第
一
部
の
居
村
農
民
保
有
地
籍
簿
、

(
一
三
同
じ
く
他
村
農
民
保
有
地
地
籍
簿
、
(
四
)
稲
作
地
以
外
を
対
象
と
す
る
第
二
部
の
う
ち
の
神
事
用
地
地
籍
簿
を
、
ま
ず
例
示
と
し

て
掲
げ
る
。
例
示
の
中
で
は
、
原
文
転
写
の
際
に
、
ベ
シ
ガ
ル
字
母
で
書
か
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
・
ペ
ル
シ
ア
語
起
源
の
術
語
を
括
弧
し
て

斜
字
体
で
示
す
。
ま
た
前
述
の
数
字
の
特
殊
な
用
い
方
も
、
分
数
で
示
し
て
お
く
、
角
括
弧
に
第
何
葉
と
記
し
た
の
は
、
原
文
書
の
配
列

の
順
位
を
表
わ
す
。
制
度
用
語
は
す
べ
て
斜
字
体
と
す
る
。

た、
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一
九
設
紀
初
期
恋
ぺ

γ
ガ

収
公
埠

ド
ヲ
ル
ガ
1
女
神
に
卒
あ
れ
/

賠
村
農
民
保
有
地

年
/ 
コ

枚i4J

ノレ

プ
ノレ

村

項
第

遜

日
計枚枚

ごk

愛

i
バ

i
ル
ヅ
ル
土
地
文
書
の
研
究

冬

作

稲

作

地

一
七
一
行
二
川

ム
ハ
ヲ
九
州
日

四
五
ヲ
ム
ハ
州
リ
ニ
山

秋

作

穏

作

地

地

絵、

一九
11:::" 11:::" 
が fI

τ
、品H
1

3
ノ
グ
官
E

ニ川

八
行
一
一
目

て
い
る
た
め
に

罷
農
村
農
民
保
有
地
潟
籍
鱒
誌
、
右
に
み
た
よ
う
に
、
稲
作
地
に

ろ
う
。
各
葉
ま
た
は
枚
の
末
尾
に
そ
の

た
は
枚
に
記
載
さ
れ
た
全
地
片
の
面
積
の
小
計
を

め
伊
藤
制
地
昌
別
の
内
訳
を
付
記
す
る
と
い
う
体
裁
は
、
の
地
籍
簿
部
分
全
体
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
る
。
隣
村
と

ダ

3

の
楼
譲
地
域
で
隣
村
名
安
記
載
す
る
の
は
、
第
五
葉
の
第
八
丈
闘
の
南
方
シ
ご
y
l
グ
ジ
シ
ュ
ナ
プ
ル
の
ほ
か
、
後
議
の
ご
と
く
、

第

ニ

十

の

東

方

ヲ

!

メ

i
シ
ュ
ヲ
ル
ブ
札
げ
が
あ
る
。
北
方
と
路
方
と
誌
地
籍
簿
の
ど
こ
に
も
記
載
が
な
い
が
、
そ
の
理
由
は

で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
レ
が
、

第
出
し

不
明
で
あ
る
。
湾
問
川
・

第

と
明
記
す
る
の

っ
た
も
の

-
沼
沢
あ
る
い
は
非
丈
量
地
・

与
さ
遂
容
h
b

と
し
て
特
記
し
、

の
で
あ
る
。
第
六
葉
法
、

ニ
枚
に
わ
か
れ
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し、

の

の
あ
と
に
、

「
こ
の
丈
量
区
酉
で
基

本

土

地

台

帳

は

お

わ

る

一

部

・

第

…

あ
と
で
は
、

4吋
凡

b
h
h
h河
内
q
h
w
b

話
連
守
え
h
N
t
H
R
W

と
帆
町
民
の
…
一
訟
が
添
加
さ
れ
て
い
る
が
、

二
部
で
完
結
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
考
え
る
。
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部
他
村
農
民
保
有
地
地
籍
簿
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」
れ
は
ゴ
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パ
ー
ル
ブ
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の
基
本
土
地
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果宅

樹

園地

一五
O本

公
彰
者
恩
給
地
と
従
士
給
与
地
な
ら
び
に
公
租
免
除
地
と
に
つ
い
て
は
、
保
有
者
が
村
外
に
居
住
を
も
っ
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
村
内

に
居
住
し
て
い
て
も
、
保
有
地
の
経
営
に
直
接
従
事
し
な
い
ば
あ
い
が
あ
る
o

詳
し
く
は
後
段
で
検
討
す
る
が
、

こ
こ
で
さ
し
あ
た
り
注

意
し
た
い
の
は
、
そ
の
よ
う
な
ば
あ
い
に
は
、
保
有
者
の
居
住
地
と
経
営
の
代
行
者
の
名
と
が
、
基
本
土
地
台
帳
に
登
載
さ
れ
る
こ
と
で

の
表
に
み
る
と
お
り
で
あ
る
。

あ
る
。
上
掲
の
例
示
に
は
出
て
い
な
い
が
、
自
ら
経
営
す
る
ば
あ
い
に
は
、

北
大
文
学
部
紀
要

「
本
人
所
持
(
同
ミ
b

足
止
む
ご

と
記
入
さ
れ
る
の
は
、
後
掲



一
九
世
紀
初
期
西
ベ
γ
ガ
ル
農
村
の
社
会
経
済
関
係
|
|
ゴ
l
パ
l
ル
プ
ル
土
地
文
書
の
研
究

上
掲
の
第
一
二
丈
量
区
画
は
、

一
区
画
内
に
二
つ
の
農
制
地
目
を
ふ
く
む
例
で
あ
る
。
果
樹
園
に
つ
い
て
は
樹
木
の
種
類
と
本
数
と
も

記
載
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
税
制
地
目
の
如
何
に
か
か
わ
り
な
く
行
わ
れ
て
い
る
。

以
上
や
や
煩
雑
に
な
っ
た
が
基
本
土
地
台
帳
の
記
載
の
実
例
を
み
た
。
そ
こ
で
以
下
に
、
既
出
部
分
を
も
ふ
く
め
て
、
基
本
土
地
台
帳

の
全
体
を
整
理
し
て
二
つ
の
表
に
ま
と
め
て
お
く
。
第
一
表
は
二
部
か
ら
な
る
台
帳
を
、
そ
れ
ぞ
れ
丈
量
区
画
の
番
号
順
に
編
成
し
な
お

し
た
も
の
で
、

ア
ミ

l
γ

の
原
簿
の
記
載
形
式
は
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
第
二
表
は
全
体
の
税
制
地
目
・
保
有

者
・
農
制
地
目
に
よ
る
交
又
分
類
表
で
あ
る
。
二
つ
の
表
を
通
じ
て
、
丈
量
単
位
は
ピ
ガ
l
に
統
一
し
、

カ

タ

以
下
t土
ビ

ガ

の
小

数
で
表
示
し
た
。
両
表
と
も
訳
文
は
付
け
な
い
で
原
語
の
ま
ま
表
記
し
た
が
、
既
に
説
明
を
施
し
て
あ
る
か
ら
、
理
解
を
妨
げ
る
こ
と
に

は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
o

そ
の
他
の
要
領
は
各
表
の
九
例
と
し
て
示
し
て
お
く
。
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第
一
表

凡
例

(
一
)
税
制
地
目
は
下
記
の
略
号
で
表
記
す
る
。

k
p
l
k

曲、hN
S
q
u
切
-
U
陶
芸
討
さ
ミ
ミ
u
n
-
-
町
忠
実
守
S
u
b
-
-
b
sミ
ミ
山
、
・

1
N
)訟削除守札刊誌
RNh
同
p
・1
同
pcSNbhNhHqu
同』甘さ
-
U

同
p
b
s
守、
hNh
〉向・
1
〉山『
hNphNH『
qANhN
山、・
1
N
u
q
s
s
日
U
N
J
-
U
N
Uマ
ミ
ミ
山
吋
』
w
・1
叫

JMNS
向
山
て
・
1
N
W
Q
守内崎町・

一) 

原
文
に
宮
田
宮
と
あ
る
も
の
は
、
本
表
で
は
そ
れ
の
指
す
人
名
そ
の
他
に
お
き
か
え
た
。

原
文
中
の
略
号
は
も
と
の
単
語
に
お
き
か
え
た
。
〉
h
b
・
は

~
-
h
b
H
S
F

と
考
え
て
お
く
。

四

固
有
名
詞
と
数
字
お
よ
び
樹
木
の
名
を
除
き
、
す
べ
て
を
斜
体
字
で
示
す
。
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F
N
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た
礼
町
内
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Daga. Asami. Dirgha. Prastha. Sara， ]inisa. 

1. Adi Arambha $yama Napitera 
Puskarinira 

Tapit. Ramadulala Pala. Kh. 1.6 1.3 2.1 Suna. 

2. Tadα. Ramadulala Pala. Kh. 1.35 0.95 1.3 Suna. 

3. Taρα. Ramahari Gho号a， P. 2.45 2.0 4.9 Sali. 

Mαtritk Ramanatha Dasa. 

4. Tapit. Radhal王将♀aDasa. P. 2.05 1.5 3.1 $ali. 

5. Tadu. Radhakrsna Dasa. P. 1.5 1.35 2.05 Suna. 

6. Tapa. Srisri Kali Thakural).i， D. 2.05 1.6 3.3 Sali. 

SakimαKalighata， 
F吋-<唱

Sebait HaracandraHaladara， 

]ota Ramasundara Gho~a. 

7. Tada. Jagannatha Tarkk亘laIlkara， B. 1.35 1.0 1.35 $una. 

Sakima Tribel).i， 

]ota Ramalocana Gho号a.

8. Tada-taρα K01Ja. 

Ramasundara G hosa. Kh. 7.3 5.1 37.25 $ali. 

Ihara Tada Srikr号l).apura.

9.. 、fiemρit-ditraGho号aPU号kari平iraT，αρit. 

今~iく-þ<~小指足跡l
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Daga. Asami. Dirgha. Prasthα. Sara. ]inisa. 

Ramajaya Dasa. Kh. 1.3 1.25 1.625 Sali. 

10. Tαdu-tαρu Ko苧a.

Harekrsna Ghosa. M. 1.6 1.35 2.15 Suna. 

Sakima Nija Gramα， 

]otαNija. 

11. Tαpu. Harekr号I).aGho号a， M. 2.0 1.0 2.0 Sali. 

]ota Nija. 

12. Tadα. Baidyanatha Paika， C. 1.85 1.1 2.05 Suna. 

λfαtruk Ramanidhi Paika， 

]otαRamalocana Gho守a.
寸~

13. Taρα. Baidyanatha Paika， c. 1.35 0.5 0.7 Sali. 

]ota Ramalocana Ghoi?a. 

14. I)emda-demρα K01Ja. 

Bajiolla Mi1aki， A. 2.3 1.1 2.55 Sali. 

Sakima Gajagha平ta，
]ota Ramasundara Ghoi?a. 

15. Tapα. Radhamohana Mitra， A. 1.05 0.55 0.6 suna. 

Sakima Ko♀anagara， 

]otαNidhirama Basu. 



16. Tada. Banjara Patita. Khm. 4.35 3.1 13.5 NiiliiekαPatitα. 

17. Tata. Ba宛:jaraPatita. Khm. 2.6 1.3 3.4 Liieka Patita. 

18. Tadu. Ramadulala Pala， Th. 1.3 0.6 0.8 Sunii. 
Mαtruk Ramaprasada Gho号a.

19. Tatu. Ramadulala Pala， Th. 2.1 1.35 2.85 Siili. 
Matruk Ramaprasada Gho号a.

20. Tadα-tatu K01Jii. 
Ramahari Ghosa. Th. 1.35 0.65 0.9 $iili. 

21. Tatu. Jaganmohana Basu， P. 3.3 1.5 4.95 Siili. 

λ1atruk Ramamohana Dasa. 

Ihiira Taρu Ramesbarapura. σ噌コ

22. Tada. Jaganmohana Basu， P. 1.25 0.5 0.65 Siili. 

Matruk--.Ramamohana Dasa. 

23. Tatu. Baidyanatha Paika; C. 2.3 1.95 4.5 sunii. 

Jota Sobharama Dasa. 

24. Tadu. Srisri Sarbba Mangala Thakural).I， D. 3.35 2.7 9.05 Siili. 
Siikima Barddhamana 
JotαRamadhana De. 

25. Tadu. Ramadulala Pala. Kh. 3.3 1.5 4.95 Siili. 

26. Tatu. Ramajaya Dasa. Kh. 2.3 2.0 4.6 Sunii. 

27. Tada. Ramadulala Pala. Kh. 1.3 0.5 0.65 Sunii. 

今~-lく1<\~作者苦混同H
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Diiga. Asiimf. Dirghα. Prastha. Siirii. ]inisa. 

28. Tada. Ramasundara Ghosa. Kh. 1.5 1.0 1.5 Sali. 

29. TaρU. Gociira1Ja. Patitα. Khm. 3.3 2.6 8.6 Gocarana Ptita 

30. Tadu. Ramalocana Gho:;;a. Kh. 2.6 1.3 3.4 Suna. 

31. Taρu. Kamadeba Tarkkalankara， B. 2.25 1.3 2.95 Siili. 

Siikima Nabadbipa， 

]ota Ramasundara Gho号a.

32. Tada. Cattarbhuja Nyayaratna， B. 3.3 2.0 6.6 Siili. 

SakimαSahara Kalikata， 

]ota Dayarama Basu. 

33. Taρα. Ramajaya Dasa. Kh. 0.75 0.5 0.375 Sunii. 吋寸

Ei Diige Cithii tiimiima. 

第 16，17区画の Ba宛jarαは「不毛の土地」を意味する。

2. Dosara Cithii 

Diiga. Asiimf. Dirghα. Prastha. Siirii. ]inisa. 

1. Adi Arambha Pancanana Talara D. 1.3 1.25 1.65 Biigiita. 

Tada. Srisri Gopinatha 'fhakura， ]aya: 

Siikima Agradbipa， 
Brksa 
Amra 25 

Sebaita Bhubanamohana Adhikari， Karhthala 10 

]otαRadhakr号l).aGho号a. Narikela 25 
Supari 50 



2. Taρu. Ra:madula:la Pa:la. Kh. 0.35 0.3 0.1 Biistu. 

3. Tadα. Ra:madula:la Pa:la. Kh. 0.55 0.3 0.15 Udbastu. 

4. Taρα. Ra:masundara Gho号a. Kh. 2.35 1.3 3.05 Sunii l!ii必gii.

5. Tαρα. Ra:madhana Datta. P. 1.35 1.0 1.35 Biigiita. 

Mαtruk Ka:licarana De ]aya: 

Brksa 

Narikela 60 
Terhtula 2 

6. Tadα. Ra:mamohana CakrabarrtL B. 2.4 1.6 3.85 

SiikimαNija Griima 0.4 Biistu. 

3.45 Biigiita. H叩3 

]aya: 

Brk~a 

Amra 70 
Karhthala 50 

7. Taρα. Ra:mamohana CakrabarttL B. 0.25 0.2 0.05 Biimsa. 

8. l)emda-deinpu K01Jii， dui Kettii pa:ra， 
$risri Sa:ha Jumba: Siiheba; Pr. 1.6 1.5 2.4 I)ii先giiKarρα. 

Siikima Kalika:ta:， 
Khiitimadiira Sekha Mahibulla:， 
JotαRa:madhana Gopa. 

今'i!-fく令\~小箭思陳



7、決 一。〈一夫弘会叶幸号令{制IQ誌主主点

Daga. Asami. Dit・gha. Prαstha. Sara. 

9. Tadu， Ki会oraDasa Bairagi， V. 0.6 0.5 0.3 Bastu. 

SakimαNija Grぷma，

Jotα 

10. TαρU.お haMahibullぇ F. 1.65 0.6 1.0 Bagata. 

SakimαBarddhamana， ]ay.α: 

Jota Ramajay，乱 Dasa. Brkea 
N亙rike¥a 44 
Sup孟ri :{O 

11. Tαda. Ramalocana Gho容器 Kλ 0.55 0.5 0.3 Bastu. 

12. うa.S註kiraDeoyaぉa. F. O ‘6 0.3 0.2 Bastu. ミF
13. Talうα.Rastha. Khm. 2.7 0.15 0.4 Rastha. 

14. l}erhda. Bai命札nathaPaika. C. 1.5 1.0 1ふ

0.25 Bastu. 

1.25 Bagata. 
]aya: 

Amra 10 

T丞la 5 
Terhtu¥a l 

N孟rikela 20 

15. Tαda. Baidy乱nathaPaika， C. 0.5 0.4 0.2 Karρa. 



Jota Nija. 

16. TaραHarekr号♀aMukhopadhyaya， B. 1.45 0.95 1.4 Suna l)anga. 

SakimαNija Gramα， 

Jota Nija. 

17. Tadα. Harekr:，?I，1a Mukhopadhyaya. B. 0.7 0.4 0.3 Bastu. 

18. Tαtu. Ramalocana Bairagi， V. 1.45 1.35 1.95 $una l!aゑga.
SakimαNija Grama， 

Jota Nija. 

19. Taρu. Ramalocana Bairagi. V. 0.55 0.4 0.2 Bastu. 

20. Tada. Ramadhana Datta. P. 1.4 0.7 1.0 $una ~加えgã. でr、炉

21. Taρα. Srisri Siddhesbari ThakuraI，1i， 

SakimαNija Gramα D. 0.9 0.5 0.45 

Sebaita Ramamohana CakrabarttL 0.1 Bastu. 

0.35 Bagata. 

]aya: 

Brk~a 

Amra 5 
N亘rikela 10 

22. Tadu. Bhaga(a. Khm. 1.35 0.4 0.55 Bhagarα. 

23. l)emta. Gho:，?a Pu:，?kari早L Khm. 3.4 2.75 9.35 Puskarini 

寺44く令{か括返陳
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Diig，α， Asiimi. Dirghα. Prastha. Siirii. ]inisa. 

]aya: 
3.05 Jala 6 
6.3 Pahada 
Ihate 
Talagacha 125 

24. Demda. Ramahari Ghosa. P. 2.0 1.3 2.6 Kalii. 

25. Tαρα. Radhakr:gla Dasa. P. 1.35 1.25 1.7 Kalii. 

26. Tαdα. Jaganmohana Basu. P. 1.6 0.95 1.5 Sunii I!iiえgii.
27. Taρα. Jagannatha Niii. Kh. 0.6 0.4 0.25 Biistu. 

28. Tada. Ramahari Mαdaka. Kh. 0.7 0.3 0.2 Biistu. 
~ 

29. Tatit. Ramajaya Dasa. Kh. 0.7 0.5 0.35 Biistu. 

30. Tada. Ramasundara Ghosa. Kh. 0.75 0.4 0.3 Biistu. 

31. Tada. Lak号mikantaDhoρii. Kh. 0.5 0.4 0.2 Biistu. 

32. Taρa. Ganganarayal).a Kiimiira. Kh. 0.8 0.5 0.4 Biistu. 

33. Tata. Ramadhana Poddara. Kh. 0.6 0.4 0.25 Biistu. 

34. Tadα. Jota Pαtita. Khm. 1.4 1.1 1.55 Bhagara. 

Ei Dage Citha tiimiima iti. 

総11粥 2ミi$

(1 ) 副く革~01オ*士~*側兵心士三誕~.-J-ì-2 0



第 表

税地 111よ目¥¥一一保~有者~名ー一農一制一一~fαmi Minaha Laeka Nalaeka GOCaranα Rasta Bhagara Baki Sali Suna Bastu Urjbastu Bagata 
SUna 。dゑga

PuskarizZi Kala Ba仇sa 備 考
]umula Patita Patita Pati{a Patita Patita Patita HaS2lα 。'anga Karρα 

Ramadulala Pala 9.25 O 9.25 4.95 4.05 0.1 0、15 O O O O O Thikadarα 
Ramasundara Gho守a 39.6 O 39.6 37.25 O 0.3 O O 2.05 O O O Ayama， Debatra， Brαhmatrα の ]otαdarα
Taracarhda Ghosa 2.5 O 2.5 1.5 。 O O O 1 O O O Phakiranaの ]otadara
Ramajaya Dasa 6.95 O 6.95 1.625 4.975 0.35 O O O O O O Cakarana， Brαhmatrαの ]otadara
号 Ramalocana Ghosa 3.7 O 3.7 O 3.4 0.3 O O O O O O 
Jagannatha Nai 0.25 O 0.25 O O 0.25 O O O O O O s 、Ramahari Mαdαたα 0.2 O 0.2 O O 0.2 O O 。 O O O 

同
Lak号mikantaDhoJうd 0.2 O 0.2 O 。 0.2 O O 。 O O O 
Ganganaraya平aKamara O O O 0.4 O O 。 O O O 
Ramadhana Poddarα 0.25 O 0.25 O O 0.25 O O O O O O 

-略te.s明s治
居 村農民保有地小計| 63.3 

11 
O 

11 
63.3 1 45.325 1 12.425 1 O O O O 

11 
争、

-Q1e也~ 
Ramahari Ghosa 7.5 O 7.5 4.9 O O O O O O 2.6 O Thikadara 喝l句q 、会
Radha!q手早aDasa 6.85 O 6.85 3.1 2.05 O O O O O 1.7 O ，.q t守也s Jaganmohana Basu 7.1 O 7.1 5.6 O O O O 1.5 O O O 

.tUN hS 3 
九』。
Ramadhana Datta 2.35 O 2.35 O O O O 1.35 1 O O O 

s hd 他村農民保有地小計| 23.8 11 O 
11 
23.8 2.05 O O 2.5 。 O 

Ramadulala Pala 3.65 O 3.65 2.85 0.8 O O O O O O O Khodakasta 
ーqEミ~‘ Ramahari Ghosa 0.9 O 0.9 0.9 。 O O O O O O O Paikasta 
N. 

地小計! 4.55 11 
11 11 

特 契 作 O 3.75 0.8 O O O O O O O 

農 民 保 有 地小計| 91.65 11 O 
11 
91.65 1 62.675 1 15.275 1 O O 

11 トー一一一
Kha1'ηarα 37.3可| 3.4十 13.5~\ 2~111 

11 

28 O 。 O O O O 

't::i 
Bajiulla Milaki 2.55 O 2.55 2.55 。 O O O O O O O Sakima Gajagha1).戸，]ota Ramasundara Gho守a.

。塁 Radhamohana Mitra 0.6 O 0.6 O 0.6 O O O O O O O Sakima K01).anagara， JotαNidhiI色naBasu. 
I守
公彰者思給地小計| 3.15 11 O 

11 
2.55 0.6 O O O O O O O 

11 

C吋a加ha-||Ba均 anathaPa伽 O 0.7 6.55 O O O O l仙 7.SUna-2.05山山田 Gh炉

.suna-4.5， ]ota Sobharama Dasa 
/品¥主、 租 イ寸 地 l口L 計

11 
28 2.1 11 山~ 1 65.925 1 22.425 1 2.6 2.6 O 

11 

Kali Thakurani 3.3 O 3.3 3.3 。 O O O O O O O 
Sakima Kalighata， Sebaita Haracandra Haldara， 
JotαRamasundara Gho号a.

~ Sarbbama企galaThakura1).i 9.05 O 9.05 9.05 。 O O O O O O O SakimαBarddhamana， ]ota Ramadhana De. 島、

ASddhhiimkaGr AfogtrαadRbaIpdah，a SebdzG.faho Bhubammohana 
喝。、品
Gopinatha Thakura ~沿 1.65 O 1.65 O 。 O O 1.65 O O O O i， Jota Radhakr号1).a 守a.Q 
Siddhdbari Thakurani 0.45 O O O O Sakima Nija Grama， SebaitαRamamohana 0.45 O 。 0.1 O 0.35 。

Cakrabartti. 

神 事 用 地小計i14.45 11 O 
11 

。 0.1 O 2 O O O O 
11 

Pwa27-a1 |sahaj四国 Saheba 2.4 O 2.4 O 。 O O O O O 11 ~印 t刷a Rl同3.m国adhaKm加Gdoz…pa. sekha地 MO 
bulla， Jo 

Jagannatha Tarkalankara 1.35 O 1.35 O 1.35 O O O O O O O Sakima Tribe1).i， ]ota Ramalocana Gho号a.

~ Kamadeba Tarkalankara 2.95 O 2.95 2.95 。 O O O O O O O Sakima Nabadbipa， ]ota Ramasundara Gho~a. ー、

o 
吋号暗3 仁 、 Ga・tta巾hujaNyayaratna ペピ6.6 0: '0 O 、 O 0' O -Sakzma-Sah訂ムー:Kafik盃ta，J()ta Dayむ面五1aBasu. s 6.61 6.6 。 O 

;芝~ ~也、之
Ramamohana Cakrabartti 3.9 O 3.9 O 。 0.4 O 3.45 O O O 0.05 Sakima Nija Grama 

・2号qS 、、
同

SakimαNija Gramα， Jota Nija*. 
Harekr刊 aMukhopadhyaya 1.7 O 1.7 O O 0.3 O O 1.4* O O O ミ
プラーフマン用地小計| 16.5 11 O 

11 
16.5 9.55 1.35 0.7 O 1.4 O O O 

11 

4.15 11 11掛加仰向山伊
i;;;;;; Harekr刊 aGho~a O 2ヰ O O O O O O O 

司G品、、込 Kisoradasa Bairagi 0.3 O 0.3 O G 0.3* O O O O O O Sakima NijαGramα， Jota Nijα* ~ 
Q 
Ramalocana Bairagi 2.15 O 2.15 O 0.2 O O 1.95* O O O Sakima Nija Grama， Jota Nija*. ~やSー、. 。

-eU命).  
ヴイシユヌ派修道者用地小計| 2.45 11 

11 
11 

向G O O 。 0.5 O O O O O 

E1EEミS3 • 5aha Mahibulla 1.0 O 1 O O O O 1 O O O O SakimαBarddhamana， Jota Ramajaya Dass. 
炉E提と Sakira Deoayna 0.2 O 0.2 O O 0.2 O O O O O O 
九P主G主
フアキール用地小計| 1.2 

11 
O 

11 
1.2 O O 0.2 O 1 O O O O 

11 
メ口>.. E十 41.15 11 O 

11 
3.5 1.5 O O O 

11 

ゴーパルプル土地総計
1182.25 11 28 2.1 111山|削25 1 25.925 1 4.1 8.9 

備考:数字につけたキ印は備考欄のそれと対応する。
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。
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は
云

gE20仏
戸
一
塁
内
山
的
と
訳
し
て
い
る
が
、
L
r
~
v
h
向
島
(
勺
ab晴
)
に
は
そ

の
よ
う
な
意
味
は
な
い
の
で
、
原
語
に
も
と
づ
く
絞
一
訟
を
つ
け
る
。
的
叫
し

久
ミ

λ

の
務
総
と
い
う
の
で
は
な
く
、

A
肉
体
慨
力
、
が
土
地
に
及
ぶ
こ
と
の
滋
肉

体
約
な
市
外
務
が
大
量
で
あ
る
か
ら
、
か
れ
の
訳
語
は
窓
訳
と
ナ
べ
き
で
る

ろ
う
。
弘
前
り
知
抗
議
で
は
公
級
品
泌
総
絡
が
ふ
く
ま
れ
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
が
、
手
続
き
上
い
っ
た
ん
収
公
さ
れ
、
し
か
る
の
ち
改
め
て
公
租
の
私

繍
慨
を
許
し
た
と
解
釈
ナ
れ
ば
、
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。

〈
白
骨
〉
こ
れ
は
こ
の
二
日
制
践
に
わ
た
っ
て
文
念
作
業
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
を

一
示
す
。

(
9
)
p
・

c-
ス
ミ
ス
の
渋
滞

2
6丘一可
2
2
3
3℃
で
あ
る

が
、
鉱
山
川
、
。
営
む
し
可
ね
な
ふ
ん
の

i
、
む
な
誌
に
ぎ
叫
ね
な
う
け
た
索
現
と
読
ん

マ
、
本
文
の
よ
う
に
訳
十
。
偲
し
こ
れ
も
ス
ミ
ス
の
誤
訳
と
い
う
の
マ

は
な
い
。

ハ
お
)

ぽ
脱
文
で
は
た
だ
吟
缶
、
誌
と
あ
る
の
み
だ
か
ら
、
「
シ
ャ

l
ム
・
ナ
i

ピ
ト
の
泌
の
濁
」
と
読
め
な
く
も
な
い
。

D
・
C
-
ス
ミ
久
の
訳
文
で

は
:
吋
O

任
命
∞
G

三
y

a
仲

y
m勺
と
な
っ
て
い
ず
い
、
州
知
二
人
目
草
区
一
療
の
溺

と
解
し
て
い
る
。
訳
文
マ
は
す
べ
て
、
同
一
税
制
制
治
問
内
の
連
続
す
る
後

泣
す
に
つ
い
て
は
、
後
の
番
号
mv
丈
品
誠
一
隊
…
仰
の
総
鐙
を
、
誌
の
番
号
の
そ
れ

と
の
関
係
州
、
抱
え
て
い
る
。
さ
し
あ
た
っ
て
は
直
訳
に
と
ど
め
て
お
き
た

、ο
tuv 

宮
内
向
の
男
役
滋
数

威
一
訟
は
サ
ン
ス

F
P
ッ
ト
韮
隅
の

開
臓
移
で
あ
る
。

(
間
以
〉
久
ミ
ス
に
従
え
ば
こ
れ
は
「
村
」
の
名
マ
ふ
る
。

〈
日
)
町
内
島
町
a

は
知
ね
な
恥
札
、
む
司
令
弐
ね
じ
可
ゑ
)
の
哨
暗
号
で
七

〈
M
〉
ス
ミ
ス
釈
は
同

va刊
で
あ
る
。
幾
五
菜
の
二
枚
の
然
…
…
叩
則
合
表
わ
す
も

の
州
、
、
あ
ろ
う
。

〈
日
〉
ス
ミ
ス
の
解
釈
に
持
飢
え
ば
、
こ
れ
は
峰
村
賦
陳
氏
保
有
地
第
二
十
人
滋
区

間
幽
の
西
と
い
う
こ
と
w
い
た
ろ
う
。
訳
文
は
」
や
長
品
名

2
w
と
淡
い
で

あ
る
だ
け
で
あ
る
。

(
時
〉
阿
部
文
mv

出
向
白
・
は
、

J
m
w
g
gふ
S
fと
英
訳
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
み
て
、
た
ぶ
ん
〉
h
b
守
主
刊
の
絡
処
方
で
あ
ろ
う
。
「
闘
関
ιん
さ
れ
た
」
・
「
遺

駁
さ
れ
た
」
・
「
放
棄
さ
れ
た
い
a

取
出
記
さ
れ
た
い
の
後
で
あ
る
が
、
泌
総

上
の
用
語
な
の
で
「
滋
紙
い
と
試
訳
し
た
。

ハ
ロ
〉
ラ
i
ム
モ
i
ハ
ン
詰
ダ
i
ス
退
転
の
あ
と
を
、
ジ
ヤ
ガ
γ

そ

1
ハ

ン
詰
パ
ス
ぷ
山
総
作
し
地
代
を
交
払
う
。
と
い
う
意
味
で
る
ろ
う
ο

hwha

は
め
一
主
民
ShN

「
時
間
住
」
の
枇
宮
山
。
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(
川
口
〉
詰
意
向
ご
す
る
入
、
市
対
滋
・
施
与
を
受
け
れ
~
場
隊
の
管
理
・

叫
陪
比
叡
に
以
同
た
る
入
、
寺
院
つ
念
…
一
句
般
財
表
、
僑
わ
れ
徴
、
な
ど
の
意
。

戸

開

巧

E
9
3・
C官

nyw-叶
3
・品沙問然。

ハ
お
〉
V
H
む
の
懇
綴
は
「
訓
担
耕
用
の
牡
ん
?
に
つ
け
る
離
」
で
、
総
じ
て
、

「
農
耕
い
・
「
耕
作
蜘
怖
い
を
意
味
す
る
。
土
地
・
村
落
・
地
域
の
隊
発
端
告

が
、
そ
の
路
地
判
官
静
栄
の
た
め
の
係
緩
と
援
助
の
代
後
と
し
て
、
隣
家
な
れ
ノ

十
位
棚
抑
制
総
主
な
れ
ソ
の
上
級
権
力
に
…
笈
の
紋
租
権
競
合
淡
号
、
そ
の
下
で
関

問
先
に
よ
る
先
占
の
事
実
た
級
制
問
と
す
る
所
有
権
捻
念
総
持
す
る
ば
あ
い
、

後
者
を
h
q
H
告
と
臨
称
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
収
秘
権
益
の
組
関
か
ら
み

れ
ば
、
所
有
権
滋
は
法
俸
制
制
度
上
は
…
後
の
下
級
一
所
有
権
・
永
代
後
泌
織

を
曲
部
淡
ず
る
。
h
b
H
a
の
権
利
ば
近
代
明
、
は
処
分
可
能
な
物
機
m
v
一
種
と

な
っ
た
ら
し
く
、
原
義
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
詳
し
く
な
戸
民
-
巧
ニ
司
c
p

也
、
た
?
培
、
-
∞
斗
m
w
i印
J1mvuMW
悶
-MWmw仏
舟

H
H
i
-
v
c
d
。
。
山
グ
叫
が
時
・
州
、
ぬ
き
ぬ
i
ぬ
ま
な
義
的

色
¥
旬
、
た
な
P
L
g
h
N
叫
h
p
M
W
4
0
山
田
ζ
O
H
h
O
吋
弘
、
一
円
∞
山
w
h
y
J刊
o
r
「
」
守
L
?
m
w内
吋
i

ま
∞
乙
・
戸
同
M
Z
R
同
z
b
品
九
九
戸
、
三
お
お
た
ね
恥
叫
開
設
営
、
民
記
号
h
N
C
切
な
P

F
0
2
L
c
p
h
q礼
Y
H肌
叩

1
凶
器
・
参
照
o
O
W
N
K
P
で
は
こ
の
緩
は
よ
弘
氏
4
a
注

目
々
"
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
相
執
は
お
の
原
義
を
重
ん
じ
て
コ
所
持
」
と
訳

出
刷
す
る
。
一
段
悼
討
の
権
利
を
も
っ
品
鳴
を
お
そ
ら
く
h
q
N
品
、
品
、
お
(
同
色
町
え
ね
る
と

よ
ん
だ
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
諮
紫
そ
の
も
の
は
ゴ
i
パ

i
ル
プ
ル
文
後
に

は
混
わ
れ
な
い
。
ジ
ョ
i
ト
ダ
l
ル
は
柑
例
代
明
、
は
ず
ミ
i
ソ
ダ
ー
ル
と
ラ

イ
ー
ヤ
ッ
ト
の
閑
に
介
在
し
た
「
中
間
地
主
」
を
意
味
し
た
。

〈
幻
〉
ヂ
ミ
i
ソ
ダ
l

ル
の
官
同
轡
出
品
喝
N〈
交
問
、
q
H
a
(り
ム
ぶ

γふ
と
は
意
味
を

線
内
に
す
る
。
し
か
し
官
邸
鵡
舗
で
は
抑
制
遜
ず
る
よ
う
に
獄
わ
れ
為
。
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次
に
他
の

の
よ

基
本
土
地
合
様
と
そ
の
他
の
土
地
錨
台
帳
の
関
係

に
あ
る
か
を
、
多
少
の
引
部
を

て
嬰
説
し
て

し、。

諮
問
級
別
府
土
地
抄
本
(
C
C
薬
会
守
合
C
N
h
h
さ
陶
芸
診
と
は
、
基
本
土
地
台
帳
に
登
載
さ
れ
て
い
る
各
農
銭
地
自
の

分
。
ゴ

I
バ
ー
ル
ブ
ル
の
地
巨
別
土
地
抄
本
は
、
全
村
を
対
象
と
す
る
も
の
と
濫
算
一
五
項
目
の
税
制
耕
地
問
尚
宏
対
象
と
す
る
も
の
と

二
ハ
葉
か
ら
成
っ
て
い
る
。
笠
裁
の
形
式
は
各
葉
と
も
、
藤
本
台
帳
第
一
部
と
問
第
二
部
と
子
記
入
容
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象

の
農
制
地
図
の
土
地
盤
、
第
一

四

{の範
踏
の

qhNM
豆
、
N
S
S
お
〉
、
な
ら
び
に
通
算の

税
制
総
長
に
つ
い
て
は
そ
れ
と
無
関
係
な
闘
機
領
地
自
の
欄
を
省
い
で
あ
る
。
地
問

一
部
と
の
各
項
協
の
通
計
を
、

し
て
訴
す
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

北
大
文
学
部
紀
要

み
の
摘
要



一
九
世
紀
初
期
西
ベ

γ
ガ
ル
農
村
の
社
会
経
済
関
係
|
|
ゴ

l
パ

l
ル
プ
ル
土
地
文
書
の
研
究

別
土
地
抄
本
は
、
要
す
る
に
、
基
本
土
地
台
帳
二
部
の
税
制
地
目
別
面
積
一
覧
表
の
部
分
の
み
を
と
っ
て
併
記
し
、
面
積
を
通
算
し
た
も

の
で
あ
る
。
地
目
別
土
地
抄
本
に
は
、
人
名
も
丈
量
区
画
も
現
わ
れ
な
い
。

文
書
群
編
訳
者
の
言
を
借
り
れ
ば
、
地
目
別
土
地
抄
本
は
「
基
本
土
地
台
帳

(
Q志
向
)
の
部
数
が
四
つ
に
も
五
つ
に
も
な
る
い
く
つ
か

ザ
ミ
l
ン
ダ

l
ル
が
か
れ
の
領
地
に
ど
の
よ
う
な
土
地
が
実
際
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
か
を
知
る
た
め
の
、
参
照
資
料
と

し
て
絶
対
に
必
要
で
あ
る
よ
つ
ま
り
は
、
ザ
ミ
l
γ
ダ

l
ル
が
一
村
落
内
に
も
つ
資
産
総
額
を
把
握
す
る
た
め
の
証
拠
が
、
簡
易
化
さ

れ
た
か
た
ち
で
提
供
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
た
国
家
権
力
の
側
に
と
っ
て
も
、
ザ
ミ
l
γ
ダ

l
ル
に
対
す
る
貢
租
賦
課
の
根
拠

の
大
村
落
で
は
、

を
至
便
な
か
た
ち
で
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
目
別
土
地
抄
本
を
現
実
の
問
題
処
理
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
基
本

土
地
台
帳
各
部
が
村
落
の
い
か
な
る
地
域
区
分
や
地
目
構
成
に
対
応
す
る
か
に
つ
い
て
の
経
験
的
・
具
体
的
な
知
識
が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
は
、
前
述
の
登
載
形
式
と
内
容
と
か
ら
自
明
で
あ
ろ
う
。
以
下
は
全
村
を
対
象
と
し
た
部
分
の
例
示
で
あ
る
o

∞同日昨日ロ
5
m似

ω国
同
山
口
問
岡
山
岡
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そ
の
ま
ま
に
残
し
て
、
縦
の
欄
す
な
わ
ち

N
G
g
h
と

N
G
3向
と
を
税
制
地
目
な
ら
び
に
各
税
地
目
の
地
片
の
保
有
者
名
に
お
き
か
え

た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
の
面
積
を
表
に
し
た
も
の
と
考
え
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
o

少
し
詳
し
く
い
う
な
ら
ば
、
地
目
別
・
人
別
土
地
要
覧

は
、
①
全
村
の
収
公
地
を
対
象
と
し
て
公
租
給
付
地
と
公
租
免
除
地
と
の
二
大
税
制
地
目
に
つ
い
て
、
土
地
総
量
な
ら
び
に
通
算
一
七

項
目
の
農
制
地
目
の
面
積
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
た
部
分
、
②
二
大
税
制
地
自
の
そ
れ
ぞ
れ
を
別
個
に
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
く

ま
れ
る
下
位
税
制
地
目
の
土
地
総
量
と
農
制
地
目
ご
と
の
面
積
を
計
上
し
た
部
分
(
公
租
給
付
地
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
下
位
四
地
目
の
面

積
を
と
っ
た
表
を
作
り
、

さ
ら
に
農
民
保
有
地
を
対
象
と
し
て
、

そ
の
下
位
三
地
目
の
面
積
を
と
っ
た
表
が
作
ら
れ
る
)
、

③ 

下
位
税

制
地
目
の
そ
れ
ぞ
れ
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
目
の
地
片
の
保
有
者
に
つ
い
て
、
保
有
地
総
量
と
そ
の
農
制
地
目
別
の
構
成
を
計

と
し
た
部
分
(
保
有
者
の
い
な
い
入
会
地
に
つ
い
て
も
こ
れ
が
作
ら
れ
る
)
、

か
ら
成
る
と
い
っ
て
よ
い
。
但
し
配
列
の
順
序
は
ま
ず
①
が

あ
っ
て
、
以
下
は
七
|
八
ペ
ー
ジ
に
記
し
た
通
算
一
五
項
目
の
順
を
踏
む
の
で
、
②
と
③
と
が
配
列
の
順
序
と
し
て
仕
切
ら
れ
て
い
る
わ

57 

け
で
は
な
い
。
地
目
別
・
人
別
土
地
要
覧
一
七
葉
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
も
の
が
、
前
節
の
第
二
表
に
あ
た
る
。
従
っ
て
こ
れ
に
つ
い
て

は
引
例
を
省
き
た
い
。

人
別
収
租
地
要
覧
(
同
F
G
H
合
九
州
唱
悼
町
ミ
同
コ
ミ
と
お
)
は
、
公
租
給
付
地
保
有
者
各
人
に
つ
い
て
、

税
制
地
目
・
農
制
地
目
別
に
交
又
分
類
し

た
保
有
地
面
積
を
表
示
し
た
も
の
で
、
前
述
の
地
目
別
・
人
別
土
地
要
覧
(
同
ぎ
ミ
ミ
む
)
に
も
と
づ
い
て
作
成
さ
れ
る
。
私
は
、
こ
の
記

録
に
は
ま
だ
貢
租
額
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
を
土
地
台
帳
群
に
分
類
す
る
が
、
内
実
は
貢
租
賦
課
の
た
め
の
資
産
目
録
と
な

一
部
分
の
み
例
示
す
れ
ば
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
o

っ
て
い
る
。

同
州
問
口
岡
田
仏
己
目
同
日
同
市
巴
戸

北
大
文
学
部
紀
要
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M
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M
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吋
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h
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込
町
呂
町
民
吋
芝
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U
1
e
ω
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メ?辛子!/.).
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事
合
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行
織
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q
i
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対
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N
N
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弘
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志
向
勺
ぬ
め
筏
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c
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内
山
村
叫

~vqhkiNh

九
肝
・

0ω
oe
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ムh
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α

0
・H
O
 

O
-
M
 

。・H
m
w

o
 
o-一
円

ω

o 

o 

日
山

.
G

o 

o 

o 

Cコ

5喜一

己〉

日
山

'
A
W

は
村
落
内
部
の
慣
行
省
伝
統
に
も
と
、
づ
く
議
域
編
成

以
上
を
通
寵
す
れ
ば
、
土
地
台
繰
群
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
次
の
よ
う
な
総
体
的
結
論
が
下
公
る
で
あ
ろ
う
。
蕊
本
土
地
台
帳

お
そ
ら
く
常
に
複
数
の
簿
冊
が
持
成
さ
れ
て
い
た
。
ゴ

に
対
応
し
て
、

ー
メ
;
ル
プ
ル
村
の
ば
あ
い

w山
、
み

点目μ

カ

と
い
う
の
は
た
ぶ
ん
も
っ
と
も
単
終
な
事
例
で
あ
ろ
う
。
こ
の
基
本
土
地
合
娠
の
各
簿
冊
を

し
た
も
の
が
地
問
別
土
地
抄
本
誌
虫
色
、
民
司
令
)
で
あ
り
、

保
有
者
側
却
に

税
制
・
議
制
地
目
別
に
整
理
し
な
お
し
て
通
覧
の
使

し
て
の

て
簿
m
誌
の
通
覧
を
は
か
っ
た
も
の
が
人
別
土
地
抄
本
(
民
営
内
々
、
建
材
)
で
あ
る
。

の
色
彩
も
あ
っ
た
。

問
診
本

地
問
問
掛
川
土
地
抄
本
と
入
部
土
地
抄
本
と
に
は
ま
た

地
自
問
料
土
地
抄
本
に
は
ず
ミ

i
γ
グ
l
ル
の

の
原
禅
問
の
番
考
が
一
編
集
の

こ
ま
↑
よ

、
f
t
!
?

に
入
っ
て
い

地
問
問
到
・
人
別
土
地

は
基
本
土
地

(
同
』
即
応
ミ
ミ
hN〉



は
ず
し
て
、
上
記
南
抄
本
を
統
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
収
公
池
山
与
え
ね
な
司
裁
判
〉
に

を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
基
本
土
地
合
根
か
ら
地
目
尉
・
人
到
土
地
要
覧
ま
明
、
の
詩
台
帳
は
全

の
用
に
は
余
る
も
の
で
あ
っ
た
。
納
秘
義
務
負
担
者
つ
ま
り
公
租
給
付
地
保
有
者
を
最
上
位
の

(
同
ぎ
一
時
々
お
お
時
三
吋
ミ
位
&
編
集
の
根
拠
は
こ
こ
に
あ
っ
た

台
帳
の
原
捧
捕
の

註

〈

1
〉

O
W
N
b
'
で

は

わ

-SS一
潟
、
む
と
の
み
称
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
か

ら
制
判
断
し
て
込
遠
山
総
凡
勾
。
』
vq
ミ場
NMwuv-
∞
の
の
む
曲
者
気
民
ω
H
M
訟
手
mw

〈門川一

言
苦
〉
と
同
一
と
忠
わ
れ
る
〈

m
-
w
-
m
z
r
c
E
F
培
、
円
夕
、
.

MMhw
・)
o
c
~
ω
N
K
P

一
所
掲
の
地
図
別
土
地
紗
本
原
文
に
は
m
w
開
附
上
総
鮮
な

ど
を
淡
宜
翁
附
附
し
た
ふ
し
が
あ
る
が
、
潮
位
偲
貯
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
。

門。，“〉。
~
w
N
K山
J

b
・
ご
・

(
3〉

C
N
W
N
k
p
b
b
w
斗
N
W
J
1
p
o
止
す
税
制
制
治
協
を
対
象
と
す
る
も
の
に
あ
っ

て
は
、
淡
の
上
の
名
称
仲
、
が
記
入
さ
れ
る
。
体
殺
は
引
例
と
問
問
機
で
あ

whvo 

五

土
地
合
緩
群
と
貢
穏
諸
台
帳
と
の
欝
係

本
節
で
は
土
地
台
帳
と
関
係
す
る
限
り
で
、
前
掲
の

と
は
避
け
る
。

題
と
す
る、
熊
節
で
み
た
よ
う
に
、

(〈

U
3
P
九州)か

の

制

地

自

を

ふ

く

む

の

i段

穏

と
す
る
、

人
制
加
収
租
地
繋
覧

れ
る
。

〆mヘ
4 
り〉

ヘ
由
選
叫
詰
叫
河
町
、
寺
町
鴨
川
河
、
E
w
・
は
同
州
出
廷
之
、
私
捻
h

N

E品
一
滋
及
せ
ず
、
か
わ

仙
崎
地
努
臨
胸
中
小

(
Z
長工
j
H
v
a
窓
口
史
認
で
札
、
む
3
b
)

の
存
夜
令
緩
認
し

て
い
る
〈

m-
切
・
刃
向
何
回
m
r
2
r
g
J
w
b
b
h
凡H
J
比

V
-
H
M
M
W
・
)
が
、
術
者
以
問

…
で
は
な
い
ま
で
も
、
類
似
し
た
機
抽
出
の
も
の
で
は
九
な
か
っ
た
か
と
、
明
執

は
考
え
る
。

品

。

~
w
N
b
J
M
U
-
M
O
O
-

ハ
8
)

同
〕
町
、
な
ぬ
は
「
一
つ
の
後
包
の
下
へ
の
後
約
」

'vwo滋
味
す
る
。

(
7
〉
。
N
W
N
A
件情』
qlV
回
目
。
?
同
日
?
な
お
下
記
厳
守
〈
中
川
り
h
向
島
知
h
N
F
h向
怠

hNNa

は
、
炎
訳
か
ら
は
昨
師
、
か
れ
て
い
る
。

5き

の
登
載
内
容
た
問
問
題
に
す
る
。
能
っ
て
素
範
鰭
台
畿
の

て
を
問

れ
る
最
後
の
土
地
台
騒
が
、
人
別
収
制
斜
地
要
覧
(
同
窓
時
々
九
州
奪
還



一
九
世
紀
初
期
滋
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シ
ガ
ル
農
村
の
社
会
経
済
関
係
|
|
ゴ

i
パ

i
ル
ヅ
ル
土
地
文
書
の
研
究

同
】
砲
丸

ha

こ
れ
を
も
っ
て
賞
麗
試
課
の
準
備
が
完
了
す
る
の
で
あ
る
。
実
租
賦
課

(
甘
さ
ま
さ
忌

HHgfx丸
山
で
あ
る
が
、
こ
の
台
一
捺
は
前
鳴
の
人
別
収
租
地
嬰
覧
に
登
載
さ
れ
た
各
会
初
給
付
地
保
有
者
の

対
別
閣
議
と
、
会
農
制
地
問
問
の
土
地
支
租
(
「
地
代
い
〉
率
ミ
ミ
h
N
)

と
な

お
こ
の
貢
程
率
は
い
わ
ゆ
る
噴
習
法
上
の
土
地
貫
租
率
で
あ
っ

れ
る

の

の
作
成
怒
れ

十主

主主
主ド
貢
麗
」品、
l'-l 

帳
の
寺1
ou 
-e 
あ
る(
04 

で
は
、

で
あ
り
、

と
な
る
の
は
、

基
本
貫
窓
台
紙

し
て
、
各
人
の

め
て
い
る
。
な

ザ
ミ

1
γ
ダ

1
ル
の
一
方
的

め
る
も
の

っ
て
い
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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V
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品

V

作
③
恨
叫
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完
封
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V
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V
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湘
叫
刷
局
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R

W

N
司
H

H

W

G
時
相
判
」
川
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P
H
R
r
J
A
γ
品
印

A
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栄

養

器

部

出

回

3
F
H
J可
ム
パ
山
一
酒
船
M
U
M

『
却
し
戸
「
汁
AVδ

。

主
主
演
u
N
・
湘
叫
凶
作
併
、
山
い
②
盛
山
均
九
)
糊
仲
村
M
口
凶
酬
泊

d
パ「
J
N
V
吊
)
f
q
J

出
同
「
汁
。

対
汝
ゆ
闘
訓
克
也
モ
ベ
l
恨
時
打
嚇
崎
県
V
U
U
1
1
斗
F
H
A」
ノ
糊
片
」
リ
州
中
U

「
汁
。

右
の
よ
う
な
表
が
す
べ
て
の
公
租
給
付
地
保
有
者
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
補
説
し
て
お
け
ば
、
貢
租
率
は
、
農
民
保
有
地
に
つ
い
て
は
保
有
者
の
身
分
や
保
有
条
件
に
か
か
わ
り
な
く
、
農
制
地
目
ご
と
に

一
定
し
て
お
り
、

公
彰
者
思
給
地
と
従
士
給
与
地
と
に
つ
い
て
は
、

農
制
地
目
に
か
か
わ
り
な
く
、
身
分
H
保
有
条
件
が
決
定
要
因
と
な

っ
て
い
る
。
基
本
貢
租
台
帳
か
ら
知
ら
れ
る
貢
租
率
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

(勾

qeミ民)

農
民
保
有
地
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一
九
世
紀
初
期
務
ベ
シ
ガ
ル
農
村
の
役
会
'
経
済
関
係
|
|
ゴ
!
パ
ー
ル
プ
ル

(
内
向
』
町
ミ
ミ
九
町
内
H
h村
〉

0
・

" ピ

と
こ
ろ

詰
述
の
よ
う
に
、
土
地
丈
量
は

ま
た
、
い
し
二
十
年
に
…
か
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
基
本
土
地
合

そ
の
期
間
は
変
更
さ
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
も
そ
れ
だ
け
の
期
間
の

議
耕
地
の
休
耕
や
新
耕
地
の
開
発
な
ど
、
あ
る
槌
度
の
変
動
は
免
が
れ
な

殺
と
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
作
成
さ
れ

う
ち
に
は
、
土
地
保
有
者
家
族
の

い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
支
経
数
収
は
毎
年
年
間
同
を
通
じ
て

わ
れ
る
の

か
ら
、
そ
う
し

臨
時
に
記
録
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

そ
の
記
録
は

の
う
わ
、

武
和
総
出
納
簿
(
M
3
h
に
お
き
切
立
刊
日
吋
ミ
急
N
W
九州色、

人
髭
土
地
・

(
町
内
ミ
h
N円
九
州

E.hQ吉
川
町
内
交
と
埼
言
豆
、

二
田
円
程
増
誠
対
照
欝

(
Hお
き
向
。
瓦
的
た
お
N
W
主
ご
し
『
む
さ
軌

N
W札
叫
品
開
)

に
み
い

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
以
上
三
台
帳
の

事
ひ
こ
、

0
1
?す
4m

u
q
T
L
4
1
3
5
 

の
台
帳
の
内
容
か

の
訳
語
を
あ
て
て
み
た
。

し
か
し
、

て
の
地
方
の

。
い
き
た
お
匂
則
投
が
土
地
e

貢
祖
増
減
対
擦
簿
で
あ
っ

で
は
な
く
、

お
り
に
た
だ

62 

の

で
あ
っ
て
、
土
地
の

、
l
u
v
 

っ
た
よ
う
で

〈

ー
) 

二
文
程
増
減
対
問
問
簿
は
い
う
ま
で
も
な
く
公
租
給
付
地
だ
け
に
関
係
す
る
が
、
次
の
よ
う
に
対
象
潟
に

全
村
を
対
象
と
す
る
簿
冊
で
は
、
項
目
玉
弘
主
〉
の
下
に
縦
に
、

、
ミ
ミ
怠
九
州
と
、
向
者
の
通
計
と
な
記
載
す
る
。

同
ミ
マ
ミ
お
(
時
間
も
『
h
H
)

と

き
る
。

ま
た
は

( 

一一〉

現
存
者
を
対
象
と
ナ
る
簿
需
で
は
、

-
公
彰
者
思
給
地
・
従
士
給
与
拍
織
の

の
縦
の

に
並
ぶ
。

農
民
保
有
地
な
対
照
と
す
る
簿
簡
の
縦
の
機
の
項
留
は
、
賠
村
農
民
保
有
地
と
能
村
農
民
保
有
地
と

っ
て
、
特
契
小
昨
地
は

間
関
) 対
照
簿
上
の

賠
村
燥
民
保
有
地
・
柏
村
農
民
保
有
地
・

し
て
は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
。

-
従
士
給
与
地
を
そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
す
る
諸
簿
冊
で

各
地
自
の
保



有
者
の
名
が
項
目
の
欄
に
縦
に
並
べ
ら
れ
る
。

な
お
こ
の
ブ
ァ
ス
ザ
1

句

一一
一

の
ゴ

i
パ
ー
ル
ヅ
ル
村

、
逃
散
者
が
な
か
っ

し
い
が
、
も
し
選
散
者
が
出
て
い
れ

ば
、
そ
れ
会
対
象
と
す
る
捧
冊

増
減
対
織
簿
は
毎
年
の
末
に

上
掲
の
円、

今一
一) . 
) . 

と
対
{
ゆ
す
る
潜
式
で
作
成
さ
れ
て
い
た

い
な
い
。
土
地
・

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

」ニ

、
土
地
関
錯
九
項
詩
、
貢
税
関

ろ
で
、
以
上
回
撞
に
大
期
さ
れ
る
対
賠
簿
を
遇
し
て
、
項
目
の
舗
に
擦
に
祝
弾
さ

係
二
主
演
一
明
攻
撃
え
る
。
い
ま
こ
の
芸
組
関
係
は
省
略
し
な
土
一
盟
関
係
の
み
を
列
挙
す
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

HRM
さ
間
同
港
湾
刷
、
ぬ
・
「
土
地
総
量
い

同
町
言
。
可
命
令
(
間
寄
託
)
芸
品
・
「
除
外
(
分
離
)
地
、
総
白
は
以
下
の
と
お
り
'
」

chは
お
同
町
ミ
問

(
Y
N
災

、

む

刑

法

)

・

な

く

な

，

っ

た

土

地

」

に
よ
り

63 

む
ミ
h

叫
旬
問
、

HhmS札
刊
さ
'
「
入
会
地
に
繍
入
さ
れ
て
な
く
な
っ
た
土
地
い

匂
露
間

'
F
3
N
?
「
残
h

ツ
の
土
地
い

b
q惨殺ぬお(勺札叫ん宮内〉

~v
叫
吉
明
・
「
追
加
〈
編
入
)
地
、
細
目
は
以
下
の
と

込
h

内向してお同町
c
h
w
-

「
交
換
に
よ
り
(
代
償
と
し
て
〉
取
得
し
た
土
地
」

九
耐
え
を
お
民
主
さ
お
ミ
ペ
入
会
掛
拙
か
ら
(
の
綴
入
に
よ
り
〉
取
得
し
た
土
地
」

匂
言
お
お
ヤ
透
明
・
「
(
右
加
誠
計
算
後
の
)

し}

右
九
項
ロ
中
の
五
項
院
は
、
計
算
技
術
よ
の
必
要
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
掠
く
と
し
て
、

chN叫
お
お
よ
び

h
h
m
q誌
の
問
費
目
は
土
地
移
動

の
実
質
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
積
院
が
台
帳
上
に
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
告
体
が
、
そ
の
よ
う
な
移
動
が
額
繁
℃
誌
な
い

北
大
文
学
部
紀
姿



一
九
世
紀
初
綴
商
ベ

γ
ガ
ル
農
村
の
社
会
経
済
関
係

i
iゴ
;
パ

i
ル
ブ
ル

に
し
て
も
怒
り
得
る
性
賛
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
患
は

な
お
右
の
土
地
移
動
に
隣
す
る
術
語
の
う
ち
、

民
主
ー
ミ
仁
志
は
台
帳
上
の

の

V 

-9 
0 
る
、
と
い
う
移
動
宏
一
部
す
術
語
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
の
お
司
令
は
そ
の
よ
う
に
し
て
失
わ
れ
た
土
地
そ
の
も
の

間
様
に
し
て
勺
主
主
訟
は
地
籍
上
の
新
た
な
編
入
追
加
を
、
与
え
と
お
は
取
得
さ
れ
た
土
地
そ
の
も
の
な
、

で
あ
ろ
う
o

N
円
ミ
聞
は
地
籍
の
交
換
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
土
地
二
京
一
懇
増
減
対
照
簿
の
限
り
で
は
、
除
外
地
〈
内
p
q
w、九に
.
F
Cミ
ぬ
)
に
し
て
も
追
加
地
(
己
主

E
E
w
i
h
s
q
s

に
し
て
も
、

の
保
有
す
る
い
か
な
る
農
錨
地
お
の
土
地
に
つ
い
て

て
い
る
か
は
、

ま
っ
た
く
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ

の
点
を
知
る
た
め
に
は
、
人
別
土
地
二
東
租
増
減
決
算
簿
(
同
門
ミ

Q
S
hひ
ま
へ
N

H

M

叫

hqミ
匂
な
ま
〉
に
拠
与
な
け
れ
ば

い
の
で
あ
一

る。

64 

た
、
毎
年
の
末
に
作
成
さ
れ
る
も
の

人
別
土
地
・

作
成
の
燦
序
な
い

し
て
は
、
先
の
土
地
・
寅
糧
増
加
対
続
出
簿
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
っ
た
c

こ
れ
は
公
収
給
付
地
保
有
者
到
に
作
成
さ
れ

に
分
か
れ
、
に
は
基
本
山
氏
租
丸
山
口
騒
所
載
の
農
斜
地
図
別
保
有
地
隠
積
と
京
理
額
な
ら
び
に
除
外
地
と
議

の

る
が
、

一
葉
が
左
右
の
一

の
形
式
を
実
際
の
記
載
例
に
期
に

変
動
が
あ
っ
た
部
分
に
と
ど
め
る
。
数
字
は
断
り
の
な
い

の
貢
組
賦
課
額
と
讃
収
額
そ
れ
に

以
上
に
述
べ
た
こ
つ
の

る
土
地
の
減
額
分
(
同
h
N

遂
と
と
場
額
分
(
切
な
問
H
N
W
刊
と
)
が
、
右
側
慨
に
は
当
年
度

ん
加
地
れ
ぬ
よ

れ
て
い
る
。

れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
引
例
は

に
地
籍
の

の
ど
ガ

l

'N
む
さ
九
州

O
L
Z父
宮

N
W
旬
、
割
問
均
欲
、
お
札
、
ぬ
:
・

:
:
j
i
-
-
w喰



Asamt Jami Kharija Gata Gata Baki Dakhilα Adaya Adaya Ekuna 
Jumula bitah Eoji Khamara Jami bita九 Eoji Khamiira Jami 

Hiijiriita 103.75 2.5 2.5 O 101.25 2.5 2.5 O 103.75 

Palatakii O O O O O O O O O 

103.75 2.5 2.5 O 101.25 2.5 2.5 O 103.75 
......................................................水*

Hiijiriita *料

Riiiyαti 91.65 2.5 2.5 O 89.15 2.5 2.5 O 91.65 

Ayamii 3.15 O O O 3.15 O O O 3.15 

Cakariina 8.95 O O O 8.95 O O O 8.95 

103.75 2.5 2.5 O 101.25 2.5 2.5 O 103.75 
................................... ** 

Raiyatiキ**
Uto 3 

Khodakastii 66.95 2.5 2.5 O 64.45 2.5 2.5 O 66.95 

Piiikαsta 24.7 O O O 24.7 O O O 24.7 

91.65 2.5 2.5 O 89.15 2.5 2.5 O 91.65 
......................................... ** 

Khodakastii料*
.................................................**ネネ

Ramasundara Ghosa 42.1 2.5 2.5 O 39.6 O O O 39.6 
...................................................... **** 
Taracamda Ghosa O O O O O 2.5 2.5 O 2.5 
.....................................................・*****

....................... ** 

キ~1く4以許信耳三郎



1~割、号室尽草堅固Yλk え祖国~Q.'it;!~~型爆~隆一-"n 一。( ""7え'1'え叶幸号令〈制ffiQl$駅

ド 神への献辞，年代，村名等は省略した。

材 このあとには地籍の移動に対応する貢租額の変動の記載があるが，本稿では省略した。

*** λsami， Jami Jumula等々の欄がこの下の行にあるが，省略した。
件特他の保有者についての記述があるが，省略した。

*****通計欄は省略した。

Kαraca Hisiiba Baki 

Khodakαstii 

Ramasundara Ghosa 

Jami bi与Jamabαndi

miiya Abaoyiibα (ma' Abωiib)料水*

Siili 38.75 Kiita (Rs.*) 

Bagata 0.3 Kata 

Sunii l)a1fga 3.05 Kata 

42.1 

KharijαGata Eoji 

Taracamda Ghosa 

S.una I)aゐga

Sali 

3.05 madhye料*料

1 Kata 

1.5 Kata 

2.5 

39.6 
...................................... ** 

77.5 

1.5 

9.1275 

88.1275 

3 

3 

6 

82.1275 

Khodakasta 

Taracamda Ghosa 

Jami bi争Jamabandi

maya Abaoyaba料**

Dakhila Adaya Eoji 

daruna *** Ramasundara Ghosa 
$una I)a必ga 3.05 madhye***** 

1 Kata (Rs，*) 3 

$ali 1.5 Kata 3 

2.5 6 
.. *ネ

*原文にはない。なお Kataは「貢租額」を意味する。

料以下の部分は省略した。

ネ**原文では darunal'…のために」の意。
**** maya (ma')は「…をふくむ，…とともに」の意。
同特*madhyeは…のうち」の意。
なお土地面積はビガー，金額はルピーを単位として書き

改めた。

活



ラ-

'-

わ
か
る
よ
う
に
、

-
質
租
増
議
対
照
桝
簿
で
は
、

の
み
が
関
ら
か
に
さ
れ
る
が
、
移
動
の
あ
っ
た
部
分

土
地
の
移
動
は
そ
の
形
態
お
よ

拠
ら
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。

に
移
動
の

で
磁
か
め
よ
う
と
す
る
な

必
要
の
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

(
吋
門
誌
h
N

守門村

は
、
隈
序
と
し
て

の
生
じ
た
税
制
地

の
保
有
者

は
、
人
間
訓
土
機
・

基
本
貢
甜
似
合
械
か
ら
さ
ら
に
人
別
土
地
抄
本
と
基
本
土
地
合
様
そ

の
名
と
移
動
の
静
離
な
ら
び

る
の
み
で
あ
っ
て
、
移
動
地
の

移
動
を
記
録
す
る
綾
初
の
台
様
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
移
動
の
あ
っ
た
保
有
者

g
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
引
部

な
省
略
す
る
。

な

の
民
府
内
か
ら
、

合
算
さ
れ
て
い
る
と
い

に
お
い
て
は
特
契
小
作
池
が
特
記
さ
れ
ず
、
特
契
小
非
人
の
身
分
に

こ
と
が

な
り
飽
村
幾
設
保
有
地
な
り

ま
の
段
障
で
は

で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
も
吃
ょ
、

の
引
制
か
ら

な
よ
う
に
、

地
内
部
で
の
移
動
が
記
録
浅
れ
、
そ
の
後

記
録
に
ま
と

で
反
映
さ
れ
る
の
は
、
思
う
に

の
土
地
丈
量
が
改
め
て
行
な
わ
れ

設ハ
1
〉

ゴ

I
パ

1
1
N
ブ
ん
の
お
夜
組
合
候
群
・
泌
総
会
総
鮮
の
分
析
は
、

一O
「
十
九
世
紀
初
端
制
約
ベ

γ
ガ
ル
農
村
に
お
け
る
地
代
の
球
環
聞
と
徴

収

KA水
泳
畑
中
波
)
に
ゆ
ず
る
。

(
2〉

e
N
む
議
品
川
・
刊
さ
へ
は
土
地
支
絞
め
川
1

総
額
」
、
匂
霊
祭
は
た
ば
ね

北
大
文
学
部
紀
擦

っ
て
居
村
農
民
保
有
地

し
か
し
こ
の
こ
と
の
意
味
づ
け
は
い

67 -

の
編
集
の
鱗
序
と
し
て
誌
、

ま
ず
公
粗
給
付
地
保
有
者
各
人
の
保
有

て
行
く
こ
と
に
な
る
。
移
動
の
総
楽
が
土
地
台
帳
群
に
ま

で
待
た
な
山
り
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

九
ひ
と
ま
と
ま
り
の
警
媛
、
「
契
約
」
な
ど
の
怒
。
燃
側
認
の
解
説

は、

m-Hw-m践
活
ro長田
g-
号、円札口
phv-HHN(同
]
没
入
山
遠
投
帆
河
町
、
唱
え
)
・

(
総
務
一
第
七
節
所
引
)
の
ほ
か
、
出
-

M州
-

J
々
広
明

c
p
-
b
町
民
同
J
M
q
h
y

お
Awi

g
?
を
参
照
o
O
N
W
N
k
p
h守
h
v

・
8
0
I
H
S
-
の
終
鋭
は
充
分
で
は
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
総
務
一
第
間
関
節
と



九
世
紀
初
期
路
ベ
γ

ガ
ル
農
村
の
社
会
経
済
関
係
i
jゴ
i
パ
ー
ペ
フ
ル
土
地
文
警
の
飾
究

ハ
4
)
。
N
W
N
h
・7

帯、-M
3
・
5
∞
黒
金
問
偶
め
数
字
に
よ
る
淡
記
去
に
つ
い
て

は
、
土
地
の
・
叩
入
金
に
つ
い
て
み
た
の
と
開
門
戸
レ
特
淡
な
記
載
方
法
の
問
題
が

あ
る
ぷ
、
詳
し
く
は
総
稿
…

0
で
述
べ
る
。

ハ
5
〉
公
彩
汲
恩
給
地
の
土
地
震
穏
ぶ
と
い
う
も
の
は
、
お
そ
ら
く
も
と
も

と
な
く
、
全
体
役
一
括
し
て
低
燦
な
震
級
友
金
額
で
紋
認
し
、
時
々
の
綴
を

一
面
積
叡
り
し
て
計
算
上
の
率
を
射
し
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

(
6
〉

。
N
W
N
b
-
w
h
v
・
5
?

〈
7
〉
ふ
つ
う
に
は
旬
以
ミ
ミ
島
知
ぬ
と
綴
る
。

JI 

史

料

の

分

析

ハ
8
〉
こ
の
掛
川
分
に
は
総
務
一

O

(
Q
υ

〉

。
N
W
Nヘ
山

J
N
v
h
y
出
品
{
}
鳩
山

w
念
-w
凶
印

M
Y
M印
mwwMWA
叫由
Q
h
N
W
誌h
判。し宅私的叫
NhN
初
旬
ι
時
間
)
一

悼
む
品
輸
同
時
凶
(
同
川
島
志
向
ね

h
r邑鳥
γ

〈
相
川
〉
何
回
同
出

mzp去
の
ぎ
明
開
の
ム
口
般
に
は

4
門
皆
、
交
む
の
ね
刊
誌
、
切
む
h
，m

H
，
慰
問
的
削
長
《
H
m
w
C
Y
G
哨
へ
と
、

H
，m凶吋間口制
H
W
仏
m
w
o
r
G
哨
防
の
台
措
慨
に
は

A
v
b
F
P
た
ね
以
内
崎
ぬ
い
て
向
匂
内
乱
町
封
筒
同
財
務
M
M

詳
仏
国
吋
世
ゆ
と
あ
n

る
の
み
で
あ

る
〈
。
W
N
h
J
礼
V
凡

Y

H
∞

。

、

。

68 町

の

誌
編
で
は
ゴ
i
バ
!
ル
プ
ル
文
書
群
の
う
ち
基
本
土
地
台
開
戦

(
C
3
8
を
中
心
と
し
、
そ
の

の
詔
介
、
土
地
合
候
群
の
性
格
と
間
関
昇
に
つ
い
て
の
考
察
合
主
内
容
と
し
た
。

基

本
土
地
台
様
の

関
連
す
る
悠

の
よ
う

か
、
そ
こ
か
ら
釘
宮
推
知
し
う
る
か

て
み
た
い
と
思
う
。
読
に

限
界
が
あ
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
探
界
に
拘
泥
し

か
く
れ
て

た
よ
う
に
、
基
木
土
地
合
棋
は
村
勢
の
全
容
を
網
嬢
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
を
史
料
と
し
て

る
こ

、
も
〉

、
史
料
の
限
界
自
体
を
不
鵠
に
付
す
る
に
等
し
い
。
ま
た

ぢ
か
た

の
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
地
方
文
書
群
の
虚
偽
性
の
根
拠
と
し
、
こ
れ
を
研
究
資
料
と
し
て
し
な
い
の

せ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
私
は
議
本
土
地
合
総
の
一
致
与
の

t主

経
筑
地
行
政
官
の
学
時
の
地
平

能
な
範
囲
を
探
る
こ
と
を
図
的
と
し
て
以
下
の
分
析
を
試
み
る
。



し
か
し
な
が
ら
、
前
述
し
た
よ
う
な
登
載
事
実
の
不
充
分
さ
の
た
め
ひ
と
つ
の
記
載
が
多
様
に
読
み
と
れ
る
ば
あ
い
が
少
く
な
い
。
そ

の
よ
う
な
ば
あ
い
に
は
解
釈
の
範
囲
を
示
す
に
と
ど
め
、
結
論
的
な
判
断
を
下
す
こ
と
は
避
け
た
。
従
っ
て
暖
昧
な
理
解
に
終
止
し
、
誤

っ
た
判
断
に
お
ち
い
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
倶
れ
る
が
、
試
論
を
提
示
し
て
人
び
と
の
批
判
を
得
た
い
と
思
う
。

村
落
の
身
分
階
層

基
本
土
地
台
帳
に
登
載
さ
れ
た
人
名
は
、
貢
租
関
係
台
帳
に
よ
る
補
正
を
ふ
く
め
て
、
総
計
四
一
名
で
あ
る
o

こ
の
四
一
名
中
ゴ
l
パ

ー
ル
プ
ル
村
に
登
録
さ
れ
た
宅
地

(
N
w
h
U
言
)
を
保
有
す
る
者
が
二
ハ
名
、
宅
地
の
記
載
が
な
い
本
村
居
住
志
向
泣
き
お
足
凡
な

cashN)

者
が
一
名
、

他
処
居
住
者
が
一

O
名、

以
上
の
ほ
か
に
村
方
出
納
原
簿

土
地
貢
租
を
納
入
責
任
者
(
登
録
さ
れ
た
公
租
給
付
地
保
有
者
)
に
代
っ
て
支
払
っ
た
者
が
八
名
現
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の

宅
地
・
居
処
と
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
者
が
一
五
名
に
な
る
。

(
山
山
内
』
高
)
に
は
、

村
の
ザ
ミ
l
γ
ダ

l
リ
l
庁
舎
(
同
号
町
三
)
に
敷
物
(
N
W

凡
忌
也
氏
問
)
を
納
入
し
た
者
が
一
名
あ
っ
た
o

こ
の
九
名
が
す
べ
て
本
村
居
住
者
で

69 

あ
る
か
否
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
い
ず
れ
し
て
も
本
村
と
は
密
接
な
関
係
を
も
っ
人
び
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
加
え
れ

ば
、
ゴ
l
パ
ー
ル
プ
ル
に
関
係
す
る
人
名
は
、

ザ
ミ
1
γ
ダ

l
ル
方
の
人
び
と
を
除
い
て
五

O
名
と
な
る
。

右
の
五

O
名
の
う
ち
、
木
村
に
土
地
を
保
有
す
る
他
処
居
住
者
は
先
述
の
と
お
り
一

O
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
宗
教
・
宗
派
、
土
地

に
対
す
る
権
利
、
ヵ
l
ス
ト
の
別
に
従
っ
て
区
分
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

神

事

用

地

の

寄

進

・

施

与

を

受

け

て

い

る

ブ

ラ

l

フ

マ

γ
(凶
品
目

N
S
S
Q
)
0
土
地
貢
租
免
除
。
保
有
地
に
つ
い
て

(
b
sミ
ミ
)

は
受
託
人
(
め
同
町
忠
吉
)
を
お
く
者
が
二
名
い
る
。

一一一名

-
-
E
-
H
叶

E
F
5
2
y
F岳
E
E
R島
吋
EEHSHu
の

0
1
S
H
E
叶

Z
E
E
-

ブ
ラ
l
フ
マ
ソ
用
地
(
切
さ
討
さ
ミ
ミ
)
の
寄
進
・
施
与
を
受
け
て
い
る
ブ
ラ
l
フ
マ
シ
。
土
地
貢
租
免
除
。
受
託
人
を
お
か
な
い
。

北
大
文
学
部
紀
要



一
九
世
紀
初
期
西
ベ
シ
ガ
ル
農
村
の
社
会
経
済
関
係
|
|
ゴ
l
パ
ー
ル
プ
ル
土
地
文
書
の
研
究

三
名
|
|
γ
m
g
口
問
皆
目
H
E目白
P
E
E
W
E
E白
骨

E
U
H
E包
E
p
p
g与
E
Y
Z
B
E
E
S
-

公
彰
者
恩
給
地
(
入
山
し
て
む
さ
ぬ
H

i

h

凡
さ
さ
h
N
F
)

を
受
給
し
て
い
る
バ
l
ル
イ
(
切
守
、
ミ
)
ま
た
は
カ
l
ヤ
ス
タ

(内向、

2
忌
h
N
)
H

カ

l
ス

ト
と
思
わ
れ
る
ヒ

γ
ド
ゥ

1
0
極
め
て
低
率
の
土
地
貢
租
を
負
担
す
る
。

一
名
ー

-
E
F
Z
。E
S
E
E
-

四

老
聖
用
地

(
』

U
刊
可
Q
H
司、。)

の
寄
進
・
施
与
を
受
け
て
い
る
ム
ス
リ
ム
o

土
地
貢
租
免
除
。

保
有
地
に
つ
い
て
は
用
人
h

同
』
高
a

円
泣
き
h
N
h

宮司
h
N
H
l
q
q
n

叫
凡
さ
込
マ
)
を
お
く
。

一
名

-
-
E
E
E
B
E
E
r巾
E
(
g
r
T
B
R各
省

fr)

(
五
)
フ
ァ
キ

I
ル
用
地
百
ぎ
除
刊
誌
市
N
Q
H
I

可
ミ
刊
誌
芯
)
の
寄
進
・
施
与
を
受
け
て
い
る
ム
ス
リ
ム
o

土
地
貢
租
免
除
。

一
名

|
l
E
Z
冨
岳
山
宮

70 

」ーノ、

公
彰
者
恩
給
地
を
受
給
し
て
い
る
ム
ス
リ
ム
。
極
め
て
低
率
の
土
地
貢
租
を
負
担
す
る
。

一
名
|
l
a旦
E
E
冨
F
E
B
A
P
-
-巴
冨
己

E)

右
の
計
六
名
、
の
ブ
ラ

I
フ
マ
シ
の
う
ち
神
事
用
地
保
有
者
三
名
は
、
受
託
人
を
お
く
が
、
ブ
ラ
1
フ
マ
ン
用
地
保
有
者
は
そ
れ
を
お
い
て

い
な
い
。
神
事
用
地
が
、
前
編
で
述
べ
た
よ
う
に
、
特
定
の
称
号
の
ブ
ラ

l
フ
マ

γ
に
寄
進
・
施
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
受
託
人
の
有
無
も
ま
た
身
分
資
格
と
か
か
わ
り
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
に
両
者
の
身
分
格
差
の
内
容
は
わ
か
ら
な
い
。

公
彰
者
思
給
地
受
給
者
は
明
ら
か
に
権
利
の
点
で
は
差
別
さ
れ
て
い
る
。

ム
ス
リ
ム
に
つ
い
て
は
、

原
理
的
に
は
カ
l
ス
ト
を
欠
く
の

で
、
宗
派
の
差
主
権
利
の
差
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。

次
に
居
処
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
も
と
も
と
は
木
村
居
住
で
な
い
こ
と
の
ほ
ぼ
確
実
な
者
が
三
名
い
る
。



七

持
事
用
地
の

い
ず
れ
も
カ
!
ス
ト

不
明

二
名
l
i
i
z
h認
さ
か
湾
奇
担

H
W
Y
C
ゲ内気回
m
w
H
H
M
C
Y開
HMmw

〉
忠
弘
山
内
的
円
以

(
八
)

の
舟
人
Q

一
名

i
i
m山
岳
山
区
認
知
広
ざ
ま
高
諮
る

か
れ
ら

し
で
も
、
設
公
地

ー
な
議
開
〉
外
の

酬

明

、

例

W

い
れ
-
U
V

ふ
れ

と
も
あ

。コど
ち
ら
も
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カ

スト((リ知的一

g-
ジ
ャ
ー
テ
ィ

の

均
気
遣
む
と
・

い
る
よ
う
に
、

の

れ
て
い
る
。
以
下
の

の

に
求
め
、
次
の

し
、て

の

の

そ
の

の
よ
う
に
な
ろ
う
。



九
世
紀
初
期
留
ベ
ン
ガ
ル
農
村
の
校
会
経
済
関
係
!
|
ゴ
i
パ
ー
ル
プ

I 

公
租
免
除
地

(
h
h
m
N
K
F
h
ミ
刊
治
問
)

の
保
有
者
、

つ
ま
り
土
地
貢
範
を
締
め
な
い
で
土
地
を
保
有
す
る
権
利
含
有
す
る

名。
w 
」ω

れ
は
さ
ら
に
宗
教
京
派
民
・
ヵ
ー
ス
ト
加
に
額
分
怒
れ
る
。

① 

神
奈
用
地
を
保
有
す
る
ブ
ラ
!
ブ
吋

γ
。

名
l
i
s辺
監
吉
住
民
氏
、
判
，

ZWMM込核問

母

ブ
ラ
;
ア
マ
ン
用
地
を
保
有
す
る
ブ
ラ
!
フ
マ

γ
。
一
一
名
l
i
i目安
g
g
c
Z
H緩
め
島
幸
吋
添
え
仲
間
池
田
母
島
志
位
向
認
crrc℃
m
E
F

っ
て
い

百
M
U
-
(う
ち
ラ

i
ム
モ

i
ハ
ン
uu

チ
ャ
グ
ラ
バ
ル
ザ
テ
ィ
ー
は
シ
ッ
デ

I
シ
品
ワ

p
l
H
タ

l
ク
ラ

i
ニ

]

る
O 

〈

h
A
r
h
w
R阿
川
、
偽
情
R
N
)

附
沙
諸
日

5
5
2
0
h
)

ヴ

4

シ
品
ヌ
派
修
道
者
用
地

己主

サ
ド
ゴ

l
ブ
(
匂
ミ
ー
の
も
ぬ
守
h
N
u
v
ぬ
町
村
人
向
。
、
)
H
カ
i
ス
ト
の
ヒ
シ
ド
ヮ

1
0

〈
切
ミ
匂
対
応
即
応
叫
司
、
む
)

の
保
有
者
。

一名
i
i
l伏
広

0
2仏
抑

g~rマ
ぬ
も
・

HNMMhgrsHHmMWbtE私・
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φ 

ブ
ァ
キ
ー
ル
用
地
を
保
有
す
る
ム
ス
翌
ム
。

一
名

l
1
E玄
g
u
g
z
s
広
島
町

ozzγ

rr 

も
っ
と
も
低
率
の
土
地
実
租
を
負
担
し
て
、

ザ
ミ

1
ン
ダ

I
ん
の

も
の
が
一
名
。

従
土
給
与
地

{
の
お
』
r
h
同司、札町内科
h
N〉

を
保
有
す
る

(
M
M
ミ
恥
ぬ
〉
」
。

い
の
称
号
が
職
名
だ
け
で

の
名

で
も
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
分
リ
ず
サ
州
の
カ

γ
ダ
!
イ
ト

〈
同
町
刊
む

A
X叫九州たお
)
H
カ
J
ス
ト
と
み
る
の
が
よ
い
で
あ

一
名
i
l
H
W
知
広
三
口
忠
ぎ

阿
川
似
日
目
門
担
・

譲

村
落
の
土
地
を
保
有
す
る
権
利
と
保
a

有
地
に
つ
い
て

民
。
イ
ソ
ド
マ
は

均九州札、
h
N

吉
川
均
h
N
t

問
、
ミ
〉

め
る
義
務
と
を
有
す
る
者
が

時
名
。
一
ブ
イ

i
ヤ
ッ
ト

宅
地

〈
均
九
叫
i

明
言
)

と
讃
作
柏
崎
{

日

叫

札

ミ

テ

九

W

災認九州)

と
合
と
も
に
保
有
す
る
農
村
農
自
民
が
五
名
。



宅
地
の
み
を
保
有
す
る
居
村
農
民
が
五
名
。
い
ず
れ
も
家
系
名
(
姓
)
を
も
た
ず
、
個
人
の
名
に
カ
l
ス
ト
名
を
つ
け
て
よ
ば

れ
る
。
カ
l
ス
ト
は
い
ず
れ
も
手
工
業
・
商
業
に
関
係
す
る
職
能
カ
l
ス
ト
で
あ
る
。

理
髪
業
。

γm窓
口

H
H
E
r
h
n忠・

製
菓
業
o

H

N
問
自
白

rE-
ミ
b
h
E
F
h
N
-

洗
濯
業
o
戸
田

Z
E保
山
口
片
山

b
p
。b向・

金
属
加
工
業

o
c
g
m
m
E品
官
官
同
恐
喝
同
向
ミ
・

明
ら
か
に
サ
ド
ゴ
l
プ
H

カ
l
ス
ト
に
属
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
。

(

9

)

 

四
名
|
|
i
列
同
日
包
-
己
巴
同

]
M
m
H
F

河
川
回
目
自
己
ロ
仏
国
叶
戸

。

}
5
2
u
如
何
自
己
。
口
出
口
問
。

r
o宮
w

吋
削
同
問
口
間
同
時
戸
門
日
向
。

r。
宮
・

11 

サ
ド
ゴ

l
プ
H

カ
1
ス
ト
、
ま
た
は
農
業
に
従
事
す
る
カ
イ
バ
ル
ッ
タ

(
日
)

一
名

-
-
E
E
Y苫
巴
似
回
国
・

(同
hNN
吉
立
吉
)
リ
カ

l
ス
ト
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る

者。
③ 

宅
地
を
保
有
せ
ず
稲
作
地
そ
の
他
の
農
地
の
み
を
保
有
す
る
他
村
農
民
が
四
名
。

サ
ド
ゴ

l
。フ
H

カ
1
ス
ト
。

一
名
|
|
別
問
自
由
}
戸
田
ユ
の

}
5
2・

11 

名

」→
~ 
0司
~ 
ロ

E五
i| 
∞貯
同文1

E C F 
と~ ~I 
ti"' 
・門

.'" .口
問

U 
1"1 
由
同

サ
ド
ゴ
l
プ
H

カ
i
ス
ト
ま
た
は
農
業
に
従
事
す
る
カ
イ
バ
ル
ッ
タ
H

カ
l
ス
ト
。

111 

(
旬
刊
と

s
s
h
N
)

日
カ

1
ス
ト
に
属
す
る
ら
し
い
者
。

カ
l
ヤ
ス
タ

-
W

カ
l
ヤ
ス
タ
ま
た
は
、
バ
ー
ル
イ

l
の
い
ず
れ
か
の
カ

l
ス
ト
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
者
。

(
M
M
)
 

り
え
S.

一
名

-
-
E
S包
E
E
73 

⑨ 
V Vl lX V111 V11 

貴
金
属
加
工
業
リ
貨
幣
秤
量
業
問
問
白
色
町
田
口
問
、
ミ
込
町
ミ
(
吋
ミ

Slh古一司)・

北
大
文
学
部
紀
要



一
九
世
紀
初
期
濁
ぺ
γ
ガ
ル
農
村
少
社
会
経
涜
関
係
|
|
ゴ

i
パ

i
ル
プ
ル
土
地
文
惑
の
研
究

N 

強
処
経
住
者
保
有
の
会
総
免
除
地
ま
た
は
詫
土
給
与
地
の
所
持
人
と
し
て
、

し
て
は
登
録
さ
れ
て

か
れ
ら

の
耕
作

で
、
居
村

宅
地
の

不
明
で

」
れ
ら
の
な
か
に
は
後
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、

議
た
は
他
村
農
民
の

と
家
系
上
の
脈
絡
が
あ
る
と
推
粥
し
う
る
者
、
が
題
名
、

と
は
独
立
の

み
ら
れ
る
者
が

し、

話
者
は
。

umqhw吋
部
活
向
民
話

p
m
w
c
σ
y
m
H訓
告
戸
口
mwmmww
知的問丸山
5
F
2
0白

、
る
。
後
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔

叩

出

)

HN同日出〔山}戸内凶お知り
0
・

Z
E
E
S
H
H
M
m
w
w
m
wき
で
あ
っ
て
、

ヵ
ー
ス
ト
帰
臣
腕

は
家
系
名
と
の
対
応
で
、
蔀
掲
の
よ
う
に
推
定

x 

ヵ
ー
ヤ
ス
タ
?
m
i
ス
ト
と
推
定
さ
れ
る
者
。

Xl 

::1 

ア

ブ

(
C
C
出
富
山

C
O
M刊間目的問
)
H

カ

i
ス
ト

め
ら
れ
る
者
。

m 
PJI 
g 
知
0.. 
y 
芦
ト~

2 

c 
b 
'<::;-
i"I9 

V 

tこ
t主

-
総
村
農
民
・

の
い
ず
れ
と
し
て

村
方
出
品
約
憲
簿
に
の
み
土
地

に
立
っ
た
だ
け
な
の
か
、
立
替
え
払
い
'
な
し
た
母
権
者
な

て
お

支
程
の
托
納
入
と
し
て
瑳
わ

だ
し
、

2う込

-74 

の
か
は
、
犠
静
か
ら
は
郭
照
的
し
な
い
)
。

知
的
問
自
え
ー
ロ
目
的
即
日
知
沼
山
ゲ
の
代
納
入
l
i
i州内卸小同町
Q
S陶
芸
-

同
河
川
町
民
凶
器
広
三
気
持
。
r
o官
の
代
納
入
1

1
ー
か
れ
の

食
器
、
h
N
h
訟を〉。

持
吋
附
戸
時
仰
の
削
除
去

C
7
0
官
の
代
納
入
i
i
l
m山
宮
川
口
官
。
ぎ
意
u

間同日目

同
窓
口
H
5
E
ミ
ミ
お
き
の
代
納
入
i
i
i
m
w
c
m掛け持

g
h舎
に
aba-

他
村
幾
民

HNMH
吉
田
宮
民

C
Y
C
Z
の
代
納
入
l
i
g
M
W
B
吉
田
∞
向
島
常
陪
〈
安
井
m
H
)
w
W知山知込
Hg出
ω出片付凶同デ

同
河
川
同
HHH
主
5

5

U
同
H
S
の
代
納
入

}|-mm江
口
(
可
)

右
八
名
の
う
ち
、

シ
ャ
:
ム
・
パ
ル
ラ

i
ム
再
サ
ル
カ

i
L
N

本
村
の

と
ど
の
よ
う
に

て
い
た
か
は
立
つ

不
明
で
あ



る
が
、
居
村
農
民
の
代
納
入
五
名
は
や
は
り
居
村
農
民
の
家
系
に
、
他
村
農
民
の
代
納
入
一
名
も
他
村
農
民
の
家
系
に
、
そ
れ
ぞ
れ
属
す

あ
も
の
と
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
o

右
八
名
の
ほ
か
、
村
方
出
納
原
簿
に
ザ
ミ
l
γ
ダ

l
リ
l
庁
舎
に
敷
物
を
納
め
た
人
物
と
し
て
現
わ
れ

る
列
似
居
間
団
ロ
ロ
缶
詰
口
同
回
国
は
、
帳
簿
か
ら
は
帰
属
が
不
明
で
あ
る
。

以
上
の
う
ち
、

I
-
E
・
E
は
木
村
の
土
地
を
ザ
ミ
l
γ
ダ

l
ル
か
ら
直
接
に
保
有
す
る
住
民
諸
家
族
の
家
長
的
地
位
に
あ
っ
た
人
び

と
で
あ
り
、

N
は
E
に
家
系
上
従
属
す
る
か
あ
る
い
は
そ
れ
と
独
立
に

(
x
・
.m)
他
処
居
住
す
る
木
村
土
地
保
有
者
の
土
地
を
耕
作
し

て
い
た
人
び
と
で
あ
る
。

V
も
ま
た
家
系
上
は
お
お
む
ね

E
に
吸
収
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
o

従
っ
て
木
村
住
民
の
中
心
的
な
家
系
は

大
き
く

I
・
E
・
置
の
範
囲
に
限
定
し
て
考
え
て
よ
い
。
ゴ
l
バ
ー
ル
プ
ル
の
身
分
構
成
は
そ
れ
ゆ
え

I
-
E
-
E
に
つ
い
て
検
討
す
れ

ば
た
り
る
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
総
体
と
し
て
い
え
る
の
は
、
木
村
人
口
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
ヒ
ソ
ド
ゥ
ー
で
あ
っ
て
、

ム
ス
リ
ム
は
フ
ァ
キ

I
ル
一
家
族
(
こ

ー 75

れ
は
単
身
世
帯
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
)
ー
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、

ほ
ぼ
完
全
な
い
わ
ゆ
る
ヒ
シ
ド
ゥ
l
村
落
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
ヒ
ソ
ド
ヮ
l
村
落
の
例
に
も
れ
ず
、
儀
礼
身
分
布
吉
正

ω
g吉
田
)
の
も
っ
と
も
高
い
ブ
ラ
I
フ
マ

γ
か
ら
、
登
載
さ
れ
た
範
囲
で
は

お
よ
そ
一

O
ほ
ど
の
諸
カ
l
ス
ト
が
一
村
落
を
構
成
し
て
い
る
o

お

(
洗
濯
業
)

ま
で
、

そ
れ
の
も
っ
と
も
低
い
と
み
ら
れ
る
ド

1
パ

l

そ
ら
く
は
村
の
縁
辺
部
分
に
居
住
し
て
い
た
不
可
触
民
層
(
弘
司
忌
見
応
)
が
、
以
上
の
ほ
か
に
あ
っ
元
で
あ
ろ
う
o

諸
カ

I
ス
ト
相
互
の

儀
礼
身
分
の
上
下
関
係
が
一
八
一

0
年
代
の
ゴ
l
パ

1
ル
プ
ル
で
ど
う
意
識
さ
れ
て
い
た
か
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

ブ
ラ
l
フ
マ

γ
を
頂
点
と
し
推
測
さ
れ
る
不
可
触
民
層
を
底
辺
と
す
る
カ
l
ス
ト
身
分
秩
序
の
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
正
統
的
な
身
分
秩
序

と
離
れ
て
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
修
道
者
と
フ
ァ
キ
l
ル
と
が
い
た
。
こ
れ
が
一
応
の
烏
賊
図
で
あ
ろ
う
。

(m) 

し

か

し

な

が

ら

、

(

ロ

O
B
E
E
H件
。
曲
目
件
。
)
は
サ
ド
ゴ
l
プ
で
あ
っ
た
。

木
村
の
い
わ
ゆ
る
支
配
カ
l
ス
ト

木
村
居
住
ブ
ラ
l
フ
マ

γ

北
大
文
学
部
紀
要



一
九
世
紀
初
期
商
ベ
ン
ガ
ル
農
村
の
役
会
経
済
関
係

i
iゴ
;
パ
ー
ル
プ
ル
土
地
交
番
の
研
究

名
の
保
有
地
一
郎
積
誌
、
ゴ
;
パ

i
ル
プ
ル
の
産
出
地

(
向
。
父
宮
)

一
・
九
克
に
す
ぎ
ず
、

し
か
も
本
村
の

段

た
る
穏
作
地
を
ま
っ
た
く
ふ
く

つ
ま
り
バ
ー
ル
。
ゴ
1
シ

姓
の

れ

所
持
地
ま
で
あ
わ
せ
れ
ば
実
に

・
ニ
V
J
を
占
敬
し
て
い
る
。
ヵ
:
ス
ト
と
家
系
名

. ， 

に
達
し
て
お
り
、

冬
作
務
作
地
(
仇
足
。

と
の
関
係
は
、

記
し
た
よ
う
に

で
は
な
い
の
で
、
も

さ
ら
に
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

;
バ
ー
ル
プ
ル
の
基
本
土
地
台
帳
に
お
け
る
人
口
の
身
分
的
構
成
は
、
先
述
の
よ
う
な
、
儀
礼
身
分
と
か
支
配
カ

1
ス
ト

と
か
い
っ
た
、
現
代
の
村
落
を
研
究
す
る
た
め
の
社
会
人
類
学
的
競
念
装
置
の
み
を
も
っ
て
し
て
は
把
撞
し
え
な
い
c

語
村
農
民
・
地
村

農
民
・
所
持
人
と
い
う
一
弘
分
が
確
認
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ζ

の
区
分
は
現
代
の
ベ
ン
ガ
ル
農
村
で
は
践
に
箔
滅
し
て
お
り
、
私
が
所
持

し
か
れ
ら
が
カ

I
ヤ
メ
タ

て

い
た
と
す
れ
ば
、

ヵ
ー
ス
ト
へ
の

と
こ
ろ

の
世
襲
的
権
利
を
・
有
す
る
、

76 

と
試
ω

訳
し
た
守
同
お
も
所
持
人
の

-hc何
人
守
も
そ
の
意
味
、
が
怖
鋭
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り

つ
い
て
の
古
典
的
解
説
は
、
自
分
の

-
不

保
有
地
に
つ
い
て
不

〈
紡
〉

に
つ
い
て
は
別
稿
で
議
及
す
る
と
し
て
、

こ
の
古
典
的

解
髄
に
お
い
て
明
ら
か
に
欠
落
し
て
い
る
の
は
、

:
ス
ト
と
か
ら

成
さ
れ
て
い
て
、

前
者
は
培
地
と
稽
作
地
と
を
鉾
有
す
る
の
に
、
後
者
に
は
宅
地
の

れ
稲
作
地
は

て
い
る
と
い
う
、

し、

し
は
集
缶
内
部
の
カ

i
ス
ト
編
成
の
問
題
で
他
村
農
民
に
つ
い
て
の
古
典
的
解
説
も
ま
た
、
か
れ
ら
が
自
分
の

で
耕
作
す
る
と
い
う
こ
と
以
上
は
述
べ
て
お
ら
、
?
、
か
れ
ら
が
書
記
職
や
農
耕
民
の
カ

i
ス
ト
の
み
か

の
土
地
を
、
授
難
問
の

摸
さ
れ
る
も
の

っ
て
、

:
ス
ト
を
ふ
く

少
く
と
も
収
公
地
内
に
登
録
さ
れ
た
宅
地
を
も

い
と
い
う
こ
と
交
で

tま

か
っ
た
。
こ
う
し

の

土、

し、

被
民
地
政
府
行
政
官
の

の

し
力道



し
な
が
ら
、
古
典
的
解
説
が
両
者
の
相
違
を
、

か
れ
ら
と
村
落
の
土
地
と
の
関
係
に
求
め
た
こ
と
は
重
大
な
貢
献
で
あ
っ
た
。

事
態
が
こ
こ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
た
以
上
、

わ
れ
わ
れ
は
も
は
や
単
純
な
階
層
概
念
に
甘
ん
ず
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
o

居
村
農
民
と
は

村
落
開
基
以
来
の
、
遅
く
と
も
公
権
力
が
土
地
丈
量
を
通
じ
て
村
落
の
土
地
へ
の
支
配
を
及
ぼ
す
以
前
に
開
発
さ
れ
て
い
た
土
地
を
、
か

れ
ら
の
生
産
活
動
の
基
盤
と
し
て
か
れ
ら
の
労
働
に
も
と
守
つ
い
て
占
取
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
、
い
わ
ゆ
る
本
源
的
土
地
所
有
の
担
い
手
た

ち
に
系
譜
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
れ
ら
の
生
産
活
動
を
カ

I
ス
ト
間
分
業
を
も
っ
て
相
互
媒
介
す
る
農
工
統
合
の
共
同
組
織
を
構
成
し
て

い
た
、
と
い
う
理
解
に
達
し
う
る
o

も
っ
と
も
、
本
村
の
カ
l
ス
ト
構
成
は
一
見
し
て
自
明
な
よ
う
に
完
結
的
な
自
給
自
足
体
制
を
と
り

う
る
ま
で
に
は
分
化
し
て
い
な
い
か
ら
、
農
工
統
合
の
共
同
組
織
は
実
際
に
は
一
村
落
規
模
で
は
不
可
能
で
あ
っ
て
、
村
落
連
合
の
規
模

(
却
)

に
お
い
て
形
成
さ
れ
機
能
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
o

村
落
と
は
か
か
る
村
落
連
合
共
同
休
の
分
校
を
な
す
本
源
的
な
る
土
地
所
有
日
生

産
者
た
ち
の
共
同
体
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

77 -

思
う
に
居
村
農
民
は
、
開
発
領
主
た
る
ザ
ミ

1
ン
ダ

l
ル
の
指
揮
統
制
下
に
、
諸
分
校
村
落
の
開
発
に
従
事
し
た
人
び
と
の
家
系
に
連

な
る
子
孫
の
ほ
か
に
、
公
権
力
介
入
以
前
に
来
往
し
て
村
落
の
生
産
活
動
に
参
加
す
る
に
至
っ
た
人
び
と
な
い
し
は
そ
の
子
孫
を
も
ふ
く

ん
で
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
来
源
を
も
っ
農
業
・
手
工
業
生
産
者
が
公
権
力
の
貢
租
の
査
定
徴
収
を
目
的
と
す
る
土
地
丈
量
を
通

L
て
、
当

該
村
落
の
土
地
に
そ
の
共
同
体
の
規
律
と
と
も
に
緊
縛
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
お
そ
し
て
、
そ
の
時
点
で
他
村
落
か
ら
当
該
村
落
へ
の
逝

い
耕
作
に
従
事
し
て
い
た
者
や
、
当
該
村
落
で
も
既
開
発
集
落
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
に
居
住
し
て
村
落
の
土
地
を
耕
作
し
て
い
た
者
と

は
、
相
異
な
る
身
分
集
団
と
し
て
公
権
力
の
側
か
ら
の
規
定
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
公
権
力
側
の
規
定
は
村
民
側

の
意
識
に
お
け
る
先
住
後
来
の
差
別
に
も
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
も
せ
よ
、

村
落
開
基
以
来
日
公
権
力
介
入
以

前
の
い
わ
ば
自
然
に
形
成
さ
れ
た
村
落
内
の
生
産
諸
関
係
と
社
会
秩
序
と
が
、
公
権
力
に
よ
っ
て
制
度
と
し
て
固
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、

北
大
文
学
部
紀
要



一
九
世
紀
初
期
箆
ベ
ソ
ガ
ル
幾
村
の
社
会
経
済
関
係
i
iゴ
i
パ
ー
ル
ヅ
ル
土
地
文
書
の
研
究

居
村
農
民
〈
民
ぎ
な
め
ま
詰
)

ヨ
ミ
』
叩
ね
え
ぬ
〉
と
い
う
身
分
階
語
形
成
の
要
因
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
、

(

引

品

)

考
え
る
。

島
村
農
民
集
盟
会
構
成
す
る
手
工
業
緒
カ
ー
ス
ト
成
目
黒
が
、
ど
の
よ
う
な
形
態
ま
た
は
経
路
を
と
っ
て

の
カ
;
ス
ト
な
形
成
す
る
人

れ
る
ザ
ミ

l
γ

実
は
カ

i
ス
ト
の
形
成
と
も
か
か
わ
る
大
き
な
碍
題

ダ
ー
ル
の
間
部
発
者
集
閣
の
内
部
に
、
身
分
的
・
機
能
的
に
の
も
の

罵
し
て
い
て
、
諸
村
落
の
開
発
形
成
一
期
に
各
村
落
に
分
鰯
さ
せ
ら
れ
た
も
の

分
化
し
て
い
た
先
住
民
を
、
各
村
落
に
つ
つ
特
定
の

私
は
、

か
れ
ら
の
一
部
分
に

る
か
、
告
の
る
い
は

に
一
定
の
身
分
な
り
階
級
な
り
に

る
か
、
一
一
様
の
蓋
然
性
合
示
唆
す
る
こ
と
に

体
舗
を
維
持
す
る

に
充
用
し
た

か
れ
ら
手
工
業
カ
l
ス
ト
の
居
村
農
民
が
宅
地
の
み

ら
必
要
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
稲
作
地
を
直
接
に
保
有
し
な
く
と
も
手
工

の
は
、

そ
れ
が
カ

i
ス
ト
隠
分

め
た
い
。
そ
れ
は
ど
ち
ら
に
し
て

に
対
す
る
報
鱗
と
し
て

援
米
の

ら
で
あ
ろ
う
。
身
分
格
差
を
根
拠
と
す
る
務
作
地
保
有
の

と
い
う
抱
え
万
全

」
と
は

一78

む
し
ろ
で分
あ業
ろの
う{た
033め

の

共
同
組
騒
の

に
あ
り
、
そ
の
共
持
組
織
の
う
お
も
に
身
分
格
差
の

(
姓
)

い
で
現
わ
れ
て
く
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

か
れ
ら
が
カ

l
ス
ト

れ
ソ
劣
位
に
あ
っ
て
、
前
者
が
読
者
と
毅
代
的
な
家
と
家
安
た
は
そ
の
連
合
体
と
の
従
属
間
関
係
会
結
ん
で
い
た
た
め

れ
る
が
、

は
確
認
で
き
な
い
。

居
村
農
民
築
関
は
以
上
に
述
べ
て
さ
た
よ
う
な
講
成
を
も
っ
共
同
体
な
い

く
、
そ
の
総
体
合
ひ
と
つ
の
身
分

集
隠
と
し
て
把
握
し
た
も
の
は
公
権
力
で
あ
り
、
そ
う
し
た
把
握
を

に
す
る
実
体
的
基
礎
は
共
同
体
内
部

し
た
。
し
か
し
な

が
ら
私
が
こ
こ

に
患
う
の
は
、
基
本
土
地
台
帳
に
諾
村
農
民
と
し
て

る
条
件
は
、
あ
く
ま
で
も
村
蓄
の
収
合
丈
量
さ
れ



た
土
地
の
保
有
者
と
し
て
で
は

コ
伸
W

道、

で
み
れ
よ
刀

と
い
う
こ
と
で
る
る
σ

むア
/'，、一時

も
と
よ
り
当
該
村
落
の

し
、
あ
る
い
は
後
楽
の
者
で
も
そ
の
共
同
体
の
成
員
資
格
を
伺
ら
か
の
方
法
・
経
路
マ
取
得
し
て
い
れ

体
の
成
員
で
は
あ
っ
て
も
、
保
有
地
の

の
必
要
条
件
で
あ
る
こ
と
は
欝
か
し
、
が
た
い
が
、

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
議
本
土
地
台
帳
に

村
方
の
扱
い
と
し
て

し
か
し
充
分
条
件
で
は
な
い
。

岩
村
幾
民
で
あ
り
、
そ
う
あ
る
こ
と
が
古

れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ

る
。
直
接
の
史
料
読
書
は
い
ま
は
え
が
た
い
が
、
問
題
点
と
し
て
は
指
議
し
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
村
落
が
共
同
体
を
薬
礎
に
務
成
さ
れ

で
、
な
い
し
は
そ
の
の
ち
に
発
生
す
る
の
は
、
共
同
体
員
の

を
充
足
す
べ

り
と
し
て
村
落
の

-
祭
陀
の
専
門
家
た
る
ブ
ラ

i
ブ
叩
シ
を
勧
講
ず
る
こ
と
で
あ
ろ
う
Q

か
れ
ら
に
は
住
畏
な
り
神
事
。
祭
詑
料
地
な

連
の
外
見
宗
教
的
な
行
為
は
ザ
ミ

i
γ

〆
l
ル
ひ
い
て
は
罷
ゆ
が
の

-
施
与
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

農
嵐
山
・

に
対
す
る
イ
デ
分
ロ
ギ

i
支
艶
の

た
め

し
し、

と
で
あ
っ
た
に

い
な
く
、
公
貌
免
除
地
が

79 

家
に
及
び
、
遠
方
の

れ
た
の
は
玄
ず
壊
力
側
の
必
要
か
ら
説
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
や
が
て

る
宗
教
家
に
も
む
け
ら
れ
る
。
の
ち
に
土
地
の

-
施
与
は
プ
ラ

i
ブ
マ

γ
以
外
の
他
の

め
よ
中
心

-
施
与
の
意
味
も
変
北
し
、

て
は

公
租
負
怒
の
軽
減
の
た
め
に
そ
れ
を
行
な
う
額
保
も
発
生
し
た
の
で
は
な
い

強
襲
す
れ
ば
こ
う
で
あ
ろ
う
。

不
可
蝕
民
と
を
自
ら
の

-そ

向、」

pz

占、。

ザ

T
L

の
共
障
体
は
、
儀
礼
身
分
の
高
い
ブ
ラ

i
フ
マ

γ
と
、
お
そ
ら
く
は
存
在
し
た
に

共
間
体
内
分
業
に
加
え
て
、
前
者
と
は
儀
礼
役
務
と
農
産
物
・

、:、

し
キ
む
し

い
は
労
働

と
の

の
、
後
者
と
は
鰭
代
家
属
的
な
労
鋤
カ
収
奪
の
、
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

ひ
と
つ
の
村
落
を
形
成
す
る
中

壊
と
な
っ
た
も
の

れ
る
。
し
か
し
こ
の
村
落
は
そ
の
人
口
議
模
こ
と
に
カ

i
ス
ト
あ
た
り
の
家
系
数
が
一
定
説
摸
以
上

な
し、

は
、
近
郷
一
関
の
村
落
と
関
係
し
て
カ
;
ス
ト
内
婚
舗
を
村
落
外
婚
に
よ
り
維
持
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
自
ら
を

h 

Fこ

北
大
文
学
館
紀
要



九
没
紀
初
期
活
ベ
ン
ガ
ル
農
村
の
社
会
経
済
斡
係

i
lゴ
i
パ
ー
ル
ブ
ル

な
い
で
あ
ろ
う
G

ゴ
I
パ
ル
プ
ル
で
は
こ
の
条
件
の
必
要
性
は
明
白
で
あ
る
。
ぞ
れ
を
提
供
し
た
も
の

上
伎
の
共
同
体
と
し
て
の
開
発
者
集
団
の
分
布
し
た
地
域
内
に
お
け
る

カ
ー
ス
ト
の

他
村
農
民
の

し
て
の

に
つ
い
て
は

に
控
識
し
た
が
、
ゴ

I
パ
i
ル
ブ
ル
の
慕
本
地
台
帳
か
ら
は
、
公
権
力
の

村
落
介
入
時
点
以
後
に
お
い
て
収
公
文
量
さ
れ
た
土
地
を
耕
作
し
て
い
る
穂
村
の

農
民
身
分
を
構
成
し
え
な
か
っ
た
の
ゼ
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
レ
も
も
た
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
村
落
内
部
で
は
、

で
な
い
限
り
、
公
法
上
な
い
し

の
他
村

に
悠
村
か
ら
の
通
い
耕

作
と
か
後
来
の
移
住
と
か
い

っ
て
、
農
村
農
民
と
他
村
農
民
と
た
識
附
加
す
る
意
議
が
あ
り
、
村
政
へ
の
参
加
の
権
利
な
ど
に

が
、
公
法
上
の
他
村
農
民
と
し
て

、
や
は
り
収
去
丈
議
さ
れ
た
村
獲
の
土
地
合
現
に

品
注
射
が
あ
っ
た
と
は
思
わ

保
有
す
る
と
い

と
も
絡
む
の
で
次
節
で
再
論
す
る
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
、
居
村
・

に
求
む
べ
き
マ
あ
ろ
う
。
こ
の

に
つ
い
て
の
先
連
の
疑
問
と
と
も
に
、
所
持
・
所
持
人
の

の
い
、
ず
れ
で
も
な
く
、

か
れ
ら
と
の
家
系
関
係
も
あ
り
そ

80 

う
に
な
い
所
持
人
や
我
納
入
の
存
従
が
、
基
本
土
地
台
帳
・
村
方
出
紡
原
簿
に
現
わ

加

〕

て
お
き
た
い
c

な
お
付
言
す
る

な
ら
ば
州
国
村
か
ら
の

の
流
入
は
、

や
は
り
村
務
横
断
的
な
カ
l
ス
ト
結
合
を
媒
介
と
し
て

な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

地
村
農
閉
山
中
に
手
工
業
カ

i
ス

な
い
こ
と
は
、

一
方
で
は
カ

I
ス
ト
関
分
業
体
制
の
強
劉
な
こ
と
が
か
れ
ら
の
抱
村

へ
の
流
出
の

な
く
し
、

か
つ
鵠
止
し

が
、
村
惑
の

れ
ずこ

の
保
有
が
公
法
的
に
他
村
農
民
と

し
て
登
録
さ
れ
る
条
件
な
な
す
と
考
え
る
な
ら
ば
、

い
も
の
の
、
村
方
で
は
他
村
幾
民
扱
か
い
さ
れ
る

;
ス
ト
民

の
い
た
こ
と
も
、

一
般
に
は
お
そ
ら
く
予
知
し
て
お
い
て
よ
い
こ
と
で

以
上
の
分
析
安
過
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
次
の
よ
う
な
理
解

。
ゴ

i
パ
ー
ル
ブ
ル
村
の
人
口
は

れ
た

問
問
り
で
は
、

ブ
ラ

i
ブ
マ
シ
か
ら
げ
F
l
バ
ー
に
一
ぎ
る
カ

i
ス
ト
身
分
階
罵
に
鱗
成
さ
れ
て
い
た
。
村
務
の
本
来
の



る
本
村
の
土
地
の

し
て
記
帳
の
作
業
を
通
し
て
、

業
者
諸
カ
;
ス
ト
の
分
業
体
制
約
日
生
産
活
動
の
た
め
の
共
同
組
織
を
も
っ
共
調
体
を
権
成
し
て

共
毘
体

な
い
で
ゴ

l
パ
ル
プ
ル
の
土
地
合
耕
作
す
る
者
は
、

れ

し

の
格
差
に
つ
い
て
は
、

い
と
い
っ
て
よ
い
、
が
、
少
く
と
も
‘
荷
者
の
間

い
う
べ
き
で
あ

の
と
認
定
さ
れ

の
権
利
・

ろ
う
。
村
落
開
衰
の

註ハ
1
〉
令
切
N
h
J
V
6
V
W
Mあれ
FMWOK肝
W
2
M
y
g
m
V
M
w
u
w
m
y
い
な
・
な
お
掠
柏
村
・
後

仲
村
淡
氏
、
後
之
、
一
所
持
人
に
よ
る
代
総
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
代
柿
舶
に
つ

い
て
は
泌
総
一

O
で
湾
総
し
た
い
。

ハ
2
〉
ミ
ト
ヲ
は
カ
i
ャ
λ

タ
〈
欠
お
い
て
忠
之
岳
民
)
お
よ
び
パ
;
ル
イ
(
お
お
始
、
設
。

の
一
向
カ
i
ス
ト
の
一
称
号
(
門
広
島
と
い
わ
れ
る
(
2
・
ロ
-
M
N訪
日
々
"
吋
」
t
R

M1wよ
F

2

2
選
出
。
争
的
同
な
も
¥
お
な
N
h
E
F
N
J
r
d
一

r
〈
り
と
口
三
H
P
M
m
w③
ゲ
J
Y門
〉

f

MY
凡

Y

ゆ
い
心
。
し
か
し
な
が
ら
カ
1

ス
ト
と
し
て
の
カ
1

ヤ
ス
タ
は
、
さ

ほ
ど
厳
格
な
儀
礼
的
・
機
能
的
身
分
台
維
持
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
綴
絡
な
抽
出
カ
l
ス
ト
の
成
魚
を
と
り
入
れ
る
渓
秋
性
全
も
つ
も
の
の
よ

う
で
お
お
〈
q
V
2
.
r
g
]
-
Y
N
U
B
-
a
m
w
!
な
0
・
)
の
で
、
ね
は
こ
の
ミ
ト
ラ

市
役
パ
i
ル
イ
、
あ
る
い
は
パ
i
ル
イ
か
ら
カ
ヤ
久
F
i
に
カ

;
λ
ト
身
分

J
律
上
昇
さ
せ
た
者
と
み
た
い
ひ
パ
ー
ル
イ
の
カ
!
ス
ト
職
絡
は
病
問
問
瞥
樹
m
u

栽
培
で
あ
号
、
熟
練
と
担
相
当
の
悦
部
門
知
融
制
が
後
求
さ
れ
る
。
カ
l
w
ハ
ト
ダ

北
大
文
学
部
紀
要

の
関
係
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
不

ら
み
て
十
六
世
紀
以
誇
と
考
え
ら
れ
る
。

分
以
潟
く
い
わ
ゆ
る
ミ
高
知
む
U
M
w
b
F
'
r
N
q
g
E
7
川
町
村
松
町
魚
、
弘
司
町
、
自
に
絡

す
る
(
b
h
v
内
叫

N
J
N
v
h
y
u
w
H
i
豆
・
)

0

〈
3
〉
こ
の
表
現
は
制
渓
的
に
は
も
ち
ろ
ん
蕊
し
く
た
い
。
法
律
的
に
は
ザ

、
l
γ
〆
!
ル
山
川
市
J
N
ウ
ル
そ
:
ハ
ン

H
ラ
;
イ
H
チ
ヤ
ウ
ド
ゥ
ヲ
が
土
地

所
有
者
(
地
主
〉
で
あ
っ
、
こ
の
一

O
級
以
品
問
地
人
で
あ
っ
た
に
す
M
g
な

い
の
問
題
は
後
位
却
で
改
め
て
給
及
す
る
よ
う
に
、
+
ム
姉
崎
山
開
山
告
の
重
岡
閥
的
機

成
け
い
あ
る
。

後
)
訓
払
は
こ
れ
ま
で
も
つ
ツ
イ
;
ヤ

γ
ト
の
械
的
機
」
と
い
っ
た
蕊
汲
令
と

号
、
ぺ
悶
階
級
し
と
い
う
周
緩
や
い
数
時
り
て
き
た
ぷ
、
こ
れ
は
総
民
地
位
吋
代
初

期
の
イ
ン
ド
村
搬
悼
の
人
口
区
分
に
お
い
て
は
、
所
有
と
骨
骨
所
中
刊
に
根
拠
を

お
く
古
文
部
出
と
聞
紙
従
、
拙
作
約
批
と
後
拙
作
取
の
敵
対
的
問
問
係
争
」
検
証
す
る
の
み
で

は
不
充
分
'
ぞ
お
ち
、
出
天
怒
に
開
削
し
て
も
か
し
ろ
.
い
わ
ゆ
る
「
威
光
の
尺

度
百
円
。
印
式
担
金
山
山
口
弘
ぬ
こ
に
も
と
づ
く
区
分
か
ら
考
え
る
の
が
有
効
と
制
判

断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
出
W
F
資
は
土
地
一
隊
中
将
と
カ
i
ス
ト
周
期
間
純
、

81 



一
九
世
紀
初
期
西
ベ
ソ
が
ん
農
村
の
社
会
経
済
関
係

i
iゴ
l
パ
i
ル
ヅ
ル
土
地
文
書
の
研
究

ヲ
ぐ
し
て
村
液
へ
の
帰
属
の
一
一
一
要
潔
の
的
総
合
し
た
も
の
と
し
ゼ
機
想
ず
べ
き

で
お
ろ
う
。
拙
泊
絞
関
係
は
際
協
間
関
な
ら
び
に
階
関
脇
市
内
織
の
関
係
と
し
て
抱

え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

る

こ

こ

で

い

5
身
分
と
は
、
絞
殺
で
述
べ
た
よ
う
な
叶
威
光
の
尺
度
」

を
根
拠
と
す
る
社
会
総
絞
殺
さ
す
α

そ
の
よ
う
な
恕
球
で
の
身
分
は
ム
ガ

ル
鶏
の
閲
お
の
間
同
家
法
裁
と
し
て
は
み
い
だ
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

必
後
日
地
税
行
設
の
な
か
で
双
認
さ
れ
実
践
さ
れ
て
い
た
一
種
の
法
的
銭

箱
と
し
て
現
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
議
突
で
あ
ろ
う
。

(
8
〉
ゴ
i
h
y
泳
法
、
サ
ド
ゴ
i
ヅ
窃
乱
部
2
M
m
H
)
U
カ
i
w
〈
ト
の
み
な
か
の

ヅ
!
ル
パ

H
F
リ
ヤ
i
〈
川
以
帆
州
、
ヤ
込
町
門
ミ
ぞ
お
)
日
サ
ヅ
刀
ι88559

久
ト
の
一
波
内

婚
集
団
の
名
称
、
な
ら
び
に
カ
;
ヤ
ス
タ
品
。
よ
び
ゴ
;
ア
i
wブ
i
〈
C
守

色
向
〉
一
向
カ
i
ス
ト
の
一
総
問
診
と
い
わ
れ
る
。
サ
ド
ゴ
l
ヅ
山
内
司

1
ア

i
ラ

!
か
ら
分
冊
慨
し
た
蹴
絞
殺
簿
業
民
と
い
わ
れ
、
ヵ
;
ス
ト
身
分
は
高
く
い
わ

ゆ
る
誌
と
お
R
h
v
h
s
に
属
す
る
。
液
晶
紙
上
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
と
い
わ
れ
る

〈附抑制

HEω-q-A川市内町内
4

4
《
》
ア
ゲ

H
-
M守
-
N
缶
、
g
r
N
w
b
v
-
N
H
N
i

N
Z
・
)
。
最
近
の
研
究
で
は
、
十
六
世
紀
の
後
半
に
は
援
に
遊
牧
の
ゴ

I
プ

i
予
ー
か
ら
わ
か
れ
た
食
料
・
滋
開
削
作
物
の
裁
培
と
か
〈
艇
部
に
従
察
す
る

パ
品

F
H
ゴ
i
プ
(
同
W
A
N
涼
む
の
も
も
お
)
の
活
動
が
み
ら
れ
、
か
れ
ら
の
一

定
治
域
へ
の
定
後
と
政
務
権
力
の
獲
得
縁
側
憾
と
今
日
透
し
て
す
ド
J
1
1

ブ

が
鯵
淡
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(
出
乞
g
H
g
Y
H
M
m
同
出
苫
}
柚
の
-
b
w
時
之
さ
え
S

H
帆
略
的
巴
¥
向
山
色
町
営
~
b
h
q
伽
刊
誌
、
刊
誌
M
3
ミ
ミ
内
叫
芸
品
川
崎
器
、
h
h
屯
丸
町
『
芯
め
司
町
内
鴨
川
町
切

な
同
誌
及
品
川
叫
Z
芯
号
。
担
認
め
同
夜
、
凡
な
q
L
可
ハ
り
ま
右
足
h
w
b
暗
記
号
な
ぬ
き
宮
~
-

ベ
グ
舟

MGMMペ
同
戸
田
】

c
h
〉
ゑ
m
H
P
ω
窓
会
傘
"
凶
凶
K
i
u
w
w
M叶
命
日

γ

同む
1

吋

ゲ

礼

vb-

∞N
M
l

∞N
G
・)。
私
以
川
ゴ
i
パ
!
ル
プ
ル
サ
鴇
や
ゆ
み
ん
総
会
総
の
ゴ
i
シ
?
な
ゴ
;
ア
l
ラ
;

と
み
な
い
の
は
か
れ
ら
の
畿
地
保
有
を
荻
拠
と
す
る
。
ヵ
!
ヤ
ス
タ
し
し
み

な
い
の
は
、
パ
ー
ル
・
ゴ

I

シ
ュ
・
4
T
γ

〆
ん
姓
の
富
裕
な
サ
ド
ゴ
l
プ

が
、
カ
i
ヤ
ス
b
?

と
称
す
る
に
奈
る
事
例
、
が
現
代
に
も
み
ら
れ
る
こ
と

(
戸
〉
-
〉
-
r
M
2
ど
諸
島
誌
円
叫
ミ
む
さ
{
M
M
W十
w
h
w
i
N
M
W
九
州
供
与
一
品
切
阿
波
母
乳

%
も
門
松
l
岡
市
塙
送
還
九
円
川
町
内
、
刷
会
同
刊
号
、
尚
昆
楚
出
。
h
w
ミ
時
、
司
な
め
霊
祭
て
た
r
h
s

遺
品
、
判
、
な
州
、
品
切
p
a旬
、
品
以
内
同
誌
な
時
三
民
H
H
N
W
町
議
伐
b
F
X
-
ペ
・
?
の
回
目
n
ロ
ロ
タ

芯
き
"
も
も
'
印
叶
lム
w
m
w
w
h
ι
と
、
カ
!
ヤ
呼
ハ
タ
H

カ
i
ス
ト
そ
の
も
の
d

の
柔

軟
性
と
に
よ
る
。
ア
ザ
ー
の
泌
総
畿
の
毅
査
例
で
は
、
…
一
一
ふ
l
m
凶
与
に
関
全

村
の
役
務
数
が
凶
…
か
ら
一
一
一
六
に
減
少
し
た
あ
る
村
議
で
、
サ
ド
ゴ
i
ブ

泣
帯
数
の
み
は
二
四
か
ら
八
に
激
減
織
し
、
ヵ
;
ヤ
ス
戸
時
弘
口
、
か
ら
八
に
急

揃
憎
し
て
お
り
'
、
こ
れ
が
カ
i
λ
ト
身
分
の
移
裁
を
ぷ
す
も
の
と
分
析
さ
れ

て
い
る
。

(
7〉
パ
i
イ
タ
ば
ゴ
l
ア
!
ヲ
i
、
ヵ
ン
ダ
i
イ
ト
(
険
給
品
流
会
江
川
島
)
、

チ
ャ
!
サ

1
ド
!
パ

1
行
代
々
ミ
ぎ
宮
)
、
ポ
i
ド
定
も
え
え
)
、
ド
ー
ピ
l

(
b
M
N
己
主
務
カ
l
ス
ト
の
一
称
号
と
い
わ
れ
る
(
(
出
・

E-m佐
山
々
、
色
、
門
戸
、

〈
(
v
r
N
w
h
y
H
8
・
)

0

し
か
し
な
が
ら
、
ゴ
;
ア

1
ヲ
l
a
仲
山
後
蓄
を
専
業
と

し
、
チ
ャ
l
サ
i
ド
l
パ
ー
は
農
務
・
ホ
〈
悶
仰
に
従
議
す
る
も
の
の
、
会
!

ス
ト
身
分
以
緩
く
い
わ
ゆ
る
h
b
h包括
F
Hミ
号
、
ミ
ミ
料
品
、
兄
島
に
隠
す
る

ミ
戸
、
〈
D
ア

H
u
h
v
h
v
・
阿
部
M
Y
凶
器
む
も
の
で
あ
り
、
ぷ
i
ド
も
ま
た
漁
綴
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-
農
耕
e

か
〈
制
抑
に
従
う
が
カ
i
ト
身
分
は
決
定
的
に
府
知
る
(
も
b

ミ

?

き
ご
W

旬、
b
E
H
叶
?
ミ
J30
ド
i
ど
ー
は
ど
ハ
i
ル
州
の
洗
濯
業
中
μ
;
久
ト

で
ベ
ン
ダ
ん
と
は
銭
関
係
マ
あ
る
(
也
、
町
民
F
W
A
3
Y
M
W
M
Y
N
8
・)
G

ゆ
え

に
以
上
の
側
議
以
ゴ
l
パ

i
ル
プ
ル
の
パ
:
イ
タ
に
巡
る
と
は
考
え
に
く

い
。
ヵ
ン
ダ
;
イ
ト
は
オ
ザ
ツ
サ
州
の
土
佼
閣
の
慾
人
HH領
主
層
で
、
内
V

F

ヤ
I
A殺
で
は
「
剣
士
」
会
訟
派
ず
る
〈
也
、
町
民
?
"
ぐ
O
M
M
W
M
Y
怠
ゲ
)
。
私

は
こ
の
カ

γ
〆
l
イ
ト
が
お
そ
ら
く
十
八
役
紀
は
じ
め
ご
ろ
か
ら
、
米
同
時

の
政
治
抽
出
一
条
件
の
も
と
で
、
ベ
シ
ガ
ル
西
干
潟
郊
に
滋
山
似
し
て
、
在
郷
蹴
胸
中
小
中

腐
の
従
土
や
歩
兵
と
し
て
変
同
掃
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
は
必
い
か
、
と
い
う

推
制
酬
を
も
っ
。

〈
S
〉
も
っ
と
も
正
確
な
ラ
イ

1
ヤ
γ
ト
概
念
の
焚
ぷ
は
、
』
・
〉
]
良

g
L舟町、

。
誌
志
向
吋
雲
器
、
判
的
長
崎
柏
円
相
、
民
的
内
aN
潟
町
内
品
川
町
む
誌
勾
む
¥
H
P
向
。
窓
誌
な
お
お
札

。
町
内
訳
、
む
誌
な
。
L

司
芯
和
め
之
内
な
ぬ
ミ
悼
h
b
h
w
N
W
弘
司
同
夜
、
ぬ
選
比
。
ミ
旬
師
会
旬
。
出
一
円
-

E-cm
チ
命
〉
弘
伊
丹

rms-叩内問内〉
M
W
O
P
問符
}
M
M門
〈
旬
、
，

m臼
・
(
綴
稿
六

第
三
位
創
設
部
所
引
〉
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ハ
9
〉

パ

i

ル
は
次
の
務
カ
;
ス
ト
の
一
称
号
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ヵ

i

ヤ
ス
タ
〈
う
ふ
り
一
一
つ
の
サ

I
プ
カ
i

ス
ト
の
み
)
・
テ
i
F
i
(
M
d
h
N
m
-

嶋
開
始
間
粂
者
)
・
サ
ド
ゴ

i
ブ

a
p
マ
i
ル
(
同
州
柄
拘
禁
言
、
・
陶
工
)
。
タ
J

T

S

V

J

ブ

M
内

3

ν

i
リ
l
〈
M
3
b
選
窓
口
・
務
時
閣
索
隊
人
〉
e

タ
ー
ン
テ
ィ

(
M
Z
h
絞
殺
ぷ
織
布
業
者
)

全
ス
バ
ル
ナ
パ
品
タ

2
H
h
b
号
室
ぎ
A
W

九
持
母
今
焚
金
開
絹
商
人
)
・
ス
i
ト
ラ
ダ

ル
法
廷
ミ
ミ
ミ
ミ
・
木
工
〉
の
八
カ

i
ス
ト
で
あ
る
ο

〈
戸
何
回
NF
予
虫
色
、

ミ
?
〈
O
}
・
N
u
b
-
g
土
木
村
の
パ

1
札
げ
は
幾
地
を
然
有
し
て
い
る
の
で
、

北
大
文
学
部
紀
前
政

サ
ド
ゴ
;
プ
と
み
る
の
が
滋
批
判
で
あ
る
。
ヵ

l
ヤ
ス
タ
な
避
け
る
瑠
笠
聞
に

つ
い
て
は
燃
に
述
べ
た
。

〈
日
山
〉
ダ
ー
ス
ゆ
弘
治
介
殺
に
広
況
に
用
い
ら
れ
る
総
ハ
切
で
あ
っ
て
、
ベ
ン
ガ
ル

で
は
カ

l
ヤ
句
ハ
タ
と
「
ナ
パ
サ
1
4
μ
i
H
グ
ル

i
ヅ
に
附
織
す
る
す
べ
て
の

シ

ナ
i

ド
ラ
〈
仇
刷
、
、
ぬ
)
」
、
な
ら
び
に
カ
イ
バ
ル
ツ
タ
〈
沢
民

S
S‘同刊誌)と

ス
I
ン
ザ

i
(め
同
志
、
行
瀦
造
業
者
)
と
が
こ
れ
な
称
す
る
(
戸
国
・
湾
問
初
日

w々

q恥
v
n凡同
3
A刊
c
r
H
-
h
官、・

N
H
A
F
i
u
w
M
M
T
Y

従
っ
て
ゴ

l
パ
i

ル
ヅ
ル
げ
の
〆

I
ス

は
、
目
的
僚
幾
尽
の
バ
!
ル
・
ゴ
}
シ
?
と
関
門
じ
く
、
サ
ド
ゴ
!
ブ
で
あ
る

…
内
務
伎
が
強
い
。
カ
イ
バ
ル
ツ
タ
は
激
務
と
幾
殺
と
に
従
察
す
る
カ
!
久

ト
で
、
ナ
バ
ザ
l
ヵ
ー
よ
り
一
一
級
緩
い
と
み
ら
れ
て
い
る
ぶ
、
ん
W

陥
絡
な
由
民

繍
紛
思
内
部
分
、
が
ダ

i
ス
媛
、
役
介
し
て
上
方
に
身
分
務
齢
制
す
る
可
能
性
も
、
後

滋
は
勺
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
〈
号
、
n
p
w
〈
9
-
・
グ
~
U
H
V

・
M
W
U

丸山wω∞同
i
g
N
e
)
。

(
口
〉
メ
ス
ば
カ
l
γ
ス
タ
の
二
つ
の
サ
ブ
カ

1
ス
ト
に
み
ら
れ
る
徐
惨
付

加
慾
(
持
片
山
門
戸

-
R
怠
ー
山
口
宮
内
〉
と
い
わ
れ
る
(
国
-
民
a
M
N
g
r
M
J

むし志向弘司
J

〈ハニ-

r
w
e
U
1
N
Y
ヵ
;
ヤ
九
タ
は
一
般
に
辺
歯
記
戦
」
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
カ

l
ス
ト
は
允
に
も
述
べ
た
よ
ろ
に
敵
巡
航
織
問
機
を
特
長
と
す
る
の

で
、
こ
の
パ
ス
の
木
交
の
出
向
同
な
「
番
記
磯
」
と
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で

き
ま
い
。

ハ
ロ
〉
ダ
ヅ
タ
を
家
、
糸
名
{
総
再
出
世
B
Hゲ
可
片
町
三
品
〉
と
す
る
カ
i
ス
ト
に
は
、

以
上
の
ほ
か
サ
;
デ
ヤ
H
パ
イ
ダ
ヤ
(
仇
ね
た
拾
い
お
初
代
耐
え
い
お
・
底
的
織
の
一

サ
ブ
カ

1
ス

、

ァ

ャ

ラ

i
(ミ
ミ
島
知
、
ぉ
・
製
薬
業
者
)
、
サ

;
γ
カ
i
ヲ

、
タ
ー
ン
テ
ィ
・
タ
i
ン
ブ
!
リ
i
・
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一
九
註
紀
初
糊
期
間
ベ
ソ
ガ
ル
幾
村
の
社
会
経
済
関
係
}
|
!
ゴ
i
パ
i
ル
プ
ル
土
地
文
擦
の
研
究

ガ
ン
ダ
バ
ニ
タ
(
内
川
島
廷
と
w
h
H
V
む
吋
相
応
品
・
呑
料
制
問
〉
、
ス
ー
ト
ラ
ダ
ル
多
ヴ
ハ
バ

ル
ナ
パ
ニ
グ
ム
ゲ
ω

数
え
る
〈
山
・
民
-
M凶
u
g
M
W
W
D
V
Aリ
p
w
d
刊
号
f
H
W
恥

Y
N
H
a
)
。

本
件
特
の
ダ
ッ
ト
は
ふ
ふ
地
保
お
殺
で
あ
h
ソ
滋
品
協
間
関
(
ぬ
お
内
ね
H
a
)
経
営
務
で
あ

る
の
で
、
学
工
業
カ
;
久
ト
と
は
認
め
が
た
く
、
泌
人
カ
i
ス
ト
と
考
え

る
こ
と
も
た
め
ら
わ
れ
る
。

m
m
)

ナ
!
イ
(
之
島
ゐ
2
1
ス
ト
ま
ナ
l
f
(
E
Y
E
-

童
話
)

m
V
附
問
地
講
話
で
る
る
(
戸
民
-
M
C出
}
q
w
急
百
円
む
-
w
〈
o
r
日
雄
、
・
M
M
M
-
Y
ヵ
ー

ス
ト
身
分
当
局
く
~
く
塙
吉
郎
怠
同
誌
に
属
す
る
。
詳
し
く
は
L
S礼
子
恐
喝
-

M
Mゆ
I
H
S
-
そ
参
照
。

(

U

H

)

マ
ダ
ク
〈
足
立
も
む
)
は
カ
l
ス
ト
グ
悦
の
マ
ド
ゥ
ナ
1
ピ
ト
3
E
z

丸
山
江
主
悼
む
』
之
内
勤
・
製
薬
工
)
お
よ
び
マ
ヤ
ラ
ー
の
問
問
綴
訟
で
あ
り
、
ヵ
i
ス
ト

身
分
怖
い
足
立
志
向
知
言
に
開
織
す
る
。
詳
し
く
は
L
g
m
ト
ミ
・
民
i
N
U
J
E
i

翠
・
を
多
問
問
。
な
お
茶
本
土
地
点
刷
版
以
外
の
綴
綴
に
は
、
マ
ダ
夕
食

h
p
丸
首
相
む
と
綴
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
ベ
ン
ガ
ル
議
の
幾
何
後
の
上
で

は
ほ
と
ん
ど
か
わ
ち
が
な
い
。

〈
刊
日
〉
ド
i
パ
1
(
同
)
F
q
h
v
為
〉
と
も
い
う
。
ヵ
l
ス
ト
身
分
は
低
く
、
不
可
数
民

の
チ
ャ
ン
〆
i
ル
(
の
お
吋
H
A
守
山
町
)
と
問
列
情
制
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

絡

し

く

は

之

丞

3
2
r
f
b
w
-
お
む
l
S
戸
食
品
世
照
。

(
叩
山
〉
p
i
ハ
l
t
H
(
N
q
h
s
w
、
ぉ
・
鉄
工
)
と
は
開
荷
な
っ
て
、
い
か
な
る
金
属

の
郊
工
に
も
従
事
す
る
と
い
わ
れ
る
。
ヵ
ー
ス
ト
身
分
は
す
附
く
弓
h
N
b
h
M孟

h
h
N
ら
ね
に
開
腕
ず
る
。
詳

L
く
は
L
「
史
子
、
h
y
u
∞
∞
!
お
ω・
を
品
伊
問
問
。

ボ
グ
ダ
1
ル
は
関
ら
か
に
ベ
ル
シ
ア
殺
に
系
源
・
そ
も
つ
こ
と
ば
で
、

〈
ロ
〉

意
味
は
「
災
齢
般
の
袋
合
も
つ

λ
」
供
、
治
の
ろ
う
。
ベ
ン
ガ
ル
マ

食
品
湘
附
崎
・
拍
前
島
河
悦
久
門
商
を
借
向
な
-U
ス
i
ン
ヮ
ー
や
そ
ハ
ル
ナ
パ
ニ
タ
の
…
祢

見
す
す
に
ふ
0
)

と
い
わ
れ
る
(
号
、
円
H
.
H
-
w
〈
一
己
「
N
嶋
、
・
H
斗
∞
a
)
o
p
ズ
レ

i
の
瑚
胸

骨
叙
は
一
八
八

0
年
代
の
も
の
必
の
で
、
ぞ
れ
よ
り
い
旬
。
年
以
上
、
も
さ
か
の

ぼ
る
時
郊
の
ゴ
1
パ
ー
ル
プ
ル
の
ポ
ッ
ダ
1
ル
を
、
ヴ
ハ
i
ン
ヲ
i
と
み
る

こ
と
は
勺
夕
、
な
い
。
ス
バ
ル
ナ
パ
品
ク
H
カ
1
ヴ
ハ
ト
の
成
田
災
と
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
ス
バ
ル
ナ
パ
ニ
ク
に
つ
い
て
終
し
く
は
i
g
丈
・
7
3
h
v
・
阿
部
門
i
h
w
g
・

会
参
照
。

(
日
山
〉
ダ
l
(
同
)
ぬ
)
姓
(
日
p
g広
可
当
担
当

ω〉
時
以
カ
!
ヤ
ス
タ
の
ほ
か
、
ガ
ン

グ
パ
ニ
タ
・
カ
!
?
!
ル
・
マ
ヤ
ラ
i
-
F
i
y
ブ
i
リ‘

a
-
タ
!
γ
4
7

4
e
テ
;
ロ
ツ

1
・

A
バ
ん
ナ
パ
ニ
タ
に
み
ら
れ
る
〈
b
b
百
九
?
ぐ
え
-
H
旬
、
.

N
阿
部
・
ゴ
愉
判
事
潟
地
(
む
&
ミ
ミ
)
と
な
っ
℃
い
る
冬
作
制
制
作
地
(
め
ミ
む
の

所
持
人
J
7
1
在
、
後
年
の
資
料
か
ら
手
工
業
・
術
数
カ
1
4
〈
ト
の
成
員
と

み
る
の
は
田
山
線
引
、
あ
ろ
う
。
し
か
し
か
れ
合
カ
!
ヤ
ス
タ
と
み
る
に
し
て

も
、
ム
ホ
殺
の
山
山
自
は
十
ド
ゴ
i
ヅ
そ
の
他
で
あ
っ
た
か
も
知
人
れ
な
い
、
と

い
う
疑
問
は
残
る
で
あ
ろ
う
。

ハ
刊
印
〉
ゴ
;
ブ
(
C
m
M
h
忍
と
ゴ
l
ア
l
-
フ
;
と
は
間
同
義
語
で
あ
り
、
ヵ
:
ス

ト
身
分
は
ベ
γ
J
N
ル
で
は
斜
地
く
、
ど
お
伽
内
応
急
宮
以
下
、
農
耕
民
カ
イ
バ

ル
ツ
タ
以
下
と
い
わ
れ
る
(
句
史
、
-
w
h
v
k
y
N
ψ
タ

N也、吋・)。

ハ
初
〉
疑
問
符
を
つ
け
た
の
は
、
対
訳
部
分
で
は

2
2
F
と
な
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
原
文
の
印
刷
綱
、
が
絞
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ハ
M
4
)
社
会
人
類
学
卒
咽
が
材
料
落
研
究
や
カ
;
ス
ト
紛
究
で
用
い
る
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で
、
特
定
の
儀
礼
へ
の
参
加
資
格
、
特
定
の
儀
礼
の
な
か
で
の
役
割
分

担
、
清
浄
・
不
浄
の
観
念
に
も
と
づ
く
出
自
や
職
能
に
対
す
る
社
会
的
評

価
な
ど
を
根
拠
と
す
る
、
社
会
成
層
を
さ
す
の
に
用
い
ら
れ
る
。
も
っ
と

も
特
定
の
儀
礼
身
分
成
層
の
成
員
で
も
、
一
過
的
な
状
態
や
行
為
に
よ
っ

て
よ
り
清
浄
で
あ
っ
た
り
よ
り
不
浄
で
あ
っ
た
り
す
る
の
で
、
こ
の
一
過

的
な
儀
礼
境
位
(
同
丈
g
-
ω
g
g
ω
)
と
区
別
す
る
た
め
、
「
あ
る
人
が
ふ
つ

う
は
享
受
す
る
境
位
(
昨
日
布
団
S
Z
凹
唱
E
S
m
g
g
g
]
0
3
日
0
2
0
h
岳
巾

己
目
。
)
」
を
特
に
正
常
儀
礼
身
分
(
Z
2
5
止
問
丈
戸
田
-
ω
g
Z
ω
)
と
よ
ぶ
こ

と
が
あ
る
(
云

-z・
∞
H
F
E
4
3
同
え
だ
芯
詰
由
美
均
史
ミ
h
H
h
s
s
g
h
H
F
町

内，

q
b
崎
、
h
h
q
¥
め
司
詰
H
M
W
」
「
建
立
♂
一
回
門
巾
門
日
ロ
-
w
H
N
m
H
)
H
J
W
回
D
E
r
3
J
2
口
・
・
同
也
印
N

kv-HO叶・
)

0

儀
礼
身
分
概
念
を
積
極
的
に
展
開
し
た
の
は
ス
リ
ニ
グ
ア
ス

の
こ
の
研
究
室
盲
で
あ
る
が
、
他
に
も
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

ベ
ン
ガ
ル
で
ほ
正
常
儀
礼
身
分
を
身
分
秩
序
の
上
下
順
に
次
の
よ
う
に

わ
け
て
い
る
。

-

高

位

カ

i
ス
ト
(
民
H
m
r
。
g
H
g
)

⑦
清
浄
な
ブ
ラ
l
フ
マ
ン

(
Q町
g
句
、
、
h
p
s
s
s
)

②
パ
イ
デ
ヤ
(
F
H
L
百
)
、
ヵ
l
ヤ
ス
タ
(
尚
喜
2
志
向
)

③
不
浄
な
ブ
ラ
l
フ
マ
ン
(
C
R
r
g
N
W
S
F
苦
向
一
言
)

E
シ
ュ
l
ド
ラ
(
め
同
丸
、
白
)

④
清
浄
な
シ
ュ
l
ド
ラ

(
2
8ロ
句
同
丸
、
白
)
。
清
浄
な
ブ
ラ

I
フ
マ

ン
に
飲
料
水
を
提
供
で
き
る
者
と
い
う
意
味
で
、
ジ
ヤ
ル
H
チ
ヤ
ル

(
H
白
~
白
円
白
N
S
H
E
ι
ア
向
日
目
)
、
ジ
ャ
ル
日
ア
l
チ
ヤ
一
ブ
ニ
l
(
H
白
~
h
円
由
、
、
白
芯
町
句
会

北
大
文
学
部
紀
要

h
a
m
b
門
司
、
む
往
々
)
と
よ
ば
れ
る
。
ま
た
清
浄
な
シ
ュ

I
ド
ラ
が
伝
承

で
は
九
カ
l
ス
ト
を
数
え
た
と
こ
ろ
か
ら
、
ナ
パ
ジ
ャ
l
カ
i
(
九

枝
分
。
~
q
b
~
v
a
h
F
b
h
u
Z
2
2
田
町
ゲ
)
と
も
い
う
。

⑤
不
浄
な
ブ
ラ
l
フ
マ

γ
の
司
祭
を
受
け
、
か
れ
に
飲
料
水
を
提
供

で
き
る
諸
カ
l
ス
ト
。
ナ
バ
シ
ヤ
1

ヵ
ー
で
は
な
い
が
、
限
定
つ
き

の
ジ
ヤ
ル
H

チ
ヤ
ル
で
は
あ
る
。

⑥
不
浄
な
シ
ュ
l
ド
ラ
(
C
R
Z
B
E
N
h
片
言
)
。
清
浄
な
ブ
ラ
l
フ

マ
ン
に
飲
料
水
を
提
供
で
き
な
い
者
と
い
う
意
味
で
、
ジ
ヤ
ル
H

ア

チ
ヤ
ル
(
H
白
宮
町
白
N
F
H
白
~
l
k
A
円
白
~
)
・
ジ
ヤ
ル
H

ア
グ
ャ
ヴ
ア
ハ
i
ル
ヤ

(
H
白
宣
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
白
一
同
三
也
、
む
』
白
言
ミ
日
w
h
a
~
l
h
~
v
H
S
白
宮
ミ
臼
)

と
い
う
。

E
⑦
不
可
触
民
層
(
h
a
h
w帆
N
H
Q
一
一
切
H
H
2
5
円
。
g
g
m
)

W
H
⑧
非
ヒ
ン
ド
ゥ
l
諸
部
族
(
但
し
非
ム
ス
リ
ム
)
。

(
吋
・
穴
・
出
向
凹
♂
同
3
h
w
h
凶
同
誌
h
a
~
同
u
h
a句
h
N
S
H
・
守
口
w
S
M
】
凡
苦
肉
H
q
M
3
3
柏
町
w
回
D
E
E

r
白
u
J
2
p
呂田
N
W
』
司
、
・
N
N
N
由
一
回
・
ω
田
口
百
-
w
q
b
h
p
w
H
b
R
w
b
b
・
ω
見

出
デ
ω
ω
?
を
参
照
。
)

ゴ

1
パ
ー
ル
プ
ル
の
実
例
を
こ
の
規
格
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
は
、
不
完
全

に
し
か
で
き
な
い
。

(
辺
)
こ
れ
も
社
会
人
類
学
者
の
用
い
る
操
作
概
念
で
あ
る
。
支
配
カ
l
ス

ト
と
は
特
定
の
村
落
ま
た
は
地
域
に
お
い
て
、
人
口
数
の
上
で
最
強
で
あ

り
経
済
的
・
政
治
的
に
優
越
し
た
影
響
力
を
行
使
す
る
カ
l
ス
ト
を
い

う
。
支
配
カ

1
ス
ト
た
り
う
る
も
の
は
、
必
ず
し
も
伝
統
的
・
慣
習
的
格
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一
九
世
紀
初
期
西
ベ

γ
ガ
ル
農
村
の
社
会
経
済
関
係
i
|
|
ゴ
l
パ

l
ル
プ
ル
土
地
文
書
の
研
究

づ
け
に
お
け
る
最
上
級
の
カ

I
ス
ト
た
る
を
要
し
な
い
が
、
不
可
触
民
が

支
配
カ

l
λ

ト
と
な
っ
て
い
る
例
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
問
題
は
支

配
カ

l

ス
ト
が
地
域
社
会
の
全
組
織
を
支
え
て
行
く
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ

る
、
と
い
わ
れ
る
(
冨

-
Z・
印
5
2
8・
(
町
民
・
)
W
H
E
&
白
よ
て
た
宮
内
町
旬
、
N
口
門
-

叩
仏
ロ

-w]{由
自

(
)
u
L
1
芯
町
、
b
n
尚
昆
円
同
凡
ロ
お
σ
U
1
同
日
目
肘
円
山
H
R
H
U
M
守
、
・
J

可∞・)。

(
お
)
現
代
に
お
け
る
ジ
ョ

I
ト
ダ
l

ル
の
階
級
的
・
身
分
的
性
格
に
つ
い

て
は
、
佐
藤
宏
氏
の
前
掲
論
文
が
詳
述
し
て
い
る
。

(
川
此
)
同
ヨ
』
W
時
弘
吉
宮
民
同
町
、
色
、
、
H
W
N
M
河
川
河
∞
・
悶
・
∞
-
H
N
m
w
E
m
r
o
H
r戸
H
H
f
色
、
ミ
H
-
w

〉
宅
・
旬
、
-
H
C
T
ミ
L
「
」
〈
門
司
-
阿
久
送
、

.ω
同
。
勾
岡
、
え
島
町
向
丸
出
し
な
注
目

Nuvh凶
MWWN》応対、bh・Nω
日

"ω∞UW
キ
b
G
W
M
J
』
同
町
民
¥
忌
河
町
、
S
4
.
N
∞
l
N
N
E
-
r
u『

者
・
同
・
回
以
片
岡
H
E
m
m
H
・
2
]
-
N
u
E
-
E
u
軍
司
∞
叶

l
g・
こ
れ
は
拙
稿
一

第
二
節
に
抄
訳
し
た
。
そ
の
う
ち
誤
訳
部
分
は
拙
稿
五
(
本
紀
要
一
四
|

一
一
)
第
三
節
註
剖
(
一
九
九
頁
上
段
)
で
訂
正
し
て
お
い
た
。

(
お
)
拙
稿
一

O
(未
発
表
)
で
論
及
し
た
い
。

(
部
)
居
村
農
民
が
手
工
業
カ
l
ス
ト
成
員
を
ふ
く
む
こ
と
は
、
私
の
創
見

で
は
な
い
。
ベ

γ
ガ
ル
の
一
フ
イ
l
ャ
ッ
ト
に
手
工
業
者
を
ふ
く
め
る
こ
と

は
、
前
掲
の
ア
レ
キ
サ

γ
ダ
l
論
文
が
既
に
明
言
し
て
い
た
し
、
マ
ハ

l

一7
l

シ
ュ
ト
ラ
の
居
村
農
民
(
ミ
刊
誌
師
、
白
コ
ミ
町
誌
円
l
告
三
世
主
g
h
S
3

S
白
川
白
a
l
h
同
向
、
、
)
中
に
職
人
が
み
い
だ
さ
れ
る
こ
と
は
、
深
沢
宏
「
十
八
世

紀
デ
カ
ン
の
村
落
に
お
け
る
傭
人
に
つ
い
て
」
(
一
橋
大
学
研
究
年
報
「
経

済
学
研
究
」
一

O
)
が
確
証
し
て
い
る
。

同
ユ
』
w
m
h
s
m
詰
凡
勾
匹
、
己
主
L
S
ミ
-
w
b
・
同
己
申
山
k
戸内

L『~〈門、同3N川口¥hho、・

(

訂

)

め
旬
。
~
~
N
P
N
u
a
s
h
-
-
N
N叩
w
品。ァ
L
豆
、
・
u
H
V
V
-
E
-
∞
∞
・
拙
稿
一
第
三
節

に
上
掲
の
一
部
分
を
訳
出
し
た
。

(
お
)
以
上
の
考
え
方
は
、
改
め
て
断
わ
る
ま
で
も
な
く
、
ヵ

1
ル
・
マ
ル

F
ス
が
「
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
|
|
か
の
『
資
本
関
係
の
形

成
な
い
し
本
源
的
蓄
積
に
先
行
す
る
過
程
』
の
分
析
」
(
一
八
五
八
)
で
展

開
し
た
所
有
論
に
負
う
て
い
る
。
本
源
的
意
味
に
お
け
る
土
地
所
有
と
し

て
私
が
理
解
す
る
の
は
、
人
が
共
同
組
織
の
成
員
た
る
こ
と
を
前
提
と
し

か
っ
そ
の
共
同
組
織
に
媒
介
さ
れ
て
、
自
己
の
労
働
対
象
と
し
て
の
土
地

に
関
係
し
こ
れ
を
占
有
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
ゴ

l
パ
ー
ル
プ
ル
の
基
本
土

地
台
帳
の
明
ら
か
に
す
る
保
有
(
後
来
的
・
法
制
的
意
味
で
の
)
関
係
は
、

そ
の
保
有
の
基
礎
が
奈
辺
に
あ
っ
た
か
を
証
言
す
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

イ
ン
ド
(
ベ
ン
ガ
ル
)
の
村
落
に
お
け
る
土
地
所
有
関
係
を
、
マ
ル
ク
ス

前
掲
書
の
「
東
洋
的
共
同
体
に
も
と
づ
く
共
同
態
的
土
地
所
有
」
論
に
か

か
わ
ら
せ
て
解
こ
う
と
す
る
試
み
は
、
農
工
統
合
の
指
摘
以
上
に
は
本

稿
で
は
果
た
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
の
予
備
作
業
は
、
拙
稿
八
「
ザ
ミ

I
ン
ダ
l

ル
・
ラ
イ

l
ヤ
ヅ
ト
関
係
の
原
型
|
|
イ
ン
ド
社
会
史
へ
の
試

論
」
(
本
紀
要
一
八
!
こ
で
不
完
全
な
が
ら
試
み
て
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
居
村
農
民
が
イ
ギ
リ
ス
法
的
意
味
で
所
有
者
か
借
地
人
か

を
議
論
し
た
、
植
民
地
行
政
官
の
理
論
水
準
に
低
迷
す
る
こ
と
は
、
も
は

や
無
益
で
あ
ろ
う
。

(
却
)
本
稿
E
第
五
節
参
照
。

(

m

剖
)
古
典
的
解
説
を
引
け
ば
、
原
則
と
し
て
居
村
農
民
は
「
か
れ
の
占
有
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(匂

o
g
g目
目
。
口
)
に
か
か
る
土
地
の
い
か
な
る
部
分
を
も
手
放
す
こ
と
が
で

き
ず
、
農
制
地
目

(ω

宮
n
H
g
o
h
g
F
2
2
2ロ
)
を
変
更
で
き
な
い
」
の
で

あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
土
地
保
有
権
は
保
有
地
の
売
却
・
質
入
れ
(
処
分
権
)

を
含
ま
な
か
っ
た
。

(
m山
〉
「
農
民
」
が
居
村
農
民
と
他
村
農
民
と
の
二
大
身
分
階
層
か
ら
構
成
さ

れ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
全
イ
ン
ド
的
な
史
実
と
い
っ
て
よ
い
。
最
近
の
研
究

で
は
、
マ
ハ
l
ラ
l
シ
ュ
ト
ラ
に
つ
い
て
は
、
深
沢
宏
「
一
八
世
紀
マ
ラ

I
タ
l
王
国
に
お
け
る
農
民
に
つ
い
て
」
(
「
一
橋
論
叢
」
五
三
|
八
一
九

六
五
年
)
、
南
イ

γ
ド
に
つ
い
て
は
、
柳
沢
悠
「
十
八
世
紀
末
南
イ
ン
ド

に
お
け
る
土
地
保
有
関
係
|
|
『
イ
ギ
リ
ス
下
院
イ
ン
ド
問
題
特
別
委
員

会
第
五
報
告
』
に
み
る
」
(
「
東
洋
文
化
」
五
・

O
五
一
合
併
号
一
九
七
一

年
)
、
北
イ
ン
ド
に
つ
い
て
は
そ
の
特
殊
な
村
落
の
あ
り
方
を
も
含
め
て
、

ω・
。
・
の
戸
M
M
H
p
h
h
、
ミ
、
同
白
誌
同
町
内
民
同
町
己
柏
崎
句

Q
E
h
片
岡
Q
W
4
h
N
W
3
H
N
旬MN
勾
民
な

凡誌
L

『
誌
丸
公
判
・
み
の
白
ト
同
町
め
な
た
出
し
可
也
」
、
内
向
丸
四
円
叫
由
選
出
(
U
q
w
出向伯尚町、町民、、白目、.

S
S旬(門、同町民、、
N
U
、
白
九
四
旬
忌
)
(
同
∞
。
N
l
N
h
w匂
匂

)wz・
J
F
O
H
n
・・

5
8
u
出守、.

ω斗
1
1

台
wAF日
・
を
参
照
せ
よ
。

(
担
)
こ
の
概
念
に
つ
い
て
は
拙
稿
八
第
四
節
参
照
。

(
お
)
拙
稿
八
で
は
カ

1
ス
ト
問
分
業
や
農
・
工
統
合
の
問
題
が
視
野
に
入

っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
つ
と
に
多
国
博
一
氏
(
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
専
任
調
査
員
)
か
ら
私
信
を
も
っ
て
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
て
い
た
。

氏
の
批
判
に
感
謝
し
た
い
。

(
担
〉
他
処
居
住
者
た
ち
の
居
処
の
う
ち
、
ブ
ラ
l
フ
マ
ン
二
名
の
居
住
地

カ
l

リ
l

ガ
l

ト
と
ト
リ
ベ
ニ
!
と
は
と
も
に
、
宗
教
・
教
学
の
中
心
地

で
あ
っ
た
。
ガ
ジ
ガ
ン
タ
ー
や
ア
グ
ラ
ド
ピ

l
プ
は
商
業
交
易
の
中
心
地

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
い
ま
は
調
べ
ら
れ
な
い
。
カ
ル
カ
ツ
タ

居
住
者
が
二
名
も
い
る
の
は
、
槌
民
地
政
庁
都
市
へ
の
人
口
移
動
と
関
連

す
る
か
も
知
れ
な
い
。

(
お
)
私
は
こ
こ
で
社
会
人
類
学
者
の
い
う
、
諸
カ
l
ス
ト
を
縦
断
す
る
垂

直
的
統
合
ま
た
は
連
帯
(
〈
。

3
H
g
-
C
E
Q
W
也、

ωc-広
m-H同
可
)
と
し
て
の

村
落
、
な
ら
び
に
諸
村
落
を
横
断
す
る
水
平
的
統
合
ま
た
は
連
帯
(
問
。
ユ
E

N
D
ロ
g
-
d
E
q
w
口、

ω
o
-
E
R
F
q
)
と
し
て
の
サ
ブ
カ
l
ス
ト
、
と
い
う
概

念
構
成
を
想
起
す
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
概
念
の
有
効
性
の
歴
史
的
検
証

は
、
一
年
次
の
一
村
落
の
記
録
か
ら
は
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。

(
白
山
)
植
民
地
化
さ
れ
る
以
前
の
マ
ハ

l
ラ
l

シ
ュ
ト
ヲ
の
農
村
に
は
、
居

村
農
民
身
分
を
も
た
ぬ
「
他
処
者
(
句
、
ミ
ム
)
」
の
職
人
が
い
た
こ
と
が
、

深
沢
教
授
の
前
掲
論
文
(
「
経
済
学
研
究
」
一

O
)
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ベ
γ
ガ
ル
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
さ
る
べ
き
こ
と
が
ら
で
あ
ろ
う
。
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一
九
世
紀
初
期
商
ベ
ン
ガ
ル
幾
村
の
行
会
経
淡
関
係

i
iゴ
i
パ
ー
ル
ブ
ル
土
地
文
書
の
研
究

ゴ
:
パ

i
ル
プ
ル
村
が
ガ
ウ
ル
モ

l
ハ
ン
三
ブ

1
イ
H
チ
ャ
ウ
ド
ゥ

の
土
地
所
有
者
と
し
、

そ
こ
に

一
名
(
フ
ァ

ス
リ

i
勝

二

の
借
地
入
を
お
く
、
と
い

に
あ
っ
た
こ
と
は
、
詩
編
第
三
節
の

あ
ろ
う
。
こ
の
一
一

名
が
正
確
か
}
類
す
れ
ば

一
十
二
家
族

に
は
判
明
し
な
い
と
は
い
え
、

て

で
を
ふ
く
ん
で
い
た

ろ
う
こ
と
は
、

の
上
か

る。

名
の
借
地
人
は
、
ザ
ミ

l
γ
ダ
;
ル

し
て
公
極
論
鍛
の

持
者
そ
れ
ぞ
れ
の

で
の
カ

1
ス

の
相
違
の
ご
と
き
、
身
分
上
の

公
租
を
免
諒
さ
れ
て
い

っ
て
、
あ
る
い
は
本
村
居
住
者
と
抱
処
居
住
者
と

さ
ら
に
は

い
う
居
住
の

っ
て
、

ま
た

の
多
少
と
い
う
階
級
的
成
層
区
分
な
も
っ
て
、
具
体
的
な
規
定
を
そ
れ
ぞ
れ
付
与
さ

h

ム
コ
h

ム
、

f
q
L
T
し

し
か
し
な
が
ら
、

て
な
法
制
上
は

に
借
地
人
と
す
る

問
題
は
あ
る
ま
い
。

そ
れ
と
と
も

の
所
持
人
と
し
て
土
地
保
有
者
と
は
別
に
基
本
土
地
合
般
に
登
載
さ
れ

ち
も
、
ゴ
;
パ
ー
ル
ヅ
ル
に
生
計
の
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し
て
い

"て:、

工

の
村
民
明
、
あ
る
か
ら
、
当
然
綴
野

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
.
ぃ
。

志
村
の
土
地
保
有
関
係
を
分
析
す
る
に
当
っ
て
、
本
鎮
で
は

保
有
者
な
り
所
持
人
な
り
の
人
と
税
制
地
目
と
の
関
係
影
中
心
と

し
て
、
史
料
を
検
討
し
そ

採
っ
て
み
た
い
。

は
パ

i
イ
グ ミ
i
γ
ダ
l
ル
の
ガ
ウ
ル
モ

1
ハ
ン
ミ
フ

1
イ
H

チ
ャ
ウ
ド
ゥ
リ

(
2
)
 

尚也、
F
4
0

吋
、
し
ヂ
ト

当
時
カ
ル
カ
ヅ
タ
に
居
住
し
て
お
り
、

村
の

結
村
農
民
に
つ
い
て
詑
意
を
要
す
る
の
は
、

農
業
者
カ

i
吋
ハ
ト
に
属
す
る
一
一

い
ず
れ
も
農
誌
保
有
地
の
ほ
か

の

で
、
他
処
語
住
者
の

に
か
か
る

の
経
営
に
当
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

の
材
料
は

-
施
与
さ
れ
て

の
公
租
免
鎗
識
と
な
る
以
前
の
、

の
土
地

所
持
人
な
い



し
そ
の
父
祖
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
、
無
理
の
少
な
い
解
釈
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
寄
進
・
施
与
に
原
保
有
者
の
意
思
が
ど

の
程
度
に
か
か
わ
っ
て
い
た
か
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
私
は
他
処
居
住
者
の
公
租
免
除
地
が
一
本
来
は
居
村
農
民
の
保
有
地
で
あ
っ
た
も
の

と
考
え
、
そ
の
所
持
人
が
保
有
者
で
あ
っ
た
と
理
解
す
お
「
た
だ
し
、
原
保
有
者
が
絶
家
な
い
し
逃
散
し
て
い
れ
ば
、
他
村
か
ら
所
持
人

を
導
入
し
て
耕
作
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

居
村
農
民
保
有
地
で
も
う
ひ
と
つ
問
題
に
な
る
の
は
、
フ
ァ
ス
リ
l
暦
一
二
二
三
年
の
た
め
の
土
地
丈
量
以
降
に
生
じ
た
地
籍
の
移
動

で
あ
ろ
う
o

前
掲
の
第
二
表
な
ら
び
に
土
地
・
貢
租
増
減
対
照
簿
(
甘
さ
向
。
い
て
向
包
E
N
W尋
問
)
と
人
別
土
地
・
貢
租
増
減
決
算
簿
(
同
や

と
の
引
例
で
み
た
よ
う
に
、

g
a
虫
色
町
む
)

ラ
I
ム
ス
ン
ダ
ル
日
ゴ
l
シ
ュ
か
ら
タ
l
ラ

1
チ
ャ

l
γ
ド
H

ゴ
l
シ
ュ
へ
の
分
地
が
行

な
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
分
地
は
地
籍
上
の
交
換
(
同
ミ
刊
)

が
宅
地
を
取
得
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
ラ
l
ム
ス
ン
ダ
ル
の
宅
地
内
に
同
居
し
た
ま
ま
家
産
を
分
割
し
た
も
の
と
解
す
る
の

が
、
も
っ
と
も
自
然
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
い
う
以
上
に
は
、
内
容
が
判
然
と
し
な
い
。
タ
l
ラ

1
チ
ャ

I
γ
ド
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は
「
地
代
」
)
納
入
の
義
務
を
負
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、

い
ず
れ
に
も
せ
よ
、
居
村
農
民
身
分
の
者
は
す
べ
て
、
丈
量
さ
れ
た
保
有
地
の
一
切
に
つ
い
て
、
土
地
貢
租
(
こ
の
時
期
で
は
法
制
上

カ

l
ス
ト
の
相
違
も
農
制
地
目
の
差
異
も
、
こ
の
義
務
に
は
影
響
し
な
か
っ
た
。

他
村
農
民
身
分
の
四
名
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
、
居
村
農
民
の
土
地
占
取

権
が
世
襲
的
か
つ
永
代
的
で
あ
る
の
に
較
べ
て
、
他
村
農
民
の
そ
れ
は
短
期
的
暫
定
的
で
あ
る
、
と
い
う
十
八
世
紀
末
の
植
民
地
政
府
行

政
官
た
ち
の
観
察
と
、
十
九
世
紀
初
頭
の
ゴ

l
パ

l
ル
プ
ル
文
書
の
示
す
事
実
と
を
、
ど
の
よ
う
に
連
絡
さ
せ
る
か
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
基
本
土
地
台
帳
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
四
名
中
三
名
の
保
有
地
の
あ
る
部
分
は
だ
れ
か
の
退
転
し
た
土
地
で
あ
っ
て
、

記
名
さ
れ
て
い
る
退
転
者
が
居
村
農
民
・
他
村
農
民
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
か
明
確
で
な
い
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
退
転
地
の
荒
廃
を
防

北
大
文
学
部
紀
要



一
九
世
紀
初
期
西
ベ
γ
ガ
ル
農
村
の
社
会
経
済
関
係
|
|
ゴ
l
パ

l

ル
プ
ル
土
地
文
書
の
研
究

ぎ
、
土
地
貢
租
収
入
を
確
保
す
る
た
め
に
、
そ
れ
が
他
村
農
民
に
貸
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
残
る
一
名
の
ば
あ
い
は
、
保

有
す
る
地
片
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
基
本
土
地
台
帳
に
退
転
者
が
記
名
さ
れ
て
い
な
い
。
前
の
三
名
に
つ
い
て
も
、
退
転
者
不
詳
の
保
有

地
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
地
域
的
・
年
代
的
に
相
当
数
の
土
地
・
貢
租
台
帳
類
を
集
め
て
検
討
せ
ね
ば
な
る
ま
い
が
、

こ
の
段
階
で
試
案
と
し
て
の
判
断
を
示
せ
ば
以
下
の
ご
と
く
で
あ
ろ
う
。
退
転
者
名
は
お
そ
ら
く
前
回
の
土
地
丈
量
時
か
ら
以
後
に
生
じ

た
も
の
が
記
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
前
回
と
今
回
つ
ま
り
フ
ァ
ス
リ
l
暦
一
二
二
三
一
年
と
の
保
有
者
が
同
一
で
あ
る
地
片
に
つ
い
て

は
、
退
転
者
の
記
入
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
蓋
し
基
本
土
地
台
帳
の
目
的
は
土
地
貢
租
の
納
入
者
と
金
額
と
を
確

認
す
る
作
業
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
点
で
変
動
が
な
い
か
ぎ
り
採
録
の
必
要
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

考
え
が
誤
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
他
村
農
民
の
う
ち
ラ

I
ダ
ー
ク
リ
シ
ュ
ナ
日
ダ
l
ス
は
、
十
数
年
な
い
し
二
十
数
年
に
わ
た
っ
て
ゴ
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ー
パ

l
ル
プ
ル
村
の
土
地
を
保
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

い
ま
ひ
と
つ
の
仮
説
は
、
他
村
農
民
の
進
出
の
過
程
に
つ
い
て
で
あ
る
o

残
る
三
名
の
他
村
農
民
は
、
稲
作
地
と
果
樹
園
と
に
つ
い
て

は
、
最
近
の
退
転
地
を
継
承
し
て
い
る
が
、

ラ
1
ム
ハ
リ
日
ゴ

I
シ
ュ
の
バ
ナ
ナ
園
と
、

ジ
ャ
ガ

γ
モ
l
ハ
シ
リ
バ
ス
な
ら
び
に
ラ
l
ム

ダ
γ
リ
ダ
ッ
ト
の
非
濯
概
台
地
と
は
、

も
し
そ
れ
が
退
転
地
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
退
転
後
十
数
年
な
い
し
二
十
数
年
を
経
過
し
て
い
る

で
あ
ろ
う
o

む
し
ろ
次
節
で
考
察
す
る
よ
う
に
そ
れ
ら
は
か
れ
ら
他
村
農
民
の
開
発
に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ

に
し
て
も
他
村
農
民
の
進
出
経
路
が
、

ま
ず
稲
作
地
以
外
の
農
地
を
取
得
占
取
し
当
村
で
一
定
の
地
歩
を
固
め
た
上
で
、
機
会
が
あ
れ
ば

稲
作
地
へ
も
進
出
し
た
、

と
想
定
で
き
る
よ
う
に
私
は
考
え
る
。
論
拠
は
ま
だ
不
充
分
で
あ
る
が
こ
れ
が
第
二
の
仮
説
で
あ
る
o

特
契
小
作
地
の
保
有
者
は
二
名
で
あ
っ
て
、
そ
の
身
分
上
の
内
訳
は
居
村
農
民
・
他
村
農
民
各
一
名
、

い
ず
れ
も
農
耕
民
カ

l
ス
ト
に



る。

居
村
農
民
一
ブ

i
ム
ド
ヮ
ラ

I
ル
詩
バ
ー
ル
は
、

ラ
;
ム
ブ
ラ
サ
ー
ド
日
ゴ

i
シ
品
の
退
転
地
を
継
泳
し
て
い
る
が
、

日フ

i
ム
ハ
リ
H
ゴ
i
ジ
ヰ
は
そ
う
で
は
な
い
。

れ
は
退
転
地
だ
っ
た
と
し
て
も
古
い
も
の

ろ
う
。

ミ

，

し
か
し

特
契
小
作
掛
川

の
稲
作
地
の
よ
う
に
退
転
地

の
み
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
間
切
ら
か
に
未
耕
地
の

し
て
し、

る
。
前
議
第

し
か
も
荒
蕪
地

る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
こ
の
よ
ニ
丈
量
底
闘
が
あ
る
時
期
ま
で
可
耕
議
荒
蕪
地
で
あ
り
、
ぞ
れ
が
請
負
耕
揮
に
出
さ
れ
て
稲
作
地
と
し
て
開

た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ

M
V

で
み
る
よ
う
に

て
お
り
、

の
閣
に
位

し
て
い

た
よ
う
に
、

お
そ
く
と
も
期
間
の

り
以
詣
で
あ
ろ
う
。

の

一一一一一一一

保
有
者
の

の
時
点
で
は

実
組
合

っ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
特
契
小

-
龍
村
農
民
保
有
地

は
そ
れ
と
し
て
開
示
さ
れ
な
い

怜
地
と
い
う
税
制
地
闘
が

帳
群
中
で

種
の
経
過
的
な
範
轄
で
あ
っ
て
、

し、

に
よ
る
税
制
地
自
に
吸
収
さ
れ
て
行
く

L 
乙ー

を

τ
i
 
ad 

。

の
受
給
者
二
名
は
と
も

で
あ
る
。
か

ま
た
ば
か
れ
ら
の

か
つ
て
ゴ

1
パ
ー
ル
プ
ル
の
住
人

で
あ
っ
た
か

は
不
明
で
あ
る
。

し%

に
せ
よ
、

パ
ー
ジ
1

H
ウ
ッ
一
ブ
i
l
q
ル
ム
ャ
ー
の
保
有
地
が
ラ
i
ム
ス

γ
ダ
ル
H
ゴ
i
シ
ュ

詫
士
給
与
地
に
つ
い
て
は

」
と
は
、

ほ
と
ん
ど
疑
い

ま
い
。

ラ
ー
ダ
i
そ

j

ハ
γ
日
ミ
ト
ラ
の

に
つ

の
保
有
地
か

い
て
は
、
後
段
で
所
持

際
に
言
及
し
た
い
。

れ
た
「
本
入
所
持
」
は
綿
作
地
の
み
で
あ
っ
て
、
間

け
ら
れ
た
宅
地
と
果
樹
閣
に
つ
い
て

の
記
載
が
な
く
、
稲
作
地
試
す
べ
て

名
の
居
村
農
民
の

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て

の
揺
作
地
の
一
部
は
日
ブ
ー
ム
ニ
デ
ィ
H

パ
1
イ
グ
の
退
転
地

話
士
給
与
地
の
講
撲
は
こ
の
よ
う

で
あ
る
。

北
中
人
文
学
部
紀
要



ジ
ガ
ル

ノ屯

ノI〆
。
フ

ノlノ

儀
の
地
片
が
従
土
と
い
う
ひ
と
つ
の
身
分
な
い

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

に
ひ
と
つ
の
試
薬
的
解
釈
を

施
ぜ
ば
次
の
よ
う
で
あ
ろ
う
。

二
)
あ
る
時
躍
に
ゴ

1
パ
ー
ル
プ
ん
の
ザ
ミ

1
γ
ダ
iι
げは

め
た
あ
る
人
物
全
パ
:
イ
グ

〈

7
〉
し
、
扶
持
と
し
て

っ
き

た
c

こ
の
部
分
は
後
述
の
よ
う

、、
I
ン
ダ

1
ル
の

カ込

の
投
務
に
対
す
る

し
て

支
給
さ
れ

の
で
あ
る
か
ら
、

バ
l
イ
グ
の

つ
で
も
法
器
上
は

一
に
な
ら
な
い
。

の
父
祖
ま
た
設
か

パ
i
イ
グ
に
収
入
を
保
註
す
る

る
。
ラ

I
ム

P
;
チ
ャ
ン
日
。
コ
!
シ
ヰ

ま
た
は
ず
ミ

1
ン
ダ

i
t
N
の
命
令
に
よ
っ
て
、

の
部
分
は
、

れ

務
作
地
部
分
に
つ
い
て
は
次
の
い
く
つ
か
の
ぼ
あ
い

岩
村
農
民
と
し
て
の
点
取
権
を
所
持
し
な
が
ら
従
土
給
与
議

デ
ィ
は
、

の
事
情
は

く
、
島

村
農
民
一
所
持
地
を
詫
士
給
与
地
と
し
て
用
益
す
る
こ

、
そ
の

や
は
り
河
じ
従
士
給
与
地
と
し
て
バ
イ
ダ
ャ
ナ

1
ト
に

- 92 

ひ
き
つ

た
。
窃
ラ

l
ふ

デ
ィ
が
開
発
し
た
も
の
を
同
人
選
転
の
の
ち
バ
イ
デ
ャ
ナ

1
ト
が
滋
継
し
、
日
ブ
ー
ム
ロ
l
チ
ャ
シ
と

ソ
1
バ
:
-
フ

i
ム
H

〆
l
ス
一
所
持
の
部
分
は
、

ハ
イ
デ
ャ
ナ
!
ト
の
代
に
ラ

l
ム
ジ
ャ
イ
H

の
小
作
契
約
を
結
ん
で
耕
作
さ
せ
て
い
る
。

ダ
ー
ス
家
の
保
有
地
か
ら
従
士
給
与
総

需
呈
し
て
い
る
。
密
議
開
問
の

ソ
l
バ

i
一
ブ
ー
ム

は
ラ
;
ム
ジ
ャ
イ
の
親
族
と
し
て
そ
の
宅
地
に

ら
従
士
給
与
地

れ
た
も
の
で
、

ソ
ー
バ
!
ラ

ー
ム
は

退
転
地
を
承
離
し
た
他
村
農
民
一
ブ
;
〆

I
グ
リ
ジ
ュ
ナ
ド
ダ

i
ス
家
の
一
族
で
あ
v

ゐ
。
⑤
バ
イ
デ
ャ
ナ

l
ト
が
間
開
発
し
…

の

の

し

る
と
す
れ

小
作
関
誌
に
よ
っ
て
ソ

l
バ
i
一
ブ
i
ム
に

せ
て
い
る
。

は
む
し

の
所
持
人
は
競

た
居
村
農
民
で
あ
ろ
う
o

し
か
し
以
上
の
@
と
③
と
の

(
三
)
綿
作
地
は
バ
イ
デ
ャ
ナ

l
ト
富
身
が
間
開
発
経
料
め
し
て
い
た
も
の

れ
る
。



な
お
ラ
l
ム
ニ
デ
ィ
と
パ
イ
デ
ャ
ナ
l
ト
と
の
聞
の
親
族
関
係
の
有
無
は
判
断
で
き
な
い
。

公
租
免
除
地
(
ミ
ミ
ミ
忠
出
向
)
保
有
者
の
総
数
は
一
四
名
で
あ
り
、
う
ち
半
数
の
七
名
が
本
村
居
住
(
め
削
除
凡
さ
お
足
止

Rczsb)
で
あ

る
者
が
な
く
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
ヒ
ソ
ド
ヮ
!
と
ム
ス
リ
ム
と
の
苦
行
者
計
二
名
は
宅
地
高
官
言
)
だ
け
を
保
有
す
る
。

こ
っ
じ
き

通
り
托
鉢
乞
食
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
二
名
の
ブ
ラ
l
フ
マ
ジ
が
宅
地
つ
き
の
果
樹
園

B
Pも
言
)
を
、

る
。
こ
の
七
名
中
善
功
者
用
地
(
ミ
忌
ミ
ミ
ミ
)
保
有
者
一
名
を
除
い
て
は
冬
作
・
秋
作
稲
作
地

(
b
q
p
~
y
s
q
)

の
い
ず
れ
を
も
保
有
す

こ
の
二
名
は
文
字

名
の
ブ
ラ
l
フ
マ
ン
と
一
名
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
修
道
者
と
が
非
濯
概
台
地
(
切
さ
Nq
勺札

S
h向
)
を
、

そ
れ
ぞ
れ
保
有
し
て
い
る
。

保
有
者

と
土
地
と
の
関
係
に
つ
い
て
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
基
本
土
地
台
帳
の
上
で
は
上
記
の
公
租
免
除
地
の
う
ち
、
稲
作
地
と
非
濯
甑
ム
ロ

地
そ
れ
に
宅
地
一
件
の
み
が
本
人
所
持
(
守
宮
尾
止
む
)
を
明
記
さ
れ
て
い
る
の
に
、

五
件
の
宅
地

う
ち
二
件
は
果
樹
園
っ
き
)

は
そ
の

旨
の
明
記
が
な
い
。
こ
れ
は
公
租
免
除
地
の
来
源
に
系
統
の
相
違
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
し
く
は
後
述
し
た
レ
。
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い
ず
れ
に
し
て
も
宅
地
以
外
の
土
地
を
保
有
す
る
者
が
、
そ
こ
か
ら
儀
礼
の
執
行
に
対
す
る
報
酬
以
外
の
収
入
を
も
得
て
い
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
確
実
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
土
地
の
労
働
力
に
つ
い
て
は
別
に
考
え
て
み
た
い
。

疑
問
の
生
じ
る
の
は
、

善
功
者
用
地
を
受
給
し
て
い
る
ハ
レ

l
ク
リ
シ
ュ
ナ
H

ゴ
l
ジ
ュ
に
つ
い
て
で
あ
る
。

か
れ
は
稲
作
地
を
本
人

所
持
し
、
木
村
居
住
と
記
録
さ
れ
な
が
ら
、
宅
地
を
保
有
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

か
れ
が
姓
か
ら
察
せ
ら
れ
る
カ
l
ス
ト
帰

属
よ
り
み
て
、
居
村
農
民
の
ラ

I
ム
ス
シ
ダ
ル
ま
た
は
ラ

I
ム
ロ

l
チ
ャ
ン
い
ず
れ
か
の
ゴ

l
シ
ュ
家
の
成
員
と
し
て
そ
の
宅
地
内
に
同

居
し
、
な
ん
ら
か
の
功
徳
あ
っ
て
家
産
た
る
保
有
地
の
う
ち
に
公
租
免
除
地
の
設
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

残
る
七
名
の
他
処
居
住
の
公
租
免
除
地
保
有
者
は
保
有
地
の
耕
作
を
所
持
人
に
委
ね
て
い
た
o

こ
れ
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
よ
う
に
、

本
来
居
村
農
民
の
保
有
地
だ
っ
た
稲
作
地
が
宗
教
家
に
寄
進
・
施
与
さ
れ
、
原
保
有
者
が
所
持
人
と
な
っ
た
も
の
と
私
は
考
え
る
。
こ
の

北
大
文
学
部
紀
要



一
九
世
紀
初
期
西
ベ
シ
ガ
ル
農
村
の
社
会
経
済
関
係
|
|
ゴ
I
パ
l

ル
プ
ル
土
地
文
書
の
研
究

ば
あ
い
原
保
有
者
は
所
持
と
い
う
か
た
ち
で
居
村
農
民
と
し
て
の
永
代
占
取
権
を
保
障
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
土
地
貢
租
は
ザ
ミ

l
γ
ダ

ー
ル
に
対
し
て
で
は
な
く
、
保
有
者
と
な
っ
た
宗
教
家
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
o

も
っ
と
も
、
原
保
有
者
の
ザ
ミ

l
γ
ダ

I
ル
に
輸

納
し
た
土
地
貢
租
額
が
す
べ
て
そ
の
ま
ま
新
保
有
者
に
提
供
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
な
ん
ら
か
の
名
目
で
そ
の
一
部
分
に
と
ど
め
ら
れ

た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
原
保
有
者
が
所
持
人
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
貢
租
負
担
の
軽
減
を
受
け
た
か
ど
う
か
も
当
面
の
文
書
で
は

不
分
明
で
あ
る
が
、
そ
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
思
う
。

こ
こ
で
所
持

(
h
o
H
Q
)

の
問
題
を
既
述
の
論
点
を
も
ふ
く
め
て
一
括
し
て
考
察
し
て
お
こ
う
o

所
持
に
は
保
有
者
が
同
時
に
所
持
人
で

も
あ
る
本
人
所
持
と
、
両
者
が
同
一
人
で
は
な
い
他
人
所
持
と
の
二
形
態
が
あ
っ
て
、
本
人
所
持
は
従
士
給
与
地
の
一
部
と
本
村
居
住
者

保
有
の
公
租
免
除
地
の
一
部
と
に
、
他
人
所
持
は
従
士
給
与
地
の
他
の
一
部
と
他
処
居
住
者
保
有
の
公
租
免
除
地
の
全
部
と
に
、
そ
れ
ぞ

れ
見
出
さ
れ
る
o

ゴ
l
パ

l
ル
。
フ
ル
で
は
本
人
所
持
は
先
述
の
四
件
四
名
で
あ
り
、
他
人
所
持
は
一
二
件
九
名
を
数
え
る
。
と
こ
ろ
で
農
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民
保
有
地

(
均
史
、
ミ
民
)

に
つ
い
て
は
、

い
わ
ば
実
質
上
の
本
人
所
持
に
違
い
な
い
の
に
、

そ
の
よ
う
な
表
現
は
い
っ
さ
い
用
い
ら
れ
な

ぃ
。
こ
れ
は
居
村
農
民
が
村
落
の
土
地
を
所
持
|
|
原
義
で
は
耕
作
ー
ー
す
る
こ
と
が
自
明
で
あ
り
、
他
村
農
民
も
ま
た
そ
の
資
格
で
そ

ラ
イ
1
ヤ
ツ
ト

う
す
る
の
は
当
然
祝
さ
れ
る
こ
と
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
所
持
が
特
記
さ
れ
る
の
は
農
民
身
分
以
外
の
者
に
土
地
が
保
有
さ
れ

る
ぽ
あ
い
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
は
重
要
な
事
実
だ
と
思
わ
れ
る
。

所
持
と
農
制
地
目
と
の
対
応
関
係
を
み
る
と
、
本
人
所
持
は
善
功
者
用
地
に
冬
・
秋
作
稲
作
地
が
あ
る
ほ
か
は
宅
地
と
非
濯
概
台
地
と

か
ら
成
り
、
他
人
所
持
は
両
稲
作
地
と
果
樹
園
・
綿
作
地
に
及
ん
で
い
る
。
善
功
者
用
地
保
有
者
は
先
述
し
た
よ
う
に
居
村
農
民
の
家
系

に
出
自
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
他
人
所
持
の
所
持
人
が
、
農
耕
民
カ
l
ス
ト
に
属
す
る
居
村
農
民
と
基
本
土
地
台
帳
の
上
で
は
居
村
農
民



ゼ
も
龍
村
農
畏
で
も
な
い
農
耕
畏
カ
l
ス
ト
の

に
掘
削
ら
れ
て
お
り
、
龍
村
農
民
で
所
持
人
全
兼
帯
す
る

個
人
名
と
し
て
は
ひ
と

人

件
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
所
持
地
一
件
は

の

、
h
L
W
 

り
も
見
当
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

て
居
村
農
民
に
は

は
一
人
一
一
件
に
限
ら
れ
て
い
る
。
な
お
本
入
所
持
地
も
ま
た
人
で
二
件
以
上
の
一
所
持
地
を
占
取
す
る
鍔
が
あ
る
が
、

て

に
怒
ら
れ
て
い

以
上
は
前
掲
の
諦

表
を
違
約
し
て
の
結
論
で
あ
る
が
、

飽
村
の
事
剖
や
援
史
的
な
領
内
仰
が
現
段
階
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
の

で
、
こ
れ
ら
の
う
ち
ど
こ
ま
で

に
よ
り
ど
こ
か
ら
が
偶
然
の

て
分
離
し
て
い
る
こ
と
だ
け

織
の
来
源
が
、
従
士
給
与
地
を
別
と
し
て
、

目
の
名
称
か
ら
照
的
ら
か
で
必
の
ろ
う
。

の

よ
る
か
は
、
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
な
い
令
そ
の
点
は
と

も
か
く
と
し
て
、
地
入
所
持
に
つ
い
て
は
、

-
労
働
が
所
持
の

の
他
処
震
住
の

で
あ
る
こ
と
を
み
て
と
る
必
要
が
あ
る
。
他
人
所
持

i/' 

し

-
施
与
と
い
う

見
宗
教
的
な
行
為
に
も
と
づ
く
こ
と
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
税
制
地
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と
こ
ろ
で
、

た
よ
ト
フ
に
、

の
公
租
免
叫
問
地
保
有
者
の
地
籍
に
つ
い
て
、
本
入
所
持
と
欝
か

宅
地
と
果
樹
灘
、
ブ
ラ

i
フ
マ
ン
府
地

い
部
分
が
あ
る
。
神

古
学
問
的
地
〈
N
V
内
部
乳
司
令
)
の
う
ち
シ
ヅ
デ
I
シ
ュ
ワ

P
1
甘
タ

i
グ
ラ
!
日
一

i

(~rbp・

議
ミ
ミ
)
の
う
ち
一
ブ
ー
ム
モ
:
ハ
シ
H

チ
ャ
グ
ラ
ヴ
ァ
ル
ヅ
テ
ィ
の

と
果
鰭
圏
、

ハ
レ

i
ク
リ
J

ジ
品
ナ
持
ム
コ

i
パ
デ
ャ
イ

の
弔
議
、

グ
ィ
シ
ュ
ヌ

(
N
W

ミ
4
q
R
W
ミ
ミ
)
の
う
ち
ラ

1
ム円
HTEEPEE-

チ
ャ
ン
H

バ
イ
ラ
ー
ギ
!
の
宅
地
の

間

で
占
め
る
。

か
れ
ら
の
う
ち
ム
ヌ
l
パ
デ
ャ
イ
と
ラ
l
ム
ロ

I
チ
ヤ
ジ
と
は
、
加
に
「
本
人
所
持
い
と
明
記
さ
れ
た
非
穣
減
合
域
全
保
有
し
て
い
る
。

こ
の
あ
と
の

一
例
の
よ
う
に
、
開
…
税
鱒
池
宮
の
内
部
で
本
入
所
持
地
と
そ
う
で
な
い
土
地
と
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、

の
南
方
の

に
対
す
る
椴
郡
の

ま
で
は
行
か
な
く
と
も
、
先
述
し

う
に
、
土
地

の
援
を
物
語
る
も
の
の
よ
う
に
考
え
ら



一
九
世
紀
初
湖
沼
ベ
ジ
ガ
ル
農
村
の
社
会
絞
済
関
係
|
|
ゴ

l
パ

i
ル
プ
ル

私
は
こ
の

ま
ず
、
村
の

の
の
ち
に
宅
地
用

た
器
分
と
、

か
れ
ら
が
来
特
定
着
の
の
や
り
に
か
れ
ら
の

力
会
も
っ
て
儲
開
発
し
た
部
分
と
の
詔
違
と
考
え
、

の
披
潔
は
、
銀
方
で
キ
シ
ョ
ー
ル
ダ
ー
ス
H

バ
イ
ラ

i
Mヤ
1

た
も
の

て
お
き
た
い
。

対
誌
す
る
。

が
私
は
、
か
れ
が
も
と
は

ロ
l
チ
ャ

γ
は
た
ぶ
ん
村
外
か
ら
入
っ
て
宅
地
の

の
み
で
も
「
本
入
所
持
」

で
信
仰
上
の
動
緩
か
ら
修
道
の
生
活
に
入
っ
た
も
の
と
み
た
い
。
日
ブ
ー
ム

た
も
の
で
、
非
議
議
ム
ロ
地
の

て
い
る
と
い

た
ら
し
い
。
シ
ャ

1
キ
ル
日
デ
ワ

1
γ
も
宅
地
の
み
保
有
す
る
が
、

か
れ
の
ば
あ
い
は

の
読
後
か
ら
自
力

っ
て
き

と
さ
え

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、

の
ム
ス
H
Y

ム
は
こ
の
ブ
ァ
キ
ー
ル
の

い
う
状
況
か
ら
み
て
、
「
本
村
居
住
」
の

に
欠
け
る
こ
と
と
、

や
t主

の
み
提
供
さ
れ
た
こ
と
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う

の
条
件
と
し
て
、

の
開
発
が
所
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る
こ
と
が

な
ら
ば
、

に
は
な
さ
れ
た
も
の

持
人
語
科
%
な
い
し
そ
の
父
親
の
労
働
力
支
出
の

次
に
所
持
人
の

-
施
与
に
よ
る

に
つ
い
て
も
ま
た

の
移
動
を
想
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な で
も
あ
る
所
持
人
に
つ
い
て
は
、
か

の
本
来
の
保
有
総
の

に
、
そ
の
よ
う
に
し
て
所
持
の
権
利
を
儲
保
し
た
語

て

寄

進

・

の

耕

作

に

従

村
農
民
が
退
転
し
た
ば
あ
い
に
、

る
家
系

の
者
や
他
村
の
農
民
が
そ
れ

事
し
た

と
が
あ
っ
た
と
い
う
推
測
も
下
し
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

で
は
な
い
六
人
の
所
持
人
は
龍
村
農
民
と

閉
じ
く
登
録
さ
れ
た
宅
地
安
保
有
し
な
い
の
℃
あ
る
が
、
他
村
幽
庶
民
と
能
人
保
有
地

の
見
当
ら
な
い
こ
と
と

な
ら
べ
て
、
そ
の
市
内
容
は
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

右
六
人
の
う
あ
バ
ス
娃
の
ニ
名
、
ダ
ヤ

i
ラ
1
ム
と

デ
ィ
ラ
;
ム
と
は
、
龍
村
農
民
ジ
ャ
ガ

γ
モ
i
ハ

γ
の
親
譲

っ
た
可
能
性



つ
ま
り
、
他
村
農
民
保
有
地
か
ら
の
寄
進
・
施
与
が
行
わ
れ
、
他
村
農
民
は
所
持
せ
ず
非
居
村
農
民
所
持
人
は
一
件
の
み
所
持

す
る
と
い
う
先
述
の
想
定
さ
れ
る
原
則
に
も
と
ぞ
つ
い
て
、
家
族
内
で
の
名
儀
の
分
散
が
行
わ
れ
た
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ば
あ
い

が
あ
る
。

ジ
ャ
ガ
ソ
モ

l
ハ
シ
保
有
地
を
退
転
し
た
旧
保
有
者
の
ラ
l
ム
モ

l

ハ
ソ
リ
ダ
l
ス
が
居
村
農
民
で
あ
っ
て
、

ま
で
の
所
持
地
が
バ
ス
家
内
で
の
名
儀
分
散
に
よ
っ
て
承
継
さ
れ
た
と
み
れ
ば
、
よ
り
納
得
が
行
く
だ
ろ
う
o

バ
ス
コ
一
名
の
親
族
関
係
が

否
定
さ
れ
る
と
し
て
も
、
少
く
と
も
ニ
デ
ィ
ラ

l
ム
は
他
の
両
名
の
い
ず
れ
か
と
関
係
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
か
れ
の
所
持
地
は
生
計
を

維
持
し
う
る
大
き
さ
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
結
論
に
は
達
し
な
い
が
、
バ
ス
姓
所
持
人
の
あ
り
ょ
う
の
可
能
性
は
お
そ
ら
く
右
の
範
囲

に
つ
い
て
は
、

か
れ
の
代

内
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ラ
l
ダ

i
グ
リ
シ
ュ
ナ
リ
ゴ
l
シ
ュ
は
果
樹
園
の
み
の
所
持
人
と
し
て
現
わ
れ
る
。

か
れ
と
こ
の
果
樹
園
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

次

の
三
つ
の
ば
あ
い
が
考
え
ら
れ
る
。
①
ザ
ミ

I
γ
ダ
I
ル
直
轄
の
果
樹
園
が
他
処
居
住
の
ブ
ラ
l
フ
マ

γ
で
あ
る
ゴ
l
ピ

1
ナ
1
ト
リ
タ
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ー
グ
ル
そ
の
人
ま
た
は
か
れ
の
父
祖
に
寄
進
・
施
与
さ
れ
、
ゴ
l
シ
ュ
家
は
上
記
両
者
ま
た
は
そ
の
一
方
か
ら
果
樹
園
の
経
営
・
管
理
を

委
託
な
い
し
命
令
さ
れ
た
。
②
果
樹
園
は
ゴ
l
シ
ュ
そ
の
人
ま
た
は
か
れ
の
矢
祖
が
開
発
し
た
も
の
で
、

そ
れ
が
タ
l
ク
ル
家
に
寄

進
・
施
与
さ
れ
た
の
ち
も
、
開
発
者
の
権
利
が
所
持
の
権
利
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。
③
タ

l
ク
ル
家
は
ザ
ミ

l
γ

ダ
I
ル
か
ら
土
地
の

寄
進
・
施
与
を
受
け
、
ゴ
l
シ
ュ
家
と
の
傭
役
契
約
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
そ
の
土
地
を
果
樹
園
に
造
成
さ
せ
、
以
後
も
ひ
き
続
い
て

経
営
管
理
に
当
ら
せ
て
い
る
。
果
樹
園
一
般
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
改
め
て
次
節
で
説
く
が
、
右
=
一
様
の
可
能
性
の
い
ず
れ
が
妥
当
す
る

か
は
史
料
の
限
り
で
は
決
定
し
が
た
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
ラ

1
ダ
l
グ
リ
シ
ュ
ナ
H

ゴ
1
ジ
ュ
は
、

居
村
農
民
の
ラ
l
ム
ス

γ
ダ
ル
か

ラ
l
ム
ロ

l
チ
ャ

γ
な
い
し
は
他
村
農
民
の
ラ
l
ム
ハ
リ
の
=
一
ゴ

l
シ
ュ
家
の
い
ず
れ
か
と
同
一
の
家
系
に
属
し
た
者
で
は
な
か
ろ
う

カミ。

北
大
文
学
部
紀
要



一
九
世
紀
初
期
磁
ベ
ン
ガ
ル
農
村
の
社
会
絞
済
関
係
1
1
1ゴ
1
パ

i

ル
プ
ル

ソ

i
メ

1
一ブ

1
ム
H

ダ
;
ス
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
の
で
繰
返
さ
な
い
。

ラ
ー
ム
ダ
ン
話
デ
ー
は

の
カ

1
リ

1
チ
ャ
ラ
ソ
H
J
ア

l

は
家
系
関
括
会
仮
廷
で
き
な
い
。

治三

i司

し
た
か
一
合
か
は

ラ
i
ム
ダ

γ
は
宅
地
を
保
有
し
な
い
か
ら
本
来
患
村
農
民
で
は
な
か
っ
た

て
よ
い
。
思
う
に
か
れ
は

神
事
用
地
耕
作
の
た
め
に
抱
村
か
ら

神
事
用
織
の
厳
係
有
者
な
い
し
探
所
持
人
に
つ
い
て

の
非
蔚
村
幾
民
所
持
人
に
つ
い
て
は
、
か
れ
ら
が
公
譲
力
に
よ
る
宅
地
の
叡
会
文
最
を
免
れ
る
こ
と
の
で
き

た
も
の
で
、
そ
の
た
め
に
他
村
幾
民
身
分
を
取
得
し
て
誌
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

の
担
依
拠
を
欠
く
。

な
ニfoは
な
か
っ

と
い
う
推
認
も
で
き
な
く
は
な
い
。
議
に
い

た
ば
か
り
の
デ
ー
に
つ
い
て
は
、
所
持
地
量
の

通

コ

メ

b
f
y
 

て
も
、
そ
の
推
測
な
捨
て
が
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
務
績
の
蓋
然
性
は
さ
し
あ
た
り
低
い
よ
う
で
あ
る
。

残
る
ラ

l
ム
ダ
γ
H
e
コ
i
プ
は
、

本
来
拭
牧
牛
者
の
カ

1
ス
ト
に
露
す
る
滋
が
、
議
牧
か

も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
か
れ
か
か

父
親
が
綿
作
柏
崎
な
開
発
し
、

ザ
ミ

i
ン
ダ
I
ル
が
こ

せ
る
事
例
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た
も
の
で

以
上
要
す
る
に
、
的
国
処
岩
住
者
問
時
有
に
か
か
る

れ
る
付
加
誌
の
土
地
と
原
沼
津
有
者
と
の
関
係
な
ら
び
に
以
後
の
変
化
を
内
切
す
る
た
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
者
の
権
料

は
所
持
位
。
言
)
と
し
れ
る
が
、
こ
の
に
は
法
律
的
な
滋
味
で
の
い
わ
ゆ
る
下
級
所
有
の
基
礎
的
先
行
的
条
件
を
な
す
労

織
に
も
と
づ
く
現
有
の

-
公
開
総
免
絵
地
の
権
利
関
保
は
、

-
施
与
さ

持
人
は
公
法
上
の
器
材
農
民
で
あ
る

の
ほ
か
に
、

議
節
で
述
べ
た
身
分
賠
屠
集
団
と
の

浮?

ふ
く
ま
れ
て
い
た
よ
う
に

の

は
な
い
い

し、

の

村
方
扱
い
の
他
村
議
長
と
か

れ
て
い
た
、
と
い
い
う
る
の
で
は



+エ(
1
〉
一
7
1
イ
(
何
回
苫
)
は
お
そ
ら
く
名
誉
称
号
で
あ
ろ
う
。
「
チ
ヤ
ウ
ド
ロ

リ
(
の
お
突
出
h
w
N

号
、
ご
。
s
h
h
Sミ
、
問
)
は
位
階

(Hgr)
は
ザ
ミ

l

ン
ダ
l
ル
に

次
ぐ
け
れ
ど
も
、
立
場
は
劣
る
(
口
弘
司
ユ
O
H
)
。
か
れ
も
ま
た
一
地
域
の
最

上
級
者
(
任
問
団
口
宮
ユ
O
H
O
町
田
任
問
門
ユ
ロ
乙
で
あ
っ
て
、
他
の
諸
点
で
は
た

い
て
い
ザ
ミ
l
ン
ダ
l
ル
に
類
似
し
て
い
る
。
」
(
吋
』
即
時
弘
遣
な
民
同
町
、
S
4
u

N
u
v

∞∞
w
M
F
国
・
何
回
H
H
H

印『
O
同

r
m
g
w
q
h
v
h
た
-
w
H】
-
H
O
A
F
-
)

ガ
ウ
ル
モ

l
ハ
ン

の
家
系
は
た
ど
れ
な
い
が
、
ラ

l
イ
日
チ
ヤ
ウ
ド
リ
は
本
来
の
家
系
名
称

で
は
な
い
。

(
2
〉
拙
稿
一

O
(未
発
表
)
で
再
説
す
る
。

(

3

)

木
稿

I
第
三
節
註
初
参
照
。

(
4
)
居
村
農
民
保
有
地
を
居
村
農
民
以
外
の
者
が
購
入
し
て
、
土
地
と
と

も
に
身
分
を
も
取
得
す
る
と
い
う
慣
行
が
、
マ
ハ

l
ラ
l
シ
ュ
ト
ラ
の
ジ

ヤ
タ

(
h
b
s
b
)

制
度
か
ら
類
推
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
ベ
ン
ガ
ル
で

は
そ
う
し
た
慣
行
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

(
5
〉

本

稿

I
第
五
節
参
照
。
ピ
ガ
i
あ
た
り
五
ル
ピ

l
の
宅
地
地
代
は
、

サ
ド
ゴ

l
プ
に
対
し
て
も
ナ

l
イ
等
に
対
し
て
も
一
律
無
差
別
で
あ
っ

た。

(
6
)
H
E
r
m
は
「
厳
密
な
」
と
か
「
正
確
な
」
と
か
い
う
意
味
で
あ
る
。

土
地
H
地
租
制
度
用
語
と
し
て
の
吋
旨
お
np
吋』
v
s
h
は
「
確
定
し
た
貢
租

額
」
の
支
払
い
を
条
件
と
す
る
土
地
所
有
保
有
・
を
意
味
し
、
ア
ラ
ビ

ア
・
ベ
ル
シ
ア
語
起
源
の
』
内
民
向
島
号
、
三
と
同
義
で
あ
る
。
荒
蕪
地
開
発

北
大
文
学
部
紀
要

に
か
か
る
条
件
の
土
地
保
有
と
貢
租
負
担
と
が
適
用
さ
れ
た
と
こ
ろ
か

ら
、
「
雇
傭
契
約
に
よ
る
耕
作
」
と
理
解
さ
れ
る
傾
向
も
生
じ
た
ら
し
く
、

。
切
N
A
-
w
b・
日
で
は

R
F田
口
仏
切
口
戸
}
己
ぐ
え
巾
円
円
『
可

E
同巾

C
吋口
O
出
口
問
円
七

と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
条
件
に
よ
る
土
地
保
有
者
を
吋
云
吉
丸
S
J

吋
宮
古
母
、
ま
た
は
』

h
s
n
qミ
ミ
缶
、
と
い
う
。
な
お
国
・
出
・
巧

r
o
p

e
門戸
w

』官、・

g
H
l
∞ω
N
・
を
参
照
。

(

7

)

ベ
ン
ガ
ル
北
部
の
ク

I
チ
H
ピ
ハ

l
ル
の
史
料
例
か
ら
で
は
あ
る

が
、
ザ
ミ

l
ン
ダ
1

ル
の
従
土
(
(
り
ぬ
除
ぬ
こ
は
現
地
任
用
に
よ
ら
ず
他
地
方

人
を
採
用
し
た
も
の
ら
し
い
。
拙
稿
八
第
一
節
註

M
参
照
。

(
7
〉

本

稿

I
第
二
節
註
却
所
引
の
ベ
イ
ド
ゥ
ソ
日
ポ
ウ
エ
ル
説
で
は
、
村

落
の
土
地
の
一
部
分
が
所
持
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
は
明
確
に
示
し

て
い
な
い
。
か
れ
は
広
域
的
に
み
ら
れ
る
事
態
の
み
を
考
察
の
対
象
と
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

(

8

)

こ
こ
で
い
う
労
働
に
は
、
非
血
縁
の
従
属
的
労
働
者
を
自
ら
直
接
に

管
理
統
制
し
使
役
す
る
よ
う
な
ば
あ
い
ま
で
を
、
ふ
く
め
て
考
え
て
お
き

た
い
。
そ
の
よ
う
な
い
わ
ば
上
位
の
労
働
者
に
は
、
管
理
機
能
を
根
拠
と

す
る
従
属
的
労
働
者
の
剰
余
労
働
の
収
奪
が
、
可
能
で
も
必
要
で
も
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
ジ
ヤ
シ
ョ

l

ハ
ル
県
(
」
弘

o
r
R
P
一「盟国

Rm)
の
十
八
世
紀

末
の
事
例
で
は
、

HDHh叫
む
『
は
「
一
村
務
全
部
ま
た
は
そ
の
半
分
に
保
有

地
を
ひ
ろ
げ
、
自
ら
の
手
で
耕
作
す
る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
が
、
時
に
は

か
れ
の
用
人
た
ち
(
由
民
〈
E
Z
)
に
よ
る
耕
作
地
を
も
つ
こ
と
も
あ
る
」
人

び
と
で
あ
り
、
実
際
の
農
業
労
働
に
従
事
す
る

H
S志
向
礼
品
、

(HSSR-hp楠、)
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九
世
紀
初
期
務
ベ
シ
ガ
ル
農
村
の
社
会
経
済
関
係

i
lゴ
;
パ

i
ル
プ
ル
土
地
文
蓄
の
研
究

と
は
ほ
刻
さ
れ
て
い
た
(
』
・
宅
急
ユ
S
L
u
h
N吋
会
話
、
4
S
H
b
a
b
芝
之
町
内

qL

司、2
8『
F
N
H
H
仏
乱
MMew
の向}円三

g
w
g立
J

H

Y

認申・
)

o

d

唱
っ
と
も
ゴ

i
vハ
i
ル
プ
ん
の
所
持
人
は
こ
う
し
た
お
お
が
か
h
J
の
も
の
で
は
な
い
。

ハ
合
〉
纏
災
地
刊
行
致
官
の
学
聞
に
短
縮
叫
す
る
土
地
持
地
稜
綴
波
紋
党
の
な
か

、
、
、
、
、
、
、
、
、

で
は
、
労
働
に
も
と
づ
く
所
有
は
い
っ
さ
い
防
怒
に
さ
れ
ず
、
以
奪
に
も

と
づ
く
所
有
つ
ま
ち
法
制
上
の
権
利
関
係
と
し
て
の
所
有
の
み
、
が
議
開
ら
れ

て
来
て
お
り
、
現
代
の
研
究
変
と
て
も
こ
う
し
た
綴
見
か
ら
自
由
で
は
危

ぃ
。
経
済
ふ
ん
の
則
前
学
実
関
係
、
役
こ
そ
透
視
す
べ
き
惜
し
あ
ろ
う
。

土
地
保

関

係

〈
ニ
)
農
部
地
目
を
中
心
に

弱
節
で
は
土
地
保
有
者
の

の
内
容
に
つ
い
て
、
基
本
土
地
台
緩
か
ら
判
明
す
る
限
り
泳
、
主
と
し
て
身
分
と
税
制
地

自
の
観
点
か
ら
考
察
し
て
み
た
の
で
、
本
節
で
は
主
と
し
て
農
幌
地
図
の

農
制
地
百
が
大
別
し
て
腹
部
地
{
同
判
官
た
お
)
と
不
産
出
地
屯
ミ
P
N〉
の
二
群
と
な
る
の
は
、

ら
の

は
か
つ
て
み
よ
う
と
思
う
。

は
じ
め
に
述
べ

お
り
だ
が
、

で

た
よ
う
に
、
不
運
山
山
地
を
構
成
す
る
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産
出
地
の
う
ち
の
貯
水
池
百
怠
言
及
A
N

ご
と
は
、
税
制
地
協
の
上
で
は

話
し
て
公
組
給
付
地
(
同
案
内
な
尽
に
入
れ
ら
れ
、
入
会
地
〈
町
内
さ
さ
守
h

ふ
と
し
て
ほ
分
さ
れ
て
い
た
。

問
問
が
、
農
誌
に
よ
る
直
接
の
居
住
や
耕
作
の

の
こ
と
は
こ
れ
ら
の
農
副
総
地

と
づ
く
も
の
と
考
え
ら

構
成
箆
家
族
の
持
分
地
{
保
有
地
)
か
ら
共
同
制
利
用
地
に

し
て
の
ザ
ミ

i
γ

〆
i
ル
の
直
轄
下
に
お
か
れ
て
い
た
も
の
で
る
ろ
う
。
入
会
地
は
こ
の

営
な
ま
れ
る
農
業
生
鐙
に
対
し
、
教
牧
や
家
畜
の
屍
体
の
処
濃
等
々
の
迂
留
し
た
形
態
安

通
し
て
そ
れ
を
補
完
す
る
共
同
体
謀
総
を
存
在
の
根
拠
と
す
る
と
と
も
に
、
地
方
で
は
、
ザ
ミ

l
γ
ダ
i
ル
の
村
落
支
配
の
た
め
の
ひ
と
つ

、'u 

は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ザ
ミ

l
γ
ダ
!
ル
の
課
税
資
産
と
し
て
ム
ガ
ル

の

側
か
ら

れ
て
い

こ
れ
ら
の
地
片
は
お
そ
ら
く
村
審
開
発
以
来
共
関

利
尾
地
と
し

れ
て
き
た
土
地
と
、
そ
の
の

れ
た
土
地
と
か

ら
な
る
も
の
で
、
広
波
に
わ

よ
う
に
し
て

は
綿
別
家
系
に
分
散
し

の
物
質
的
基
礎
を
な
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
入
会
地
は
か
か
る
も
の
と
し
て
農
外
資
租
志
向
は
る

の
段
取
滋
と
な
っ
た
の
で



し
か
し
な
が
ら
、
右
の
一
般
論
に
は
な
お
再
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
農
業
生
産
を
迂
回
補
完
す
る
が
ゆ
え
に
ザ
ミ
l
γ
ダ

l
ル
の
貢
租

請
求
の
根
拠
を
な
し
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
国
家
へ
の
公
租
給
付
地
と
し
て
も
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
放
牧
地

(
C
R
q
E
q
b
)
・

道
路
(
勾
qhHq)
・
死
畜
遺
棄
場

(
N
w
p
q
h
q
E
)

そ
し
て
貯
水
地
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
可
耕
荒
蕪
地

(
h
q
s
b
)
も
潜
勢
的
に
土
地
貢
租

(
ミ
ミ
)
を
産
出
し
う
る
も
の
と
し
て
、
公
租
を
賦
課
さ
れ
る
の
は
む
し
ろ
自
然
で
あ
ろ
う
。
思
う
に
産
出
地
と
入
会
地
と
の
交
替
(
同
ミ
同
)

は
、
具
体
的
に
は
産
出
地
と
可
耕
荒
蕪
地
と
の
交
替
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
し
か
ら
ば
完
全
荒
蕪
地

(
b
R
q
E
S
Q
)
、
文
字
ど
お
り
に
は

十

1
・
ラ
ー
イ
グ

居
住
・
農
耕
の
用
益
に
「
不
適
当
な
」
土
地
が
、
な
に
ゆ
え
こ
と
さ
ら
に
丈
量
さ
れ
公
租
賦
課
の
対
象
と
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
貯
水
池

な
ん
び
と

に
つ
い
て
は
、
何
人
も
現
実
に
土
地
貢
租
(
地
代
)
を
負
担
し
て
い
な
い
「
ゴ
l
シ
ュ
池
(
の

Z
官

、
s
b
b
ミ
包
ご
が
な
に
ゆ
え
に
産

同
じ
貯
水
池
で
も
「
シ
ャ
l
ム
リ
ナ

l
ピ
ト
の
池
(
尽
き
悼
む
宮
町
立
な
さ

HUS宮
ミ
品
、
)
」
は
、
な
に

出
地
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
か
。

公
租
給
付
地
と
し
て
の
完
全
荒
蕪
地
は
、

お
そ
ら
く
は
そ
れ
が
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
農
民
の
生
活
と
密
着
し
た
機
能
を
も
ち
、
そ
れ
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ゆ
え
に
丈
量
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
が
わ
れ
わ
れ
の
史
料
か
ら
直
ち
に
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

ゆ
え
に
ザ
ミ
l
γ
ダ

I
ル
の
な
ん
ら
か
の
貢
租
請
求
権
が
こ
の
地
片
に
も
及
ん
で
い
た
、
と
考
え
る
の
で
な
け
れ
ば
意
味
を
な
さ
な
い
で

あ
ろ
う
o

第
二
表
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
こ
の
完
全
荒
蕪
地
は
面
積
も
か
な
り
広
く
、
両
辺
の
比
が
ほ
ぼ
一

O
対
七
く
ら
い
の
は
ば
の
あ

る
方
形
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
地
片
の
用
途
は
基
本
土
地
台
帳
か
ら
直
接
に
は
判
明
し
な
い
が
、
そ
の
形
状
と
面
積
か
ら
想
像
し
、
農
地

以
外
の
ザ
ミ
l
γ
ダ

l
ル
の
領
地
と
農
外
貢
粗
収
入
と
の
一
般
的
な
対
応
関
係
を
念
頭
に
お
い
て
、
こ
の
村
に
お
け
る
土
地
貢
租
の
金
納

と
そ
れ
が
前
提
す
る
で
あ
ろ
う
農
産
物
の
一
定
程
度
の
商
品
化
な
り
農
民
の
貨
幣
援
受
な
り
と
を
推
察
の
根
拠
と
す
る
な
ら
ば
、
完
全
荒

蕪
地
の
用
途
の
少
く
と
も
ひ
と
つ
が
、
定
期
市
(
固
と
)
の
開
設
の
場
所
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
試
案
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ナ
ー
・
ラ
1
イ
グ

そ
れ
ゆ
え
に
こ
の
地
片
は
居
住
農
耕
に
「
不
適
当
な
」
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
、
ザ
ミ
l
γ
ダ

I
ル
は
こ
の
地
片

北
大
文
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の
用
益
料
と
し
て
開
市
料
や
商
品
の
領
内
通
過
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
収
入
に
対
し
て
ム
ガ
ル
国
家
が
課
税
資
産
の
認
定
を
行

な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
丈
量
は
お
そ
ら
く
定
期
市
の
規
模
を
推
定
す
る
根
拠
を
得
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

う
。
い
ま
ひ
と
つ
の
同
じ
く
蓋
然
性
の
高
い
解
釈
は
、
完
全
荒
蕪
地
を
建
材
や
燃
料
と
す
る
木
材
、
建
材
や
飼
料
あ
る
い
は
加
工
材
料
と

し
て
の
革
、
山
菜
や
自
然
の
果
実
な
ど
の
採
集
の
た
め
の
共
有
地
と
み
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
て
も
な
お
、
ザ
ミ
l
γ
ダ
.
l
ル
の

農
外
貢
租
な
り
雑
税

(
N
W
R
S
H
Q
ミ
ヘ
)
な
り
の
収
入
を
見
積
り
、
村
落
の
土
地
の
総
量
を
知
る
た
め
の
丈
量
の
必
要
性
に
か
わ
り
は
な
い

で
あ
ろ
う
o

完
全
荒
蕪
地
が
公
租
給
付
地
と
さ
れ
る
根
拠
の
一
二
を
、
私
は
さ
し
あ
た
り
右
の
よ
う
に
推
定
し
て
お
き
た
い
。
総
じ
て
均
忠
、
ミ
札
は

貨
幣
貢
租
給
付
地
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
同
MNhsE、
む
は
生
物
貢
租
給
付
地
で
あ
る
と
す
る
理
解
の
仕
方
は
、
誤
り
で
は
な
い
に
せ
よ

限
界
を
も
っ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

貯
水
池
の
問
題
に
つ
い
て
は
左
の
よ
う
に
考
え
た
い
。

パ
ル
ミ
ラ
や
し

登
載
さ
れ
、
し
か
も
実
際
は
多
羅
樹
の
樹
林
で
お
そ
ら
く
は
固
ま
れ
た
さ
ほ
ど
水
量
の
多
く
な
い
池
で
あ
る
か
ら
、
村
全
体
の
た
め
の
農

業
用
水
池
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
果
樹
園

(
N
w
p
q
傾
向
芯
)
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
池
に
つ
い
た
名
称
と
造
池
・
植
林
に
要
し
た

「
ゴ
l
シ
ュ
池
」
は
稲
作
地
部
分
を
ふ
く
ま
な
い
基
本
土
地
台
帳
の
第
二
部
に
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で
あ
ろ
う
資
力
か
ら
み
て
、

パ
ル
ミ
ラ
や
し

の
池
を
聞
い
て
多
羅
樹
を
植
え
、
貢
租
を
支
払
っ
て
享
受
し
て
い
た
が
、
同
人
の
死
去
な
り
当
ゴ
l
シ
ュ
家
の
放
棄
な
り
に
よ
っ
て
、

ミ
ー

γ
ダ

l
ル
の
直
轄
に
帰
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

特
契
小
作
地
の
開
発
に
当
っ
た
退
転
者
の
ラ

1
ム
プ
ラ
サ
l
ド
H
ゴ
l
シ
ュ
ま
た
は
か
れ
の
父
祖
が
、

う戸

」ザ

そ
う
考
え
る
の
で
な
い
な
ら
ば
、

「
ゴ
l
シ
ュ
池
」
の
み
が
丈
量
さ

れ
立
木
の
数
を
数
え
ら
れ
て
産
出
地
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
理
解
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
「
シ
ャ
l
ム
日
ナ
l
ピ
ト
の
池
」
が
、

丈
量
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
国
家
法
制
上
い
か
な
る
地
目
に



も
属
さ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
o

公
租
免
除
地
で
さ
え
丈
量
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
が
国
家
収
租
権
の
本
来
は
及
ぶ
べ
き
土
地
で
あ
っ

て
、
租
額
を
計
量
し
て
収
租
権
を
功
徳
あ
る
私
人
に
許
与
す
る
趣
旨
で
あ
っ
た
。
国
家
収
租
権
の
及
ぶ
土
地
と
は
、
基
本
土
地
台
帳
に
み

る
よ
う
に
、
ザ
ミ

l
γ
ダ

l
ル
が
金
銭
な
り
現
物
な
り
の
収
入
を
期
待
で
き
る
土
地
で
あ
る
。
こ
の
推
定
に
誤
り
が
な
い
と
す
れ
ば
、

「
ジ
ャ

1
ム
H

ナ

1
ピ
ト
の
池
」
は
「
パ
ン
チ
ャ

l
ナ
シ
H

ト
ラ

I
」
と
同
じ
く
儀
礼
に
関
係
す
る
施
設
で
あ
る
か
、

あ
る
い
は
農
民
の

共
同
労
働
H
賦
役
を
も
っ
て
維
持
さ
れ
る
全
村
の
た
め
の
農
業
用
水
池
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
国
家
収
租
権
が
及

ば
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
一
言
し
て
お
け
ば
、

ゴ
1
パ
l
ル
プ
ル
村
の
池
が
右
の
二
つ
以
外
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、

史
料
の
限
り
で
は
判
然
と
し
な

ぃ
。
最
近
の
村
落
調
査
な
ど
か
ら
推
測
す
れ
ば
よ
り
多
数
の
池
が
あ
っ
て
よ
い
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
地
域
的
特
性
や
時
代
の
推
移
に
伴

分
散
し
て
い
る
が
、

不
産
出
地
で
史
料
上
も
う
ひ
と
つ
問
題
と
な
る
の
は
死
畜
遺
棄
場
で
あ
る
。
前
掲
の
第
一
表
で
示
し
た
よ
う
に
こ
れ
は
二
丈
量
区
画
に

一
方
は
項
目
(
人

tqsc
・
農
制
地
目
(
己
ミ

S)
欄
と
も
に

N
w
p
p
m
g
d
と
記
入
さ
れ
て
い
る
の
に
、
他
方
の
項
目
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な
う
変
化
を
考
え
る
と
、
ニ
れ
も
ま
た
疑
問
と
し
て
保
留
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
o

欄
は

'
E
H
Q
』
U

ね
た
吉
と
な
っ
て
い
る
。

」
れ
は
お
そ
ら
く
も
と
は
居
住
地
か
農
地
で
あ
っ
た
も
の
が
、

そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
は
用

い
ら
れ
な
く
な
り
、
既
設
の
死
畜
遺
棄
場
に
追
加
転
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

産
出
地
の
な
か
で
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
、
村
の
全
収
公
地

(
h
h
N
b
h
宮
、
む
き
刊
)

の
四
九
・
三
%
を
占
め
る
冬
作
稲
作
地
(
弘
史
札
)
で
あ

り

一
四
・
二
%
の
秋
作
稲
作
地
(
仇
足
時
Nq)
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
冬
作
稲
作
地
の
六
九
・
八
%
、
秋
作
稲
作
地
の
五
八
・
三
%
は
農
民
保
有

地
(
勾
h
c
a
H凡
)
と
な
っ
て
お
り
、
実
に
公
租
給
付
地
の
六
二
・
六
%
が
秋
・
冬
の
稲
作
地
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ゴ

l
バ

l
ル
プ
ル

の
中
心
産
業
が
稲
作
農
業
に
あ
っ
て
、
土
地
貢
租
の
大
部
分
が
そ
れ
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
冬
作
地
と
秋
作
地
と
の
面

北
大
文
学
部
紀
要
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積
の
比
率
は
全
村
で
ほ
ぼ
七
対
二
と
な
り
、
前
者
が
明
ら
か
に
優
先
す
る
が
、
冬
作
地
の
五
三
・
六
%
、
秋
作
地
の
五
一
・

O
Mが
居
村

農
民
の
保
有
地
・
特
契
小
作
地
と
し
て
占
取
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
全
村
規
模
で
み
る
限
り
は
、
両
稲
作
地
の
農
業
経
営
上
の
比
重
に
さ

ほ
ど
の
軽
重
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
面
積
は
少
く
と
も
土
地
貢
租
率
は
秋
作
地
の
方
が
高
か
っ
た
こ
と
は
、
前
述
し

た
と
お
り
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
こ
の
地
目
の
土
地
を
利
用
し
て
栽
培
さ
れ
る
稲
以
外
の
作
物
が
、
当
時
の
農
業
経
済
上
重
要
か
つ
有
利
で

あ
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
基
本
土
地
台
帳
を
仔
細
に
点
検
す
れ
ば
、

い
く
つ
か
の
疑
問
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
稲
作
地
の
保
有
者
は
総
数

一
六
名
で
あ
る
が
、
秋
・
冬
稲
作
地
を
あ
わ
せ
も
つ
者
は
四
人
に
す
ぎ
ず
、
冬
作
地
の
み
が
九
人
、
秋
作
地
の
み
が
=
一
人
と
な
る
。
退
転

地
の
承
継
や
寄
進
・
施
与
の
偶
然
的
要
因
を
省
い
て
居
村
農
民
の
み
を
み
て
も
、
そ
の
農
耕
民
カ
l
ス
ト
五
家
族
(
一
二
二
三
年
当
初
は

四
家
族
)

の
う
ち
、
両
稲
作
地
を
あ
わ
せ
も
つ
者
は
二
家
族
で
あ
っ
て
、
二
家
族
(
一
家
族
)

は
冬
作
地
の
み
、

一
家
族
は
秋
作
地
の
み
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を
保
有
し
て
い
る
o

こ
の
不
均
衡
は
何
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

秋
・
冬
稲
作
地
を
あ
わ
せ
も
つ
の
は
、

ラ
l
ム
ド
ク
ラ
l
ル
H
パ

l
ル
家
と
ラ
l
ム
ジ
ャ
イ
日
ダ
l
ス
家
と
で
あ
る
。

ゴ
l
シ
ュ
一
一
一
家

は
、
ラ
l
ム
ス
γ
ダ
ル
と
そ
こ
か
ら
分
産
し
た
タ
l
ラ
l
チ
ャ
l
γ
ド
と
は
冬
作
地
の
み
、
ラ
l
ム
ロ
l
チ
ャ
シ
は
秋
作
地
の
み
、

と
し、

う
状
態
に
あ
る
。
こ
こ
で
か
な
り
大
胆
な
臆
測
を
試
み
る
な
ら
ば
、
ラ

l
ム
ス
ン
ダ
ル
と
ラ
l
ム
ロ

I
チ
ャ

γ
と
が
本
来
同
一
の
家
系
に

属
し
、
家
産
の
分
割
に
際
し
て
秋
作
地
の
み
を
ラ
l
ム
ロ
l
チ
ャ

γ
方
に
与
え
た
、
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
労
働

組
織
や
水
利
技
術
の
必
要
上
、
冬
作
地
は
ラ
l
ム
ス
ン
ダ
ル
方
に
残
し
、
ラ
l
ム
ロ
l
チ
ャ
γ
方
は
ラ

I
ム
ス
ン
ダ
ル
方
の
冬
作
地
に
労

働
力
を
提
供
し
、
作
物
の
一
定
部
分
の
支
給
に
与
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
も
し
善
功
者
用
地
保
有
者
た
る
ハ
レ

l
ク
リ
シ
ュ
ナ

日ゴ

l
シ
ュ
が
ラ

1
ム
ス
ン
ダ
ル
方
に
起
居
し
て
い
れ
ば
、

善
功
者
用
地
と
し
て
免
租
さ
れ
た
秋
作
地
は
事
実
上
ラ
l
ム
ス
ン
ダ
ル
の
家



系
が
占
取
し
て
い
る
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
右
の
問
題
に
つ
い
て
の
第
一
の
推
論
で
あ
る
。

第
二
の
推
論
は
、
両
ゴ
l
シ
ュ
家
の
家
系
上
の
脈
絡
は
な
い
も
の
と
考
え
、
先
来
の
ラ
l
ム
ス

γ
ダ
ル
家
は
冬
作
地
の
経
営
に
専
従
す

る
傍
ら
非
濯
甑
台
地
を
も
開
発
し
た
の
に
対
し
、
後
来
の
ラ

I
ム
ロ

l
チ
ャ

γ
家
は
冬
作
地
を
占
取
す
る
こ
と
が
で
き
ず
秋
作
地
の
み
を

経
営
し
て
き
た
、
と
み
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
所
持
地

Q
。
吉
)
も
冬
作
地
の
み
で
あ
り
、
後
者
の
寄
進
・
施
与
に
か
か
る
と
み
ら
れ
る

所
持
地
は
秋
作
地
だ
け
で
あ
る
。
部
分
的
に
は
些
少
の
冬
作
地
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
の
来
源
は
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
二

様
に
解
釈
さ
れ
る
の
で
、
必
ず
し
も
ラ

l
ム
ロ

l
チ
ャ

γ
本
来
の
保
有
地
と
は
い
え
な
い
。
な
お
こ
の
推
定
で
は
、

ハ
レ

l
ク
リ
シ
ュ
ナ

を
ラ

l
ム
ス

γ
ダ
ル
方
居
住
と
み
て
い
る
。

第
三
の
推
定
は
ラ

l
ム
ス
ン
ダ
ル
と
ラ

l
ム
ロ

l
チ
ャ

γ
と
の
家
系
関
係
の
い
か
ん
に
か
か
わ
り
な
く
、

ハ
レ

l
グ
リ
シ
ュ
ナ
を
ラ
l
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ム
ロ

l
チ
ャ

γ
方
居
住
と
み
て
、
冬
作
稲
作
地
は
善
功
者
用
地
と
し
て
免
租
さ
れ
て
い
る
、

と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
か
り
に
こ
の
推
定

が
当
っ
て
い
て
も
、
秋
作
地
と
冬
作
地
と
の
比
率
は
前
者
が
高
い
が
、
こ
れ
は
後
来
な
り
後
出
な
り
の
ゆ
え
と
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

ラ
1
ム
ロ

l
チ
ャ

γ
H
ゴ
l
シ
ュ
が
秋
作
米
の
み
で
生
計
を
維
持
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
く
、

な
ん
ら
か
の
手

段
で
冬
作
米
を
も
確
保
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

秋
・
冬
作
稲
地
保
有
の
全
体
か
ら
み
た
不
均
衡
と
い
う
点
で
は
、

ラ
l
ム
ジ
ャ
イ
H

ダ
l
ス
の
ば
あ
い
は
そ
の
比
率
一
対
三
と
秋
作
地

が
多
い
。
こ
れ
も
ま
た
、
同
家
が
比
較
的
後
来
の
者
で
あ
っ
た
た
め
、
冬
作
物
の
取
得
が
遅
れ
た
た
め
か
、

ま
た
は
、
も
と
も
と
は
退
転

者
の
ラ

l
ム
ナ

l
ト
・
ラ

l
ム
モ

l
ハ

γ
両
ダ
l
ス
と
同
一
家
系
に
属
し
、
家
産
分
割
の
結
果
、
秋
作
地
は
ラ

l
ム
ジ
ャ
イ
方
に
の
み
配

当
さ
れ
た
か
、

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ば
あ
い
に
か
れ
が
両
ダ
l
ス
の
冬
作
地
を
継
承
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
家
産
分
割
が
相
続

権
を
請
求
で
き
な
い
ほ
ど
の
世
代
・
親
等
で
生
じ
た
こ
と
か
、
ラ

l
ム
ジ
ャ
イ
方
に
そ
れ
ら
を
耕
作
経
営
す
る
に
た
る
資
産
も
労
働
力
も

北
大
文
学
部
紀
要
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な
か
っ
た
こ
と
か
、
あ
る
い
は
他
村
農
民
と
ザ
ミ
I
γ
ダ

1
ル
と
の
交
渉
が
か
れ
を
排
除
す
る
の
に
成
功
し
た
こ
と
か
の
、

い
ず
れ
か
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

秋
作
稲
作
地
の
み
を
所
持
す
る
ニ
デ
ィ
ラ

I
ム
日
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
前
節
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
冬
作
米
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
o

同
じ
く
ソ
パ
ー
ラ
ー
ム
H

ダ

l
ス
に
つ
い
て
も
、
前
節
と
本
節
と
の
推
定
の
範
囲
内
で
、
問
題
は
生
じ
な
い
は
ず
で
あ

る
。
冬
作
稲
作
地
の
み
の
保
有
者
・
所
持
人
に
つ
い
て
は
ト
そ
れ
で
通
年
の
食
穀
が
確
保
で
き
れ
ば
、
秋
作
地
を
別
に
も
つ
必
要
は
特
に

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
o

付
言
す
れ
ば
、
八
ム
租
の
減
免
を
受
け
て
い
る
寄
進
・
施
与
地
の
ば
あ
い
、
公
彰
者
恩
給
地
と
公
租
免
除
地
を
あ
わ

せ
て
、
保
有
者
九
名
中
七
名
ま
で
が
稲
作
地
を
受
け
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
他
人
所
持
は
一
件
一
農
制
地
目
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
冬

作
地
は
五
件
、
秋
作
地
は
二
件
、
面
積
の
比
率
は
ほ
ぼ
冬
七
に
対
し
て
秋
一
と
な
る
。
保
有
者
は
い
ず
れ
も
也
処
居
住
者
で
あ
る
が
、
総

体
的
に
は
、

か
れ
ら
に
と
っ
て
秋
作
地
は
さ
ほ
ど
有
用
で
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
村
居
住
の
公
租
免
除
地
保
有
者
で
は
、
稲
作
地
は

106ー

善
功
者
用
地
に
み
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
他
は
祭
記
収
入
や
托
鉢
な
ど
に
よ
っ
て
、
飯
米
を
得
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
推
論
は
す
べ
て
、
基
本
土
地
台
帳
の
登
載
事
実
に
の
み
依
拠
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前
提
を
疑
え
ば
別
様
の
理
解
も

成
立
つ
で
あ
ろ
う
o

基
本
土
地
台
帳
第
一
部
の
「
シ
ャ

I
ム
日
ナ
I
ピ
ト
の
池
」
の
西
・
南
・
北
、
丈
量
区
画
八
と
九
、

と
一
四
の
聞
な
ど
に
、
未
丈
量
の
稲
作
地
を
想
定
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
判
断
は
九
当
面
直
接
的
に
は
根
拠
に
乏
し
い
の

つ
ま
り
、

で
、
避
け
た
い
と
思
う
o

次
に
宅
地
の
分
析
に
移
る
o

基
本
土
地
台
帳
の
上
で
宅
地
を
保
有
し
て
い
る
の
は
、
居
村
農
民
九
名
、
従
土
一
名
、
各
種
の
宗
教
家
六

名
で
あ
る
。
登
録
さ
れ
た
宅
地
を
も
た
な
い
居
村
農
民
一
名
と
、
本
村
居
住
の
善
功
者
用
地
保
有
者
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
述
べ
た
。
ま

た
宅
地
し
か
保
有
し
な
い
手
工
業
・
商
業
カ
l
ス
ト
所
属
の
居
村
農
民
と
、

一
部
の
宗
教
家
に
つ
い
て
も
、
そ
の
意
味
は
既
に
明
ら
か
に



じ

、
他
村
農
民
の
住
居
、
農
村
農
民
で
な
い
所
詩
人
の

遠
軽
者
の

f
」

、

n

-

ト
J
h

ば
4
J

ハJd

v

し
ゃ
J
I
M
F

の
つ
一
つ
で
あ

ろ
う
oe

地
村
農
民
の

に
つ
い
て
は
、

か
れ
ら
の
存
在
形
態
そ
の
も
の
が
、
十
八
批
判
叫
後
期
の
植
山
民
地
政
府
行
設
資
料
の
認
識
以
上
に
は
出

基
本
土
地
合
問
釈
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
か
り
に
ゴ

1
パ
ー
ル
プ
ル
村
の

四
名
の

て
い
な
い
現
状
で
は
、
解
釈
が
相
当
に
困
難
で

欝
接
の
シ
品
リ
ー
グ
ザ
グ
品
ナ
ブ
ル
村
な
り
一
フ
I
メ

γ
品
ワ
ル
プ
ル
村
な
り
の
若
村
農
民
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
家

族
と
と
も

」
と
が
で
き
る
よ
う
な
規
模
の

は
、
必
要
が
な
い
と
い
え
る
。

に
の
み
宿
弟

で
き
る
設
備
を
農
地
の

隅
に
設
け
る
な
り
、
姻
戚
開
関
係
の
あ
る
居
村
農
誌
の
宅
地
な
一
時
借
用
す
る
な

事
は
た
り
る
で
あ

ろ
う
。
し

か
れ
ら
が
も
し
、

の
居
村
か
ら
離
援
し
て

の
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

異
な
っ
て

107 

く
る
。
そ
の

い
に
は
お
そ
ら
く
、
銭
威
擦
係
の
あ
る

た
か
、
あ
る
い
は
、
基
本
土
地
会
議
に
は
登
載

さ
れ
て
い
な
い

つ
ま
り
収
公
文
量
の
対
象
と
な
ら
な
い
宅
地
を
支
絵
さ

か
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ

の
培
地
が
も

L
あ
っ
た

部
の

と
八
、

と

館
、
二
二
と

一
と
二
回
の

ぞ
れ
の

ハ

γ
チ
ャ

1
品ノ

γ
u
ト

ラ

;

-
南
・
北
の
う
ち
の
ど
こ
か
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
れ
ら
は
宅
地
域
代
設
入
が
不

確
定
で
る
る
と
こ
ろ
か
ら
、
公
開
似
給
付
地
に
誌
入
れ
ら
れ
ず
、
ま
た
宗
教
的
根
拠
も
な
い
の
で
公
副
総
免
験
地
に
も
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

の
よ
う
に
考
察
す
る
の
で
で
も
な
け
れ
ば
、
他
村
農
民
の

の
問
問
題
は
解
き
が
た
い
と
思
う
。

非
居
村
議
誌
の
所
持
人
六
名
に
つ
い
て
は
、
蔀
節
の
考
繋
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
ば
、
岩
村
農
民
な
り
他
村
農
民
な
り

に
つ
な
が

北
大
文
学
部
籾
婆



一
九
世
紀
初
期
臨
ベ

Y
ガ
ル
農
村
の
社
会
経
済
関
係

l
lゴ
1
パ
!
ペ
フ

る
者
田
名
に
つ
い
て
は
、

ひ
と
ま
ず
解
決
さ

と
い
え
る
。

名
の
う
ち
牧
牛
者
カ

l
ス
ト
に
属
す
る
ラ
;
ム
ダ

γ
i
ゴ

ー
ブ
に
つ
い
て
誌
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
か

の
カ

l
ス
ト
職
業
上
村
蕃
共
同
体
の

え
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
村
内

、>--
I~ 

し
ろ
当
然
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
の
ゴ

1
パ
!
ル
プ
ル

の
枠
成
さ
れ

カミ

れ
が
定
住
の

な
り
、
村
の
非
丈
最
地
な
り
に
あ
っ
た
と
考
え
る
ほ
か
は
な
い
。

に
入
っ
て
い

は
不
明
で
あ
る

も
し
そ
う
だ
と
し
て
も
、
そ
の
居
宅
は
か
れ
が
所
持
す
る
線
作
地
の
一
隅

い
ま
ひ
と
り
の
ラ
i
ム
ダ

γ
ム
ア
i
に
つ
い
て
は
、

さ
し
あ
た
り
推
論

す
る
こ

で
き
な
い
。

議
転
者
五
名
に
つ
い
て
は
、
結
-
議
は
出
な
い
が
、
ひ
と

は
職
戦
能
に
伴
う
も
の
な
の
で
当
面
除
外
す
る
σ

残
る
隅
名
な
龍
村
農
民
と
み
な

の
よ
う
に

ま
ず
一
フ

l
ム

デ
ィ
H
パ

l
イ
グ
の

退
転
者
の
宅
地
の
荻
跡
が
な
い
の
は

し、

う

」
と
に
な
る
。
し
か
し
か
れ
ら
な
蹄
村
農
民
だ
っ
た

れ
ば
問
問
題
が
生
じ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。
阪
泊
料
約
農
民
だ

の
痕
跡

108 

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

あ
る
。
絶
家
*

の
宅
地
が
直
接
飽
の
議
制
地
目

れ
た
と
か
、

ら
仏
関
去
さ
れ

は
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で

そ
う
な
る
と
あ
り
う
る
解
釈
は
、

一ブ

i
p
A
プ
ラ
サ
ー
ド
uu

ゴ
:
シ
ュ
は
一
ブ
ー
ム
ス

γ

ダ
ル
・
ラ
!
ム
開
!
チ
ャ

γ
両
ゴ
;
シ
品

の
い
ず
れ
か
と
諮

の
家
系
に

ラ
l
ム
ナ
l
ト
・
ラ

1
ム
モ

i
ハ
ン
一
向
ダ
ー
ス
は
ラ

ー
ム
ジ
ャ
イ
H
ダ
!
ス
家
の
家
系

と
み
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
退
転
表
役
龍
村
農
民
と
解
す
る
方
が
無
理
が

い
よ
う
で
は
あ

る、が、

タ

i
vブ
l
チ
ャ

i
ン
ド
H
ゴ
l
シ
ュ
の
よ
う
に
問
厨
分
産
と
混
ざ
れ
る
事
部
も
あ
吋
心
か
ら
に
は
、

退
転
潜
が
踏
村
農
民
で
あ
っ
た

、
は
あ
い
も
考
え
て

で
は
な
い
。
也
し

ヵ
i
F
l
チ
ャ
ラ
シ
工
ア
ー
に
つ
い
て
は
、

Am述
し
た
よ
う
に
、

神
事
用
地
所
持
人
の

ラ
}
ム
ダ
ジ
日
デ

i
と
家
系
関
係
、
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、

一
ブ
!
ム
ダ
ソ
に
も
宅
地
合
欠
く
の
で
、

龍
村
か
ら
の
農
ほ
ん
と
し
か

、
つ
が

な
い
。



な
お
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、

少
く
と
も
わ
れ
わ
れ
の
史
料
に
関
す
る
限
り
は
、

退
転
は
他
村
農
民
保
有
地
市
忠
雪
之
向
)

-
特
契
小
作
地

(吋

E
E
)
・
従
士
給
与
地
(
町
忠
実
q
q
Q
)

に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
他
の
税
制
地
目
で
は
退
転
が
た

ま
た
ま
な
か
っ
た
だ
け
な
の
か
、
そ
れ
と
も
あ
っ
て
も
記
載
し
な
い
の
か
は
、
現
段
階
で
は
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

宅
地
付
属
地
(
句
記
号
言
)
は
基
本
土
地
台
帳
の
上
で
は
、

居
村
農
民
ラ
l
ム
ド
ゥ
ラ
l
ル
リ
パ

l
ル
が
保
有
す
る
の
み
で
、

他
に
は
一

件
の
例
も
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
同
人
の
宅
地
の
面
積
が
他
と
較
べ
て
極
め
て
狭
く
、
宅
地
付
属
地
を
加
え
て
も
な
お
両
ゴ

l
シ
ュ

と
ダ
I
ス
の
そ
れ
に
及
ば
な
い
と
い
う
事
実
に
着
目
し
た
い
。
比
較
的
広
い
宅
地
は
お
そ
ら
く
宅
地
付
属
地
の
機
能
を
も
兼
ね
て
い
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
両
者
が
一
丈
量
区
画
の
宅
地
と
し
て
の
み
丈
量
登
記
さ
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
二
丈
量
区
画
と
し
て
分
離
の
上
で
丈
量
登
記

さ
れ
る
か
は
、
そ
れ
ら
の
地
片
が
あ
わ
せ
て
方
形
を
な
す
か
二
つ
の
方
形
か
ら
成
る
か
と
い
う
、
形
状
に
よ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

果
樹
園

(
w
h
h
日
Q
)

に
つ
い
て
は
、
①

居
村
農
民
保
有
地
に
は
そ
れ
が
一
件
も
な
い
こ
と
、
②

果
樹
園
総
面
積
の
六

0
・
二
%
は

-109 ー

公
租
免
除
地
で
あ
り
、

」
れ
に
減
租
さ
れ
て
い
る
従
士
給
与
地
中
の
果
樹
園
を
加
え
る
と
、

比
率
は
八

0
・
一
%
に
達
す
る
こ
と
、

③ 

他
村
農
民
保
有
地
の
果
樹
園
以
外
は
、
す
べ
て
宅
地
と
同
一
丈
量
区
画
内
に
あ
る
こ
と
、
の
三
点
が
ま
ず
注
意
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

居
村
農
民
保
有
地
と
し
て
の
果
樹
園
が
一
件
も
な
い
こ
と
は
、
思
う
に
本
来
そ
れ
が
共
同
体
農
民
の
再
生
産
活
動
に
必
需
の
も
の
と
し

て
開
発
さ
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
推
測
を
強
め
る
事
情
と
し
て
さ
ら
に
次
の
諸
点

を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
は
、
果
樹
園
の
開
発
経
営
に
は
そ
の
た
め
の
濯
概
施
設
と
、
そ
れ
に
専
従
す
る
労
働
力
と
が
必
要
で
あ

っ
て
、
稲
作
地
経
営
を
主
体
と
す
る
農
民
に
と
っ
て
は
、
宅
地
内
に
数
本
の
果
樹
を
植
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
果
樹
栽
培
そ
れ
自
体
を

目
的
と
す
る
一
団
の
果
樹
園
を
あ
わ
せ
て
経
営
す
る
こ
と
は
、
経
営
技
術
上
も
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、

ま
た
そ
の
必
要
す
ら
も
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
、

と
考
え
ら
れ
る
o

第
二
に
は
、
果
樹
園
は
ザ
ミ

l
γ

ダ
i
ル
の
農
外
貢
租
の
給
源
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ

北
大
文
学
部
紀
要



九
位
紀
初
期
茜
ベ
γ

ガ
ル
農
村
の
社
会
経
済
関
係
i
i
l
ゴ
;
パ
ー
ル
プ
ル
土
地
文
療
の
研
究

と
は
果
樹
関
経
営
の
た
め
の
資
金
・
資
材
も
労
働
組
織
も
と
も
に
、
々
の
語
村
農
民
家
絞
な
い

管
理
な
り
に
か
か
る
も
の
で
な
く
、
ザ
ミ

l
ソ
ダ
!
ル
が
蕊
轄
し
て
い
た
こ
と
の
反
挟
で
は
な
い
か

〈
的
、
帆
喝
、
)

の
共
同
体
の
産
接
の
提
位
れ
な
り

れ
る
。
農
民
側
の

へ
の
箆
与
が
直
需
品
約
で
あ
れ
ば
、
諜
識
さ
れ
る
の

で
は
な
く
土
地
震
租
(
ミ
ミ
)

で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
第

一
一
一
に
、
果
樹
調
と
そ
れ
に
付
随
す
る
宅
地
と
安
保
有
す
る
ゴ

I
パ
i
ル
プ
ル
の
ブ
ラ
i
フ
マ
ン
ニ
名
は
、
前
館
で
も
指
摘
し
た
と
お
り
、

本
村
居
住
(
め
似
た
送
お
一
見
位
ぬ
の
込
さ
ね
〉
で
あ
り
な
が
ら
こ
れ
ら
の
地
片
を
本
人
一
所
持
(
守
設
均
史
お
〉
は
し
て
お
ら
ず
、
他
人
一
所
持
人
も

で

あ

ろ

う

。

い

に

し

ま
た
い
な
い
。
こ
れ
は
果
樹
開
闘
が
保
有
者
な
り
農
民
な
り
の
開
発
経
営
に
か
か
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

て
も
、
語
村
幾
民
保
有
地
と
し
て
の
果
嶺
闘
が
存
在
役
ず
、
ザ
ミ
i
シ
ダ
i
ル
の
従
土
や
宗
教
家
の
給
養
に
そ
れ
の
八
鱗
方
が
あ
て
ら
れ

い
う
地

8
が
本
来
の
農
村
農
民
家
族
な
い
し
は
そ
の
共
荷
体
の
経
営
に
山
内
夜
し
た
も
の
で
は
な
く
、
村
落
の

て
い
る
こ
と
は
、

経
清
活
動
に
と
っ
て
は
後
来
外
在
の
も
の
で
る
つ

V 

L同船

の
と
私
は

る。
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地
処
居
住
の
ブ
ラ
l
ブ
マ

γ
と
ブ
ア
ム
ヤ
i
ル
と
が
保
有
す
る
栄
樹
蜜
に
つ
い
て
は
、
品
約
節
で

の

た
よ
う
に
、
所
持
人

で
あ
る
農
民
の
開
発
し
た
も
の

-
擁
与
し
た
と
み
る
こ
と
も
、
土
地
の
寄
進
・
施
与
を
受
け
た
宗
教
家
が
投
資
し
て
、

に
果

樹
閣
官
造
成
さ
ぜ
た

こ
L
ヤ
も
、

と
も
に
可
抽
出
勺
あ
ろ
う
。

他
村
幾
民
ラ
1
ム
ダ
シ
日
グ
ず
タ

の
果
樹
関
(
カ
:
リ

1
チ
ャ
ラ
ソ

n
デ
1
退
転
地

に
つ
い
て
は
、
加

、一

器産

IJ) 

保

の
果
樹
顕
で
あ
る
こ
と
に
生
留
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
他
処
蹄
住
の
フ
ァ
キ
l
t
N
用
地
と
は
な
っ
て
い
る
が
、
間
関
ら
か
に
居
村
蹴
庶
民
と

つ
ま
り
ラ
;
ム
ジ
ャ
イ
H

ダ
ー
ス
の
一
所
持
す
る
果
様
閣
が
ニ
件
あ
る
。

し
て
議
録
さ
れ
た
者
、

(
M
Mぬ
噌
悼
む
)

こ
れ
ら
二
件
の
果
樹

島

、

す

ν

は
、
果
汁
と
そ
れ
か
ら
と
れ
る
治
結
・
樹
毛
や
樹
皮
の
工
議
材
料
・
樹
液
ま
で
が
利
用
で
き
る
コ
コ
揮
子
(
b
刊
号
お
え
三
、

の
棄
に
そ
の

ん

し
て
用
い
る
護
縄
平
J
q
N
h
b
恥じよ)、

調
味
料
・
清
涼
部
・

い
る
タ
マ
ヲ
γ
ド



(
同
ユ
間
同
時
二
誌
な
)
と
い
っ
た
類
の
民
衆
の

い
こ
と
で
あ
る
。

の

て
い
た
こ
と
宏
、

り
う
る
よ
う
に
怠
は
考
え
る
。
目
的
捻
商
品
生
産
で
あ

を
経
営
す
る

い
つ
の
時
代
か
ら
か

の
生
活
に
広
況
に

れ
る
撞
木
が
植
え
ら
れ
て
い
て
、
果
実
の

の
み
を
自
的
と
す
る

と
し
て
は
些
少

が
、
富
裕
な
農
民
の
な
か
か
ら
農
地
と
は
測
に
果
欝
麗

〈

N
W
可

hghN)
の

公
租
給
付
地
た
る
八
ム
程
免
除
地
た
あ
と
を
問
わ

史

料

上

の

え

な

い

が

、

た
い
の
は
、

基
本
土
地
合
帳
に
登
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で

つ
い
て
さ
ら

ず、

の
金
額
、

ま
た

確
に
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
o

し
か
し

そ
の
巨
治
の
ひ
と
つ

の
寄
進
・

J

た
保
有
者
の
受
続
分
と
所
持
人
の
報
酬
分
と
の
金
額
の
、

(勺
h
q
S
は

前

述

の

よ

う

に

定

ま

っ

て

い

た

の

に

、

果

樹

閣

に

つ

い

て

の
茶
礎
宏
明

っ
て
い
た
と
い

は
、
農
民
担
問
有
分
で
す
ら
、
樹
木
の
名
称
と
数
量
ま
で
が
罷
家
権
力
な
い
し
ザ
ミ

1
ン
ダ
;
ル
の
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の
土
地
支
慈
の
ほ
か
に
、
樹
木
の
一

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
詳
し
く
は
今
畿
の
研
究
に
ま
た

の
知
悉
し
把
揮
す
べ
き
対
象
と
な

と
が
籾
ら
か
の
課
犠
の
対
象

土
地
と
は
一
民

と
な
っ
て
い
た
こ
と

、
率
と
閣
議
な
積
算
基
礎
と
す
る

な
る
ま
い
が
、

t

;

L

 

B
さ
L
t

が
み
ら
れ
な
い

っ
た
の
に
、
パ
ナ

そ
の
バ
ナ

前
掲
の
表
に

し

副
総
免
除
地
と
し
て
寄
進
・

か
も
果
欝
園
よ
り
も
の
ち
に
成
立
し

北
大
文
学
部
紀
要

に
推
測
し

し
な
が
ら
も
、

き
で
あ
ろ
う
。

の
成
立
と
侍
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も
の

バ
ナ
ナ
覆
(
同
町
叫
N
3

に
つ
い
て
は
基
本
土
地
台
帳
に

の
記
載
の

の
鶴
木
に

て
は
ザ
ミ

l
ン
ダ
i
ル
に
、
こ
と
に
よ
る
と

O 

よ
る
に
せ
よ

な
よ
う
に
、
ゴ

1
パ
i
ル
プ
ル
で

家
族
の
み
が
こ
れ
を
経
営
し
て
お
り
、

件
も
な
い
。
こ
れ
は
パ
ナ
ナ
関
も
ま
た

に
な
ぐ
、

の
句
、
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

に
土
地
の



九
世
紀
初
雪
べ

γ
ガ
ル
幾
村
の
社
会
経
涜
関
係

i
1
7
0
7ル
プ
ル
土
地
文
警
の
研
究

の
立
木
数
不
記
載

の
投
下
す
る
資
'
本
と
労
働
力
と
を
も
っ
て
ま
か

れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

い
ま
述
べ
た
ば
か
り

育
成
の
い
っ
さ
い
が
、

し

に
も
と

の
壌
読
の

か
}
…
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
日
り
な
お
側
近
向
予
定
)
も
同
じ
く
、
税
鱗
地
図
間
の
芳
布
状
況
か
ら
察
し
て
、
本
来
の

の
的
泌
が
収
議
伎
の
J

高
い
作
物
の
栽
壊
を
求
め
て
、
耕
作
し
た
こ

の

に
内
在
し
た

も
の
で
は
な
く
、

で
あ
ろ
う
。
こ
の
地

話
が
湾
問
問
作
物
の
栽
培
と
関
係
す
る
こ
と
は
、

の
解
説
で
既
に
明
ら
か
と
患
う
。

総
作
地
宿
主
意
図
号
、
込
)
も
燈
村
農
民
保
有
地
の
う
ち
に
は
な
く
、
外
来
者
の
所
持
な

に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
て
、
や
は
り

後
代
の
成
立
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

-
バ
ナ
ナ
騒
・

-
綿
作
換
は
、
以
上
の
推
論
に
も
と
づ
く
な
ら
ば
、

の
冬
作
掛
制
作
地
を
中
心
と
し
秋
作
類
作

地
を
も
っ
て
そ
れ
を
補
う
か
た
ち
の

の
ほ
か
に
、
商
品
作
物
生
産
を
目
的
と
す

い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
器
地
問
の
う
ち
果
樹
聞
に
つ
い
て
は
、

の
あ
っ
た
こ
と
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宏
、
間
接
的
な
が
ら
示
唆
し

の
行
為
と
、

の
位
一
一
地

g
と
比
較
し
て
の

と
の
た
め
に
、
推
論
の

れ
た
寄
進
・
撞
与

に
小
さ
く
な
ら
ざ
る

、、、道、

し
、
刃

そ
の

よ

の
農
開
が
ゴ

i
パ

l
t
N
プ
ル

畿
管
に
ひ
そ
ん
で
い
る
よ
う
に
私
は
考
え
る
。

の
よ
う
な
商
品
作
物

栽
培
の

で
あ
っ
た
稲
米
な
も
、
部
分
的
に

に
罰
に
土
地
支
粗
の
金
納
化
が
ベ

γ
ガ
ル
で
達
成
さ
れ
て
い
た
事
情
は
、

t主

の

し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
十
八
世

い
わ
ゆ
る
商
業
的
農
業
の

の

ふ
ま

?こ
t土

理
鮮
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
が
、

0) 

の
一
斑
は
推
察
の
で
が
か
り
や
γ
え
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
相
惑
に
駿
味
な
点
は
護
っ
て
い

る
が
、
簡
向
的
に
は
商
品
作
物
議
培
地
の
開
発
が
村
外
者
の
米
村
な
り
導
入
な
り
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
、
ほ

"亡

た
な
い
で
あ
ろ
う
。



そ
の
よ
う
な
傾
向
の
一
方
で
は
、
な
お
居
村
農
民
の
共
同
体
が
少
く
と
も
外
形
上
は
十
九
世
紀
の
十
年
代
ま
で
存
続
し
て
い
た
こ
と

は
、
手
工
業
・
商
業
カ
I
ス
ト
民
が
居
村
農
民
身
分
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
に
明
ら
か
で
あ
る
。

な
お
、

(
N
w
bゃ
N
h
h
N
)

は
わ
ず
か
一
件
し
か
な
い
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
立
論
は
避
け
た
い
。

た
け
や
ぶ

註
(

1

)

従
来
の
理
解
で
は
、
イ
ン
ド
の
村
落
に
お
け
る
「
荒
蕪
地
(
巧
自
主
」

は
そ
れ
と
し
て
固
有
の
機
能
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
牧
畜
や
木
材
採
取

に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
本
質
的
に
は
、
他
日
開
墾
さ
る

べ
き
予
備
農
耕
地
と
み
な
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

(
戸
ω
・
ζ
3
9
S
N
E
h
?〔
り
む
き
さ
さ
志
向
之
と
ど
同
町
む
紅
白
ミ
司

haw

ω
]「
(
日
巾
内
宮

-w

ドロロ
L
c
p
同∞斗
m
y
N
U
』守・

H
N
O
I
l
H
N
N
U

切
・
国
・
切
mw
門同町口
l
H
U
C
君。戸、

口
、
ミ
H
-
w
g
-
-
H
U

』守、・

H
N
∞l
H
N
少
)

0

私
の
考
え
で
は
、
こ
の
よ
う
な
理

解
の
妥
当
す
る
範
囲
は
、
可
耕
荒
蕪
地
に
限
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

と
と
も
に
、
十
九
世
紀
後
半
期
以
降
の
村
落
経
済
の
変
動
の
な
か
に
、
通

説
的
理
解
の
発
生
す
る
根
拠
が
あ
っ
た
か
否
か
を
、
今
後
追
及
し
て
み
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

(
2
〉

本

稿

I
第
一
節
註

7
参
照
。

(
3
)
~
-
h
h
~
く
qMコ
同
ミ
ミ
同
・
匂
旬
。
同
何
回

H
F
'
h
g同
九
叫
町
、
な
き
た
コ

N
u
s
d
・
∞
∞
-
同
ユ
』
町
、
q
H
b

勾
問
、
也
、
HW
〈
O
]
-
N
-
b
・
$

N

・
(
拙
稿
七
第
六
節

所
引
)
参
照
。

(

4

)

本
稿

I
第
一
節
註

7
参
照
。

(

5

)

こ
の
よ
う
な
識
別
は
、
ミ
同
く

qu寸
旬
。
¥
」
式
、
、
・
め
旬
。
勾
岡
、
門
出
ミ
ミ

北
大
文
学
部
紀
要

同九
W

H
』
同
誌
奈
川

N

W
∞
M

川、

N
U
Q
也、白
F

N

M
町、

AH()印
u

同3
F
旬
、
q
H
b

同
町
、
号
、
〉

〈

0
7
N
・
3
』
V-E-
∞
叶
・
(
畑
山
積
一
第
四
節
所
引
)
に
み
ら
れ
る
。

(

6

)

フ
ア
ス
リ

l

暦
一
一
一
二
三
年
と
い
う
時
点
で
「
ゴ

l
シ
ュ
池
」
が
な

お
丈
量
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
丈
量
区
画
番
号
が
固
定
さ
れ
て

い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
当
面
の
史
料
の
限
り
で
は
、
こ
の
池
の
開
基
者
と

ザ
ミ

l
ン
ダ

l
ル
と
の
間
に
な
ん
ら
か
の
約
束
が
あ
っ
た
か
一
合
か
、
当
ゴ

ー
シ
ュ
家
が
こ
の
池
に
つ
い
て
他
の
村
民
と
異
な
る
権
利
を
も
っ
て
い
る

か
否
か
、
な
ど
の
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
が
、
解
決
す
る
方
策
が
立

た
な
い
。

(

7

)

本
稿

I
第
二
節
註

6
参
照
。

(
8
)

十
八
世
紀
末
の
行
政
資
料
に
よ
る
と
、
農
民
の
穏
田
耕
作
は
ご
く
あ

り
ふ
れ
た
現
象
で
あ
っ
た
ら
し
い
(
拙
稿
一
第
六
節
参
照
)
。
ジ
ャ
シ
ョ

ー
ハ

l
ル
県
の
収
税
官
の
ご
と
き
は
、
農
民
保
有
地
の
実
際
の
面
積
を
公

称
面
積
の
二
倍
な
い
し
三
倍
と
ま
で
推
定
し
て
い
た
(
』
・
巧

2
己

g
p
名

門戸
w
H
守
・
ゴ
・
)

0

上
の
想
定
は
、
丈
量
尺
度
の
調
節
に
よ
る
実
面
積
の
過

小
表
記
守
度
外
視
す
れ
ば
、
一
般
論
と
し
て
は
な
り
た
つ
で
あ
ろ
う
。

(

9

)

既
述
の
よ
う
に
、
居
村
農
民
は
原
則
と
し
て
農
制
地
目
(
∞
宮
2
g
D同

。
己
己
〈
州
民
H
D
出
)
を
変
更
で
き
ず
、
変
更
す
れ
ば
土
地
占
取
権
を
没
収
さ
れ
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正
義
初
期
留
ベ
ン
ガ
ル
農
村
の
社
会
経
済
関
係
i
jゴ
!
バ

i
ル
ブ
ル
土
地
文
書
の
研
究

れ
ん
。
し
か
に
は
支
租
地
の
品
縁
談
役
支
払
う
こ
と
で
、
後
…
断
ん
か
い
認
め

ら
れ
て
い
た
(
~
-
ミ
ミ

q叫
2
N
W

喝、hh
w
J

匂
ー
向
。
ぬ
N
p
h
均
気
込

LN%
叫

P

H見送

M
M
W
おM
W

旬
、
俗
、
hp
称
。
m
w
w

叫
1
L
V

母
、
札
¥
H
P
~
同
町
、
も
な
w

〈会一
-
M
W

旬
、
b
-
∞叶
5
5
8
a

加∞・〉。

退
↑
燃
の
ぼ
あ
い
を
こ
れ
か
ら
捻
測
す
る
と
、
お
そ
ら
く
宅
地
〈
ぬ
弘
之
宮
)
は

可
緋
業
禁
法
(
h
h
品
ぎ
〉
に
綴
入
さ
れ
、
退
↑
験
者
の
胤
郎
総
な
り
そ
の
他
の
務

求
者
が
汲
わ
れ
た
時
な
や
に
、
も
と
の
駒
市
絡
に
も
ど
さ
れ
る
の
が
際
郊
で

あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
条
件
の
刈
総
務
搬
出
地
が
も
し
あ
れ
ば
、
基
本
土
地

合
綴
第
二
部
に
登
緩
文
句
、
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
ま
っ
た
く
一
該
当
し
そ

う

な

む

の

が

見

当

ら

沿

い

。

へ

の

退

転

し

た

宅

地

の

転

用

に

つ
い
て
は
、
一
籾
糠
・
水
利
条
件
そ
の
他
合
掛
川
d

え
れ
ば
、
容
易
だ
っ
た
と
は

思
え
・
沿
い
。

ハ
肋
〉
十
八
世
紀
末
の
ジ
ヤ
シ
ョ

l

ハ
ん
開
閉
で
は
、
口
三
州
予
の
果
実
と
お

そ
ら
く
そ
の
製
品
が
、
県
南
の
特
産
総
時
間
と
し
て
絞
税
官
に
よ
っ
て
機
関
悩

容
れ
て
い
た
(
H
d
H
g
p
男
子
む
ゆ
町
民
同
-
w

、
・
H
5
・
)

O

後
滋
淡
料
と
な
る
で

あ
ろ
う
。

ハ
ロ
〉
拙
特
側
、
一

O
〈
未
発
表
)
で
改
め
て
創
刊
刷
、
ず
る
予
定
で
あ
る
。

四

土

地

保

宥

関

係

そ
の

の

基
本
土
地
合
帳
合
析
の
次
の
、
ゴ
l
パ
ル
プ
ル
の
土
地
保
有
・
所
持
人
口
を
、
そ
の

ん
ら
か
の
鶴
市
内
を
着
取
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
作
業
結
果
が
第
一
…
…
表
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
村
方
の
実
紫
釣
な
保
有
地
規
模
慰
人
口

構
成
を
得
る
た
め
に
、
明
記
さ
れ
た
他
処
居
住
者
は
除
外
し
て
所
持
人
を
人
名
欄
に
記
載
し
、

に
整
理
し
て
、
そ
こ
か
ら
な
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つ
ま
り
一
所
持
念
も
土
地
質
租
の
納
入
対
象
の
異
な
る
土
地
占
取
な
い
し
は
原
保
有
と
み
て
の
こ
と
マ

量
を
規
準
と
す
る
村
方
の
会
室
の
相
対
釣
尺
度
を
知
る
の
に
は
有
用
で
あ
る

ら
は
除
去
し
て

各
農
判
例
地
目
の

農
作
物
の
商
品
化
率
と
市
場

鍛
務
、
公
租
減
免
地
保
有
者
に
対
す
る
所
持
人
の
拠
出
率
、

に
も
と

71' 
不

に
対
す
る
農
産
物
給
付
量
・

に
対
す
る
生
渡
物
と
役
務
の

分
明
で
あ
る
以
上
は
、
そ
の

は
極
め
て
制
約
さ
れ
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
ゴ
!
パ
ー
ル
ヅ
ル
近
郷
語
村
の

知
ら
れ
な
い
か
ら
、
本
村
の

近
村
の

い
し
所
持
人
会
兼
帯
し
て
い

あ
っ
た
と
し
て
も
、

は
証
拐



第 表

保 有 者 名

-G 
4'e 

保

ω'R G 
，G
 

A
V
 

，
n
 
k
 

有 ~ = 件 l協μ|おli I 
l39.6 Iω|  

-仰u
 

，Q
U
 

Bastu ωbastu Iωαi海副 P協 al
0.31 I I 2.05 I 

Kala 

Ramasundara Ghosa 

jota， Bajiulla Milakiの Ayama

jota， Kali ThakuraI).Iの Debatra

jota， Kamadeba Tarkalankaraの Debatra

2.55 I 2.55 

3.3 3.3 

2.95 I 2.95 

計

|8.8 I 8.8 

148.4 1 46.05 I 

l92~1_49_5_1_4 侃 I 0.1 I 01~I 
qo 
A
V
 

同

h
d
A
v
 

q
A
 

jota 小 5十

KhodakαSfa 

Ramadulala Pala Thika， Matruk Ramaprasada Gho~a 3.65 I 2.85 0.8 

~、
日 言十 12.9 7.8 4.85 0.1 0.15 

Ramadhana De |jota α 叫
Pどai伎hαSばta1λ¥1αtかrukRamanat由haDaむsaポ斗中之

F
h
u
 

ハUQd
 

FLD 
ハUQU
 

7.5 本

Ramahari Ghosa Thika 

t.. 
口

0.9 0.9 

E十 8.4 5.8 2.6 

Khodakasta 
6.95 I 162~1_497~I_O 35 1--1--------

Ramajaya Dasa jota， Saha Mahibulla の Phakiranα

メL
ロ

I Khodakasta 

計 ;司1.6251 4.975 1-- 日十|
3.7 

Ramalocana Ghosa 

jotα， Baidyana tha Paikaの Cakaranα

jota， Jagann亘thaTarkala白karaの Brahmatra

2.75 I 0.7 

1.35 
2.05 

1.35 

一子L :-l:;l::l:::|03l  一一
Jaganmohana Basu Paikasta， Matrak Ramamohana Dasポ 7.1 5.6キ

Rãdhãkr~:Q a Dasa Paikasta 
ω1  3.1 1 205 I I 1・_71一一

DaYarama Basu jota， Cattarbhuja Nyayaratnaの Brahmatra 6.6 6.6 

Sobharama Dasa jota， Baidyanatha Paikaの Cakarana 4.5 

Harekrsna Ghosa Mαhαtra1l.α 4.15 I 2. 

Ramamohana Cakrabartti Brahmatra 3.9 0.4 
同 口竺

Taracaillda Gho守a Khodakasta 2.5 1.5 1. 

Ramadhana Gopa jota， Sahajumba S亘hebaの Piratra 2.4 2.4 

Ramadhana Datta Paikasia Mαtruk Kalicarana Dポ 2.35 

Ramalocana Bairagi Baisnahatra 2.15 0.2 1.95 
Baidyanatha Paika Cakarana 1.7 0.25 1.25 0.2 

Harekn，I).a MukhopadhYaya I Brahmatra 
1.7 1__一一一 I 0.3 I I 1.4 1 

Radhakr刊 aGho害a I jota， Goplnatha Thakuraの Debatrα 1.65 I 1.65 

Nidhirama Basu jota， Radhamohana Mitraの Ayama 0.6 0.6 

Siddhesbari Thakurani Debatra 0.45 0.1 0.35 

Ganganarya:Qa Kamara Khodakasta ~I~--I しとそ
Kisoradasa Bairagi Baisnαbatra 

.3 一一 1__1 0.3 I 

]agannatha Nai Khodakasta 0.25 I 0.25 

~ Ramadhana Poddar，α Khodakasta 0.25 0.25 

Ramahari Madakα Khodakasta 0.2 0.2 

Lak守mikantaDhota Khodakasta 0.2 1 

1 0.2 I 

0.2 

Sakira Deoyana Phakirana 0.2 

Cakarana 

Baidyanatha Paika 

*
 

p
h
u
 o

s

 

q白

44τ

一

円

4

一

向

U

一

F
h
i
v

月

i

一

ワ

S

F

b

t
i

一
つ
臼

4
4

一

本
一

α

一
z
R

一

-G

一

p

-
'
h
 

一
1
G

一
n

一

a

一

m

一

-a

一

R

一
L
H

-

，

u
 

-

T

 

一

α

一

M
一

a

↑

喝

.

a

-

F

L

Q

M

 

一
L
U

一a

一

G

D

-

a

1

 

一

回

即

一

応

-a

一

r・、

v
i

z
一

d

-
同

一
明
一

m

祉

N

一
U

h

a

一
a

a

--MM

一

h

h

0.
25
1__25  1 1 0.2 1 一一一

jota 

t:--
口

言十 6.55 

戸

h
U5
 

氏
り 0.25 

備考:保有条件欄の半印は数字につけたそれと対応する。



で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
。

収
公
地

大
す
る
。

(hhN~vh同
h
N
h
h
N
S刊
)

以
外
に
も
農
地
が
あ
っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、

史
料
処
理
上
の
困
難
は
い
っ
そ
う
増

そ
う
し
た
諸
限
界
を
考
慮
す
る
に
し
て
も
、
な
お
、
第
三
表
か
ら
は
村
落
内
部
に
お
け
る
土
地
占
取
量
の
懸
隔
の
存
在
を
知
り
う
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
を
一
義
的
に
階
級
分
解
と
し
て
理
論
構
成
す
る
こ
と
は
、
農
工
統
合
リ
カ
I
ス
ト
間
分
業
を
内
包
す
る
居
村
農
民
の

共
同
組
織
と
い
う
歴
史
的
前
提
、
保
有
・
所
持
地
の
由
民
制
地
目
別
構
成
、
保
有
・
所
持
す
る
農
民
諸
家
族
の
推
定
さ
れ
る
合
同
家
族
的
構

成
と
家
産
の
均
分
相
続
制
、
か
れ
ら
の
身
分
階
層
別
構
成
な
ど
か
ら
考
え
て
、
極
め
て
不
適
当
で
あ
ろ
う
。
思
う
に
、

第四表

区 分 SaZi SUna 

% M 
居村農民の保有・所持地 64.2 64.1 

他村農民の保有地 16.2 7.9 

非居村農民所持人の所持地 17.4 19.7 

善 功 者 用 調也 2.2 8.3 

言十 I 100.0 I 100.0 

北
大
文
学
部
紀
要

い
か
に
土
地
保
有

量
の
懸
隔
が
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が
居
村
農
民
諸
家
系
の
あ
い
だ
の
貧
富
の
差
等
と
し
て
現

象
す
る
限
り
で
は
、
特
定
家
族
へ
の
村
落
内
部
で
の
他
家
系
に
対
す
る
政
治
的
統
制
力
の
集
中
を
生

ウ

t
守
E
A

唱

'A

み
出
す
の
み
で
あ
っ
て
、
共
同
組
織
を
解
体
し
共
同
体
を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
土
地

占
取
量
の
懸
隔
そ
れ
自
体
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
そ
の
懸
隔
が
村
落
の
共
同
体
的
・
身
分
階
層
的

構
成
と
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
が
考
察
の
中
心
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
川
v

そ
こ
で
い
ま
ゴ

1
パ

l
ル
プ
ル
の
冬
・
秋
作
稲
作
地
の
身
分
階
層
別
占
取
率
を
み
る
な
ら
ば
第
四

表
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
o

非
居
村
農
民
所
持
人
の
出
自
や
帰
属
に
つ
い
て
は
、
前

述
の
よ
う
に
単
な
る
推
測
以
上
に
出
な
い
が
、
か
れ
ら
の
来
源
を
村
外
に
求
め
う
る
と
す
る
な
ら
ば
、

本
来
の
共
同
体
構
成
員
つ
ま
り
居
村
農
民
と
そ
れ
に
出
自
す
る
と
み
ら
れ
る
普
功
者
用
地
受
給
者

は
、
冬
作
稲
作
地
の
約
三
分
の
二
、
秋
作
、
稲
作
地
の
約
七
割
強
を
占
取
す
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

つ
ま
り
冬
作
地
の
約
三
分
の
一
、
秋
作
地
の
三
割
弱
が
共
同
体
農
民
の
手
を
放
れ
て
い



一
九
位
和
初
期
協
ベ
ソ
ガ
ル
農
村
の
社
会
経
済
関
係
i
lゴ
i
パ
ー
ル
ブ
ル

る
の
で
あ
る
。
非
居
村
農
民
所
持
人
女
か
り
に

ま
ぬ
か
れ
た
村
ガ
扱
い
の
岩
村
農
民
と
み
た
と
こ
ろ
で
、

そ
変
る
に
せ

こ
こ
で
二
つ
の

共
問
問
体
に

。
第
…
は
ゴ

l
パ
ー
ル
プ
ル
の

の
共
同
組
織
と
い
か
な
る
関
係
を
結
ん
だ
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

な
し、

っ
て
い
る
と
い
う
基
本
的
事
実

っ
た
龍
村
農
民
と
狩
殿
村
農
民
所
持
人
と

は
ι
な
い
。

よ

の
証
言
を
欠
く
が
、
か

の

農
耕
民
カ

i
ス
ト
部
分
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の

キ
晶
、

:
ス
ト
部
分
と
譜
代
家
露
的
な
分
数
関
係
に
少
く
と
も
臨
ち
に
入
り
え
た
と

の
あ
い
だ
に
は
、

-
技
術
と

の
相
互
交
換
と
い

あ
J
V
Q
G

ま

ど
の
進
出
が
新
た
な
畿
地
の
開
発
や
蒔
品
作
物
の
栽
培
の

ず
し

、
か
れ
ら
の

e

技
術
の

は
、
必

の

の
労
働
に
よ

り
え
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

は
進
出

118-

先
で
の

の
必
要
上
譜
代
家
篇
的
分
譲
関
係
が
形
成
さ
れ
た
と
し
て
も
、
交
換
の
方
法
な
り
数
量
な
り
が
、
賠
村
農
畏
椙
玄
関
に

る
の
と
は
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
共
詞
体
的
関
係
が

の
時
期
に

の

は
少
く
と
も
、

体
化
さ
せ
ら
れ
た

あ
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
よ
う
に

第
二
の

占
取
率
と
の
関
連
で
、
い
か
な
る
も
の
と
し
て
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
い
く
つ
か
の

多
少
の
重
複
を
生
じ
る
が
、
第
五
表
の
よ
う
に
、
島
村
農
民
の
非
稲
作
農
地
占
取
率
は
、
非
議
議
台
地
の
一
一

は
稿
作
地
の
身
分
階
願
期
占
取
率
を
、
他

つ
ま

事
持
謹
甑
台
地
・

e

バ
ナ
ナ
閣
の
身
分
階
層
別

出
し
た
の
で

の

る
に
足
り
な
い
。
パ

i
イ
グ
や
本
村
語
絵
の
宗
教
家
た
ち
も
、

は
共
同
体
の

は
い
え
な
い
こ

ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
高

品
存
物
裁
培
宏
指
向
す
る
農
地
は
、
圧
倒
開
始
的
に

の
人
口
部
分
の

の
対
象
で
あ
っ

こ
こ
で

の



第五表

区 分 |果樹園|宮濯語|綿作地|バナナ園

居村農民の保有・所持地 11.1 34.3 O. O. 

他村農民の保有地 14.9 28.1 O. 100. 

非居村農民所持人の所持地 18.2 O. 92.3 O. 

従 土 五合 与 地 13.8 O. 7.7 O. 

f品tコ、 租 免 除 地 42.0 37.6 O. O. 

言十

非
稲
作
農
地
の
保
有
者
・
所
持
人
と
、
居
村
農
民
手
工
業
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
先
述
の

推
定
を
適
用
し
た
い
。
し
か
し
こ
こ
で
よ
り
重
要
な
の
は
、
パ

1
イ
グ
や
本
村
居
住
の
宗
教
家

た
ち
が
い
か
な
る
労
働
力
に
依
拠
し
た
か
で
あ
る
。
私
は
そ
れ
が
農
耕
民
カ
1
ス
ト
の
者
た
ち

と
不
可
触
民
と
の
労
働
力
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
そ
の
ぼ
あ
い
の

パ
1
イ
グ
そ
の
他
の
権
利
と
役
割
は
、
基
本
土
地
台
帳
の
み
か
ら
で
は
把
握
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
て
先
述
し
た
貧
富
の
懸
隔
は
こ
の
よ
う
な
状
況
、

つ
ま
り
商
品
作
物
栽
培
を
指
向
す
る
農

地
の
開
発
が
共
同
体
の
本
来
の
構
成
員
以
外
の
者
の
手
で
推
進
さ
れ
、
そ
れ
が
生
産
者
の
直
接

的
消
費
を
主
目
的
と
す
る
稲
作
地
に
ま
で
及
ぶ
と
い
う
状
況
の
な
か
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。
第

-119 -

三
表
に
よ
れ
ば
、
土
地
保
有
規
模
か
ら
み
て
第
三
・
四
位
を
占
め
る
の
が
非
居
村
農
民
で
あ

る
。
こ
れ
は
か
れ
ら
の
進
出
の
強
さ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
居
村
農
民
ラ

1
ム
ス
ン
ダ
ル
H

ゴ
l
シ
ュ
家
は
当
村
き
っ
て

の
富
農
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
o

タ

l
ラ
l
チ
ャ

l
γ
ド
と
の
家
産
分
割
の
後
に
お
い
て
き

ぇ
、
同
家
は
村
の
冬
作
稲
作
地
の
実
に
五
一
二
二
%
と
非
濯
甑
台
地
の
一
三

7
O
Mと
を
単
独

で
占
取
し
て
お
り
、
分
割
以
前
に
お
い
て
は
非
濯
甑
台
地
を
保
有
す
る
唯
一
の
居
村
農
民
家
族

極
め
て
広
大
な
、
台
帳
上
は
一
枚
田
と
み
ら
れ
る
冬
作
稲
作
地
を
、
ゴ
l
パ
ー
ル
プ
ル
村
と
シ
ュ
リ
l
グ
リ
シ
ュ
ナ
。
フ
ル
村
と
の
境
界
地

で
あ
っ
た
。
既
に
第
一
表
で
み
た
よ
う
に
、
ラ

1
ム
ス
シ
ダ
ル
は
三
七
・
二
五
ピ
ガ
!
と
い
う

北
大
文
学
部
紀
要



一
九
世
紀
初
期
西
ベ
ン
ガ
ル
農
村
の
社
会
経
済
関
係
|
|
ゴ
l
パ
l

ル
プ
ル
土
地
文
書
の
研
究

帯
に
保
有
し
て
い
る
が
、

お
そ
ら
く
こ
れ
は
先
述
し
た
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
同
家
が
開
発
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
農
業
経
営
面
で
の
先
進
性
に
加
え
て
同
家
は
、
公
彰
者
恩
給
地

(
A
E
s
g
s
神
事
用
地

(
b
Sミ
ミ
)
と
し
て
で
は
あ
る
が
都
合
三
件

八
・
八
ピ
ガ

l
の
公
租
減
免
地
を
所
持
し
て
お
り
、
所
持
地
量
の
大
き
さ
で
も
他
の
居
村
農
民
を
圧
倒
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
数
字
か
ら
み
る
限
り
で
は
、

わ
れ
わ
れ
は
ラ
l
ム
ス

γ
ダ
ル
H

ゴ
l
シ
ュ
家
へ
の
土
地
の
集
積
が
、

同
家
を
中
心
と
す
る

サ
ド
ゴ
l
プ
H

カ
I
ス
ト
の
ゴ
l
パ
ー
ル
プ
ル
村
に
お
け
る
政
治
的
統
制
力
を
保
障
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
、

と
い
う
お
そ
ら
く
は
正
し
い

認
識
を
も
つ
で
あ
ろ
う
o

し
か
し
な
が
ら
同
家
が
こ
の
広
大
な
占
取
地
を
、
い
か
な
る
労
働
力
と
い
か
な
る
労
働
組
織
と
に
よ
っ
て
経
営

し
て
い
た
か
は
、
基
本
土
地
台
帳
か
ら
も
他
の
い
か
な
る
土
地
文
書
か
ら
も
、
い
っ
こ
う
に
判
然
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
同
家
の
家
族
労

働
の
ほ
か
、
第
三
表
に
現
わ
れ
る
他
の
土
地
占
取
規
模
の
小
さ
い
農
民
や
手
工
業
者
の
季
節
労
働
、
存
在
を
推
定
さ
れ
る
不
可
触
民
の
譜

代
家
属
関
係
に
も
と
づ
く
従
属
労
働
、
そ
の
他
の
雇
傭
労
働
に
依
拠
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
実
証
は
困
難
で
あ
る
。

そ
の
家
族
構
成
な
り
農
地
経
営
の
た
め
の
労
働
力
と
労
働
組

ラ
l
ム
ド
ゥ
ラ
l
ル
H

パ
1
ル
家
以
下
の
ど
の
家
族
を
と
っ
て
み
て
も
、
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識
な
り
は
、

や
は
り
証
明
の
方
法
が
な
い
。
手
工
業
カ
l
ス
ト
部
分
に
つ
い
て
も
、

か
れ
が
共
同
体
分
業
に
よ
っ
て
取
得
し
た
で
あ
ろ
う

報
酬
の
ほ
か
に
、
ど
の
よ
う
な
労
働
に
従
事
し
ど
の
よ
う
な
収
入
を
得
て
い
た
か
は
、
臆
測
す
ら
し
か
ね
る
で
あ
ろ
う
o

ポ
ッ
ダ

l
ル
以

外
の
手
工
業
者
も
ま
た
か
れ
ら
の
宅
地
に
つ
い
て
貨
幣
貢
租
を
支
払
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
程
度
は
市
場
関
係
に
ま
き
こ
ま
れ

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

い
ま
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
不
分
明
な
い
く
つ
か
の
問
題
を
顧
慮
す
る
と
き
、
所
与
の
資
料
の
範
囲
か
ら
は
、

有
規
模
(
関
口

o
g
E口
同
c
E
L
U
を
指
標
と
す
る
生
活
水
準
の
推
定
分
類
は
お
ろ
か
、

い
わ
ゆ
る
効
率
的
土
地
保

各
家
族
の
実
際
の
収
入
、

家
族
員
一
人
あ
た
り

の
収
入
な
ど
、
村
落
の
経
済
構
造
に
関
す
る
い
く
つ
も
の
基
本
的
事
実
は
、
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
結
論
し
か
導
き
出
す
こ
と
が



で
き
な
い
。

た
だ
総
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
商
品
作
物
栽
培
地
の
開
発
を
導
因
と
す
る
他
村
農
民
等
の
当
村
へ
の
進
出
が
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
共
同

体
の
土
地
と
も
い
う
べ
き
稲
作
地
に
浸
蝕
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
落
開
基
以
来
の
共
同
組
織
は
解
体
し
な
い
ま
で
も
あ
る
程
度
の
変
容

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
他
村
農
民
等
の
当
村
に
お
け
る
影
響
力
も
そ
れ
に
応
じ
て
成
長
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
う
し
た

状
況
の
中
で
居
村
農
民
の
な
か
か
ら
も
占
取
地
拡
大
の
動
き
が
現
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
推
測
し
う
る
に
と
ど
ま
る
、
そ
し
て
お
そ

ら
く
は
か
る
趨
勢
の
な
か
で
、

別
が
そ
の
意
味
を
失
な
い
、
他
方
で
は
農
工
統
合
の
共
同
組
織
の
う
ち
に
止
揚
さ
れ
て
い
た
農
耕
民
カ
l
ス
ト
と
手
工
工
カ
l
ス
ト
と
の

矛
盾
、
と
り
わ
け
農
地
の
占
取
と
非
占
取
と
の
矛
盾
が
、
顕
在
化
し
損
大
す
る
と
い
う
社
会
変
動
過
程
が
出
現
し
た
で
あ
ろ
う
。
カ

l
ス

ト
的
身
分
関
係
は
一
面
で
は
占
取
と
非
占
取
の
階
級
関
係
と
し
て
強
化
さ
れ
る
と
同
時
に
、
他
面
で
は
共
同
組
織
の
脆
弱
化
を
通
し
て
流

動
的
と
な
り
、
商
業
的
活
動
に
従
事
し
た
部
分
の
身
分
上
昇
を
可
能
な
ら
し
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
本
来
的
に
土
地
保
有
を
否

一
方
で
は
居
村
農
民
の
農
耕
民
カ

l
ス
ト
部
分
と
他
村
農
民
・
非
居
村
農
民
所
持
人
と
の
、
身
分
的
な
差
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定
さ
れ
て
い
た
不
可
触
民
層
の
、
農
村
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
し
て
の
地
位
は
固
定
さ
れ
る
傾
向
に
む
か
う
で
あ
ろ
う
o

以
上
に
推
測
し
た
総
体
的
な
傾
向
は
お
そ
ら
く
ム
ガ
ル
朝
期
、
遅
く
と
も
十
八
世
紀
初
頭
以
降
に
は
じ
ま
る
長
期
に
わ
た
っ
た
過
程
で

あ
っ
て
、
植
民
地
支
配
の
下
で
そ
れ
は
い
っ
そ
う
促
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ゴ
l
パ
l
ル
プ
ル
基
本
土
地
台
帳
は
、

か
か
る
変
動
過

程
を
あ
る
程
度
ま
で
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。

註(
1

)

い
わ
ゆ
る
伝
統
的
社
会
の
変
動
の
起
動
力
を
農
村
の
商
業
的
活
動
へ

の
対
応
に
求
め
る
こ
と
は
一
般
的
に
は
正
し
い
に
せ
よ
、
そ
れ
の
み
で
は

伝
統
的
構
成
の
解
体
過
程
の
説
明
に
は
な
ら
な
い
。
本
来
的
に
土
地
や
貨

幣
的
資
産
の
あ
る
上
層
身
分
の
成
員
が
、
い
わ
ゆ
る
商
業
的
農
業
の
た
め

の
開
発
投
資
を
行
な
い
、
資
産
の
乏
し
い
下
層
身
分
の
成
員
を
労
働
力
と

北
大
文
学
部
紀
要
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し
て
雇
傭
投
入
し
つ
つ
、
伝
統
的
支
配
体
制
を
む
し
ろ
強
固
な
ら
し
め
る

の
で
あ
っ
て
、
新
た
な
階
級
的
構
成
が
古
い
身
分
的
構
成
を
補
強
す
る
の

で
あ
る
。
単
線
的
な
解
体
過
程
は
構
想
し
が
た
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
を
私
は
、
一
九
五

0
年
代
の
マ
イ
ソ

l
ル
の
農
村

に
お
け
る
甘
茂
栽
培
の
実
態
を
分
析
し
た
け

ω・
何
回
出
耳
目
ロ
・
同
町
門
司
法
D
遣
な

同
)
同
色
町
な
も
苦
肉
悼
式
白
地
曲
、
句
口
町
宮
町
内
?
な
p
h旬
刊

誌

め

s
h
H
M
W
N
B
ミ
aw
ロ向
ω口口
r
o
E

凹
内

2
・

5s.
に
負
う
。

(

2

)

貢
租
率
に
つ
い
て
は
本
稿

I
第
五
節
参
照
。

(

3

)

一
家
族
が
過
不
足
の
な
い
資
本
と
労
働
力
の
投
下
に
よ
り
安
定
し
た

再
生
産
を
保
障
さ
れ
る
規
模
の
土
地
保
有
量
を
、
効
率
的
土
地
保
有
規
模

と
い
う
が
、
そ
れ
を
決
定
す
る
に
は
多
様
な
変
動
値
を
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
政
策
上
農
民
の
生
活
水
準
を
ど
の
程
度
に
設
定
す
る
か

で
異
な
る
。
一
九
四

O
年
の
ベ
ン
ガ
ル
地
租
委
員
会
の
報
告
で
は
、
西
ベ

ン
ガ
ル
に
お
け
る
冬
作
稲
作
地
の
効
率
的
土
地
保
有
規
模
を
六
名
構
成
の

平
均
的
家
族
に
つ
い
て
五
な
い
し
八
エ
ー
カ
ー
、
つ
ま
り
約
一
五
な
い
し

二
四
ピ
ガ
!
と
い
う
数
字
を
出
し
て
い
る
(
の

0
2・
o

h

H
凶

gm出
!Y
河
町
悼
む
ミ

屯
¥
志
向

h
S曲
、
同
白
色
町
芯
N
h

町
内

S
さ
詰
な
的
民
司
詰
切
h
w
p向
日
F
4
0
-
-
H
W

。印]
2
2
p

』
守
』
守

-
E
l
g・
)
。
当
村
の
当
時
の
土
地
丈
量
尺
度
を
標
準
尺
度
と
み
て
、

上
記
の
数
字
に
準
拠
す
る
と
、
ラ

l
ム
ス
ン
ダ
ル
H
ゴ
l

シ
ュ
家
以
外
は

お
し
な
べ
て
限
界
規
模
以
下
の
極
貧
農
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
穏
回
、

他
村
の
土
地
の
占
取
、
商
品
作
物
の
販
売
や
出
稼
ぎ
な
ど
に
よ
る
食
穀
の

購
入
と
い
う
事
態
を
想
定
す
る
所
以
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
多
様
な
変
動

値
を
考
え
れ
ば
、
百
数
十
年
後
の
資
料
の
数
値
に
単
純
に
依
拠
で
き
な
い

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

(

4

)

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ゴ

l
パ
l
ル
プ
ル
文
書
群
か
ら
は
検
証
で
き
な

い
が
、
永
代
ザ
ミ

l
ン
ダ
i
リ

l
定
租
制
の
下
で
の
居
村
農
民
の
逃
散
と

い
う
事
態
を
も
念
頭
に
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
逃
散
す
れ
ば
当
然
他
村
農

民
な
り
、
あ
る
い
は
村
落
の
土
地
に
対
し
て
特
に
身
分
的
な
権
利
の
な
い

小
作
人
な
り
に
転
落
す
る
わ
け
で
あ
る
。
ゴ

1
パ
ー
ル
プ
ル
に
み
ら
れ
る

進
出
に
せ
よ
、
一
般
に
論
ぜ
ら
れ
て
き
た
逃
散
に
せ
よ
、
共
同
組
織
の
う

ち
統
合
さ
れ
て
い
た
身
分
階
層
集
団
へ
の
帰
属
と
村
落
の
土
地
に
対
す
る

権
利
と
の
関
係
に
は
、
破
壊
的
に
作
用
す
る
で
あ
ろ
う
。
居
村
農
民
と
他

村
農
民
と
の
区
別
の
消
滅
は
、
法
制
的
に
は
十
九
世
紀
後
半
の
小
作
立
法

に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
多
田
博
一
「
一
八
五
九
年

ベ
ン
ガ
ル
借
地
法
」
(
「
東
洋
文
化
」
五

0
・
五
一
合
併
号
、
東
大
出
版

会
、
一
九
七
一
年
)
第
三
節
註
2
を
参
照
。
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五

村
落
共
同
体
と
国
家
支
配
の
構
造

最
後
に
前
節
ま
で
の
基
本
土
地
台
帳
の
分
析
結
果
に
依
拠
し
な
が
ら
、
従
来
イ
ン
ド
農
制
研
究
に
お
い
て
し
ば
し
ば
問
題
と
な
っ
て
き

た
共
同
体
の
問
題
に
対
し
て
、

ひ
と
つ
の
考
察
を
試
み
て
お
き
た
い
。
前
も
っ
て
断
っ
て
お
く
が
、

私
が
こ
こ
で
い
う

「
共
同
体
」
と



は
、
既
に

E
第
一
節
で
示
唆
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
直
接
生
産
者
聞
の
計
画
的
・
組
織
的
分
業
の
た
め
の
共
同
組
織
を
核
と
し
て
形
成
さ

れ
る
団
体
を
指
称
し
て
お
り
、
生
産
力
と
生
産
関
係
の
契
機
を
捨
象
し
た
土
地
総
有
団
体
の
ご
と
き
を
構
想
す
る
も
の
で
は
な
く
、

て
や
自
治
組
織
や
共
同
財
庫
の
み
に
着
目
し
て
共
益
社
会
を
論
ず
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
し

ま
ず
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ゴ

l
パ

l
ル
プ
ル
の
共
同
体
の
木
源
的
成
員
と
み
な
し
う
る
居
村
農
民
(
同
ぎ
hEぎ
旬
詰
)

階
層
は
決
し
て
単
一
の
血
縁
組
織
か
ら
成
る
も
の
で
な
く
、
初
発
か
ら
非
血
縁
の
し
か
も
カ
l
ス
ト
身
分
を
異
に
す
る
諸
家
系
の
地
縁
的

集
合
体
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
こ
の
共
同
組
織
を
媒
介
と
し
て
土
地
を
占
取
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
他
村
農

民
(
河
忠
ぎ
た
向
)
層
と
の
身
分
差
の
設
定
や
施
与
・
寄
進
地
所
持
(
H
O
N
G
)

の
権
利
が
共
同
体
l
村
落
の
土
地
と
の
関
係
で
顕
在
化
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
o

こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
共
同
体
に
よ
る
土
地
占
取
を
指
摘
し
う
る
と
思
う
o

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
共
同
体
構
成
員
の
土
地
利

用
つ
ま
り
農
業
・
手
工
業
労
働
は
、
各
家
系
に
個
別
化
さ
れ
た
持
分
地
の
上
で
営
な
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
共
同
所
有
や
水

-123 -

利
工
事
以
外
の
共
同
労
働
の
存
在
は
こ
れ
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
生
産
に
お
け
る
共
同
性
を
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
基
本
土
地
台
帳

か
ら
推
論
し
う
る
範
囲
で
は
、

カ
l
ス
ト
間
分
業
と
入
会
地

(
同
目
見
送
守
h
N
)

の
利
用
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

手
工
業
カ
l
ス
ト
が
総
数
五
つ
で
あ
っ
て
、

し
か
し
な
が
ら
右
の
カ
l
ス
ト
間
分
業
に
つ
い
て
は
、
な
お
次
の
点
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ゴ

l
パ

l
ル
プ
ル
の

し
か
も
陶
工
(
内
N

h

S

守
む
)
@
木
工
(
め
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
)
・
搾
油
工
(
同
ヨ
ミ
同
)
・
織
布
工
(
汁
ミ
ミ
)

の
ご
と
き
、
共
同
体
内
分
業
を
成
立
せ
し
め
る
の
に
不
可
欠
の
カ
I
ス
ト
を
ふ
く
ま
ず
ー

製
菓
工

(
h
h
b
h
N
Q
F
Q
)
 

や
貴
金
属
工
1
貨
幣
秤

量
商
(
、
。
h

記
号
、
。
)
の
ご
と
き
、
分
業
に
は
必
ず
し
も
必
要
と
は
思
わ
れ
な
い
カ
l
ス
ト
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
o

私
は
こ
の
問
題

を
、
最
近
の
社
会
人
類
学
者
の
研
究
成
果
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
決
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

ベ
ン
ガ
ル
地

域
は
村
落
内
部
で
の
カ
l
ス
ト
分
化
が
北
イ

γ
ド
ほ
ど
に
発
展
し
て
お
ら
ず
、

一
村
落
を
構
成
す
る
カ
l
ス
ト
数
は
た
か
だ
か
八
つ
ほ
ど

北
大
文
学
部
紀
要
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て
い
る
カ
I
ス
ト
役
務
は
定
期
市
(
匝
ミ
)

さ
ら
に
は
村
落
聞
に
お
け
る
特
定
手
工
業
カ
l
ス
ト
の
偏
在
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
相
互
に
欠
け

を
通
し
て
交
換
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
o

こ
の
よ
う
な
村
落
の
カ
l
ス
ト
構
成
は
お
そ
ら
く
ゴ

に
す
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
、

ー
パ
ー
ル
プ
ル
文
書
群
の
時
代
以
前
か
ら
既
に
あ
っ
た
歴
史
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
周
辺
諸
村
落
と
の
そ
の
よ
う
な
関
係
を
推
定
す
る
の

で
な
け
れ
ば
、
ゴ

1
パ
l
ル
プ
ル
の
基
本
土
地
台
帳
に
み
ら
れ
る
カ
l
ス
ト
間
分
業
の
実
態
は
、
説
明
不
可
能
に
お
ち
い
る
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、
共
同
体
内
分
業
と
い
い
カ
l
ス
ト
間
分
業
と
い
う
も
、
そ
れ
が
現
実
に
行
わ
れ
る
範
囲
は
、

一
村
落
内
に
限
定
さ
る
べ
き
で

に
こ
れ
を
求
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
域
と
は
、
定
期
市
を
も
っ
て
媒

お
そ
ら
く
そ
れ
は
ザ
ミ

i
γ
ダ

l
ル
領
に
一
致
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
既
述
の

は
な
く
、
複
数
の
村
落
か
ら
な
る
ひ
と
つ
の
地
域
宿
高
芯
ロ
)

介
さ
れ
た
村
落
聞
の
自
給
自
足
的
分
業
圏
で
あ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
水
平
的
統
合
も
お
そ
ら
く
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
範
囲
内
で
妥
当
し
成
立
す
る
概
念
で
あ
ろ
う
o

こ
の
理
解
が
正
し
い
と
す
れ

ば
、
水
平
的
統
合
は
巨
視
的
に
は
地
域
単
位
で
の
垂
直
的
統
合
と
実
は
複
合
す
る
現
象
と
い
っ
て
よ
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

ザ
ミ
l
γ
ダ
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ー
ル
領
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
村
落
連
合
の
共
同
体
を
構
想
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

生
産
に
お
け
る
共
向
性
の
条
件
と
し
て
は
、
さ
ら
に
、
稲
作
農
業
に
と
っ
て
は
不
可
欠
の
水
利
(
濯
甑
と
排
水
)

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

を
考
え
な
け
れ
ば
な

こ
れ
ら
の
局
面
で
の
共
同
性
は
、
個
別
化
さ
れ
た
生
産
過
程
の
補
完
物
と
し
て
不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ
て
、
単
純
に
解
体
過
程
に
あ
る

共
同
組
織
の
遺
制
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
体
的
に
み
る
な
ら
ば
、
共
同
占
取
を
前
提
と
し
媒
介
と
し
つ
つ
も
、

私
的
経
営
あ
る
い
は
個
別
農
民
の
自
立
再
生
産
が
大
き
く
成
長
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
私
的
経
営
形
成
の
要
因
は
、
居
村
農

民
の
農
耕
民
カ

I
ス
ト
部
分
で
す
ら
が
異
姓
家
系
の
連
合
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
ゴ
l
パ
l
ル
プ
ル
へ
の
か
れ
ら
の
開
発
定
着
以
前

か
ら
準
備
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



と
こ
ろ
で
こ
の
私
的
経
営
契
機
を
さ
ら
に
促
進
し
た
要
因
は
、
前
節
ま
で
の
分
析
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
商
品
生
産
の
展
開
つ

ま
り
商
品
作
物
の
栽
培
と
か
主
穀
作
物
で
あ
る
稲
の
商
品
化
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
片
町
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
共
同
体
村
落
へ
の

商
品
生
産
浸
透
の
過
程
が
、
巨
視
的
・
傾
向
的
に
は
、
非
共
同
体
員
の
進
出
と
果
樹
園
高
向
傾
向
吉
)
・
バ
ナ
ナ
園
(
同
ミ
九
州
)
@
非
濯
甑
台
地

(
b
N
h

唱
え
叫
七
b
w
h
q
)

・
綿
作
地
(
七
S
W
A
m
q
同
号
、
む
)
と
い
っ
た
個
別
に
濯
概
を
要
す
る
農
制
地
目
(
仁
志
誌
な
む
)
の
形
成
と
し
て
認
め
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
o

ゴ

l
パ

I
ル
プ
ル
の
農
業
水
利
に
つ
い
て
基
本
土
地
台
帳
は
何
事
を
も
語
ら
な
い
で
あ
る
が
、
思
う
に
そ
の
稲
作
地
部

む
ら
か
た

分
の
取
水
・
配
水
。
排
水
は
、
古
く
は
ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
の
水
利
工
事
に
対
す
る
統
制
と
調
整
の
権
限
の
下
で
、
村
方
の
一
定
の
自
治
的

規
制
を
確
立
し
つ
つ
営
な
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
水
利
体
系
は
お
そ
ら
く
そ
の
末
端
に
あ
る
個
々
の
丈
量
区
画

(
b
p
h
Q
)
を

な
す
圃
場
に
、
均
等
な
水
利
機
会
を
提
供
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
も
ま
た
想
像
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
一
フ

l
ム

ス
γ
ダ
ル
日
。
コ

l
シ
ュ
家
に
み
る
よ
う
な
巨
大
圃
場
の
開
発
な
い
し
形
成
は
、

お
そ
ら
く
、

も
し
そ
れ
が
既
設
水
利
体
系
に
依
存
し
て
い

-125ー

た
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
富
農
の
利
害
に
対
応
す
る
よ
う
に
そ
れ
を
改
編
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
あ
る
い
は
ま
た
、
富
農
独
自
の
水
利
開
発
が

試
み
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。
さ
ら
に
は
、
他
村
農
民
の
稲
作
地
保
有
も
ま
た
、
共
同
体
村
落
に
お
け
る
水
利
規
制
の
あ
り
方
に
、
一
定

の
影
響
を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
。
以
上
に
述
べ
た
こ
と
は
、
な
お
実
証
的
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
軽
卒
な
理
論
化
は
で
き
な

い
が
、
ザ
ミ

l
γ

ダ
l
ル
の
水
利
し
体
系
に
並
立
拍
抗
す
る
農
民
の
水
利
体
系
の
形
成
と
私
的
経
営
の
成
長
と
の
相
関
性
の
検
討
を
今
後
の

研
究
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
と
思
う
o

次
に
問
題
と
す
べ
き
は
、
居
村
・
他
村
農
民
な
ら
び
に
非
居
村
農
民
所
持
人
の
存
在
規
定
で
あ
ろ
う
。
身
分
@
権
利
@
貧
富
の
差
等
を

捨
象
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
基
本
土
地
台
帳
の
表
面
か
ら
判
断
す
る
か
ぎ
り
、
か
れ
ら
は
自
ら
の
労
働
対
象
と
し
て
の
土
地
を
事
実
上
は

所
有
す
る
小
農
民
と
映
じ
る
で
あ
ろ
う
。
忠
則
進
・
施
与
関
係
は
む
し
ろ
偶
有
性
に
す
、
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

か
れ
ら
と
譜
代
家
属
的

北
大
文
学
部
紀
要
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従
属
労
働
の
関
係
を
結
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
不
可
触
民
層
の
問
題
を
視
野
に
収
め
る
な
ら
ば
、
以
上
の
よ
う
な
安
易
な
一
義
的
規
定
は
困

難
と
な
っ
て
く
る
。
非
血
縁
で
し
か
も
カ
l
ス
ト
身
分
の
も
っ
と
も
低
い
従
属
労
働
者
を
譜
代
的
に
包
摂
し
た
農
民
家
族
が
、
そ
の
小
規

模
生
産
の
担
い
手
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
o

そ
の
農
民
家
族
が
い
わ
ゆ
る
合
同
家
族
的
構
成
を
と
る
ば
あ
い
も
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
、
推
断
し
て
誤
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
農
民
の
経
済
学
的
存
在
規
定
は
、
実
態
に
お
い
て
は
か
か
る
特
殊
イ
ソ
ド
的
な
社
会
学

的
規
定
を
も
伴
な
う
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
も
せ
よ
、

地
域
に
わ
た
る
農
工
統
合
的
共
同
組
織
を
分
有
し
、

そ
れ
を
核
と
し
て
形
成
さ
れ
た
居
村
農
民
の
共
同
体
村
落

お
そ
ら
く
は
不
可
触
民
層
の
非
所
有
と
の
対
立
を
内
包
し
た
も
の
と
し
て
実
存
し
た
の
で
あ

り
、
生
産
活
動
に
お
け
る
一
定
の
共
同
性
を
維
持
し
つ
つ
も
生
産
過
程
は
個
別
家
系
的
に
営
な
ま
れ
て
い
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

は
ー
、
初
発
か
ら
カ
l
ス
ト
身
分
に
分
裂
し
、

る
。
分
裂
的
諸
契
機
を
統
合
し
て
い
た
も
の
は
、

ひ
と
つ
に
は
村
落
の
土
地
で
あ
り
、

い
ま
ひ
と
つ
は
そ
の
共
向
性
の
う
ち
の
入
会
地
と
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水
利
と
に
対
す
る
ザ
ミ
l
ン
ダ
l
ル
の
統
制
で
あ
っ
た
。
商
品
生
産
の
あ
る
程
度
の
浸
透
が
、
非
共
同
体
員
に
よ
る
村
落
の
土
地
の
利

用
、
荒
蕪
地
の
開
発
、
水
利
体
系
の
変
更
な
ど
を
通
し
て
、
私
的
契
営
契
機
を
伸
長
さ
せ
共
同
体
に
対
し
て
解
体
的
に
作
用
し
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
、
推
論
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ゴ

I
バ

I
ル
プ
ル
の
村
落
と
し
て
の
自
治
組
織
な
り
共
同
体
職
員
の
存
在
な
り
に
つ
い
て
は
、
文
書
群
か
ら
は
判
然
と
し

な
い
o

首
長

(gE)が
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
け
れ
ど
も
)
誰
が
そ
の
職
に
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
り
、
そ
の
他
の
職
員
粒
に

つ
い
て
は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。
共
同
財
庫
の
存
在
は
確
認
し
う
る
が
、
規
模
は
村
方
土
地
貢
租
総
収
入
の
一
一
一
一
%
ほ
ど
の
も
の
で
、

し
か
も
そ
の
三
分
の
二
が
ザ
ミ
l
γ
ダ
l
ル
方
村
役
人

(
c
c
s
a
p
pミ
ま
)
の
給
与
で
あ
つ
い
川
町
私
は
自
治
組
織
や
共
同
財
庫
の

問
題
に
つ
い
て
も
ま
た
、

村
落
連
合
な
い
し
は
ザ
ミ
l
γ
ダ

I
ル
領
と
い
う
地
域
の
規
模
で

」
れ
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
考



え
る
。
次
に
考
察
す
べ
き
は
、

E
第
一
節
な
ら
び
に
本
節
の
以
上
の
部
分
で
分
析
し
た
ご
と
き
村
落
に
対
す
る
、
支
配
の
形
態
と
構
造
の
問
題

で
あ
ろ
う
。

既
に

I
以
来
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
公
権
力
の
支
配
原
理
は
地
目
と
地
籍
の
確
定
を
通
し
て
す
る
土
地
の
掌
握
に
お
か
れ
て
お
り
、

生
産
者
は
土
地
丈
量
に
よ
っ
て
土
地
に
緊
縛
さ
れ
、
特
定
の
身
分
集
団
に
属
す
る
も
の
と
し
て
支
配
さ
れ
て
い
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
o

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
支
配
形
態
は
同
時
に
、
居
村
農
民
中
の
農
民
カ
l
ス
ト
と
と
も
に
手
工
業
カ
I
ス
ト
部
分
を
も
土
地

に
緊
縛
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
落
な
い
し
村
落
連
合
内
部
の
身
分
関
係
に
基
礎
を
お
く
伝
統
的
分
業
体
制
を
も
、
そ
れ
を
媒
介
す
る
定

期
市
と
と
も
に
固
定
す
る
と
い
う
構
造
を
、
必
然
的
に
形
成
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
か
か
る
構
造
の
内
部
に
お
い
て
は
、
先
述
の
水
利
問
題

し
て
、
公
権
力
の
黙
示
的
承
認
と
支
持
を
受
け
る
に
至
る
こ
と
は
、

ム
ガ
ル
国
家
あ
る
い
は
そ
の
一
翼
を
担

っ
た
ベ
γ
ガ
ル
州
総
督

G
g
s
b
S
の
支
配
の
基
礎
が
村
落
共
同
体
に
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
立
言
は
、
そ
の
支
配
が
共
同
体
的
諸
関

み
や
す
い
道
理
で
あ
ろ
う
。
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が
、
ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
ま
た
は
村
落
な
い
し
村
落
連
合
の
農
民
カ
l
ス
ト
上
層
に
運
用
の
実
権
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
慣
行
な
り
風
習
な
り
と

係
と
固
定
化
と
再
生
産
と
を
志
向
し
て
い
た
と
い
う
政
策
の
問
題
と
関
連
さ
せ
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
o

付
言
す
る
な
ら
ば

右
の
ご
と
き
支
配
の
形
態
と
構
造
と
は
、

お
そ
ら
く
本
来
は
ザ
ミ

l
ン
ダ
!
ル
領
内
で
形
成
さ
れ
て
き
た
秩
序
で
あ
っ
て
、
国
家
は
ザ
ミ

一
方
で
は
そ
の
秩
序
を
国
家
秩
序
と
し
て
倦
取
し
、
他
方
で
は
ザ
ミ

l
γ

ダ
l
ル
の
郷
村
支

配
を
補
強
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
(
見
。

ー

γ
ダ
l
ル
を
支
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
村
落
支
配
の
形
態
と
構
造
と
は
、
公
権
力
ま
た
は
領
主
権
力
の
厳
重
細
密
な
統
制
機
構
が
な
け
れ
ば
、
維
持

さ
れ
が
た
い
。
農
民
を
既
定
の
丈
量
地
に
緊
縛
し
た
と
し
て
も
、

ザ
ミ

l
γ

ダ
l
ル
以
外
の
者
の
手
で
空
閑
地
や
荒
蕪
地
の
開
発
が
進
展

北
大
文
学
部
紀
要
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す
れ
ば
、
緊
縛
は
そ
の
意
味
を
失
な
う
で
あ
ろ
う
。
十
年
な
い
し
二
十
年
に
一
度
の
再
丈
量
は
、
土
地
貢
租
の
可
及
的
最
大
限
収
取
と
と

も
に
、
生
産
者
の
土
地
緊
縛
を
更
新
す
る
た
め
の
法
制
的
・
行
政
的
支
配
装
置
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
再
丈
量
は

い
か
に
厳
密
に
行
わ
れ
て
も
生
産
者
の
土
地
緊
縛
を
更
新
し
う
る
の
み
で
あ
っ
て
、
か
れ
ら
の
聞
で
の
土
地
保
有
量
の
差
等
の
発
生
や
拡

大
に
対
し
て
は
、
な
ん
ら
の
抑
制
調
整
の
効
果
を
発
揮
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
統
制
機
構
が
充
分
機
能
し
え
な
い
条
件
が
形

成
さ
れ
れ
ば
、
農
村
社
会
の
秩
序
は
自
ら
の
力
で
一
定
程
度
の
変
動
を
達
成
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
問
題
領
域
の
解
明

も
ま
た
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

註(1
)

従
来
の
「
イ
ン
ド
村
落
共
同
体
」
論
に
つ
い
て
の
私
の
理
解
は
、
拙

稿
六
第
二
節
註
日
を
み
よ
。
同
所
で
の
私
の
「
共
同
体
」
観
は
非
歴
史
的

な
属
性
の
列
記
に
と
ど
ま
る
。
共
同
財
庫
に
着
目
し
た
「
共
同
体
」
論

は、

H
-
E目
立
ダ
也
、
円
む
J

也、・

H
N
ω
l
H
N
∞
・
に
み
ら
れ
る
。

(
2
〉
』
・
開
・

ω
ロ
r
司
R
N
r
R
m
-
よ
り
ま
な
同
h
h
e
g
b」
之
宮
弓
口
、
S
E
h
N
R
芯

同

uha
な
1
ζ
・
ω
山口
m
R
h
v
回・

ω
・
(UOHMロ
(
巾
門
戸
)
掴
め
な
三
円
言
、
白
色
潟
、

n
E
3
h由

N
.
3
H誌
、
町
民
芯
匂
色
町
内
向
H
h
w
n
y
H
口田町山口増]戸由白∞
w
h
v
・
H
H
0
・

(

3

)

十
九
世
紀
後
半
期
の
状
況
と
し
て
も
な
お
定
期
市
は
村
落
の
不
可
欠

の
構
成
要
素
を
な
し
て
お
り
、
ど
の
ザ
ミ

l
ン
ダ
l
ル
も
自
己
の
領
内
の

村
落
に
定
期
市
を
建
て
て
、
領
民
が
他
領
の
定
期
市
に
赴
く
こ
と
を
許
さ

な
か
っ
た
と
い
う
Q
・
国
・
】
v
r
g
F
M
1
F由
民
ミ
ミ
悼
て
た
z

h由
民
昌
同
誌
、
&

Q
3
h出内向，
YNq誌
、
戸
口
出
品
o
p
]広
∞
。
句
、
、
・

N
∞
i
U
0
・)
0

(

4

)

t

拙
稿
八
第
三
・
四
節
参
照
。

(

5

)

定
期
市
そ
れ
自
体
が
、
村
落
の
い
わ
ゆ
る
自
給
自
足
的
分
業
体
制
を

実
現
せ
し
め
る
不
可
欠
の
構
成
要
素
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ベ
ン
ガ
ル
農

村
に
お
け
る
商
品
生
産
と
は
、
定
期
市
を
も
っ
て
結
合
さ
れ
て
い
る
村
落

連
合
な
い
し
は
地
域
の
内
部
的
流
通
に
投
、
せ
ら
れ
る
必
要
量
を
こ
え
て
、

よ
り
広
域
的
な
流
通
圏
を
志
向
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
来

の
定
期
市
が
そ
う
し
た
市
場
む
け
生
産
へ
の
温
床
を
準
備
し
た
こ
と
は
、

、
認
め
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
o

(

6

)

。同WNA--
』守・

ω
2・
所
掲
の
村
方
出
納
原
簿
ア

l

シ

ュ

ウ

ィ

ン

(
ほ
史
遺
)
月
(
九
|
一

O
月
)
一

O
日
の
条
に
は
、
‘
吋
宮
高
回

m-z

沼
町
同
ロ
g
s
~
S
白
ミ
S
-
N
ν
ミ』
f
m
g
o
』
向
日
常
会

N
N
2白
Z
同
HHMm
ミ
ミ
円
白
N
h
F
Q

同
8
6
S
M
g
r
r由
国
立
ω
g
c
p
m
w口
問
問
問
u
s
同

W
2
6
~
f
h
N
S
h
N
h
h
a
m江
田
旬
、
仲
間
『
同
片
田

列
。
]
国

u
w
(
ベ
ル
ヤ

l
H
ハ

l
ラ

l
ン
タ

l
警
察
察
の
費
用
。
パ

l
イ
ク
と

マ
y
〆
w

村
長
と
の
名
で
始
末
書
(
?
)
を
出
さ
せ
に
巡
査
の
ブ
リ
ジ
モ

l
ハ

γ
日
ラ

l
イ
が
来
た
。
か
れ
の
日
当
。
)
と
あ
る
の
で
、
村
落
首
長
(
ミ
白
叫
ミ
ミ
)
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け
か
い
た
こ
と
は
機
物
況
で
あ
る
。

心
掛
務
…
緩
ん
ハ
節
点
検
燃
Q

(
0
0
〉

O
N
W
N
K
F
M
M
M
Y
∞
g
w
g∞
・
の
品
約
方
泌
総
婆
覧
を
参
照
。

ハ
9
〉
ソ
グ
広
ト
の
イ
ン
ド
史
研
究
考
た
わ
の
問
で
は
、
ム
ガ
ル
綴
イ
ン
H
N
a

の
議
本
的
矛
盾
を
「
際
家
的
封
慾
的
み
ん
法
所
有
い
と
「
私
的
制
封
建
土
柏
町
袖
嶋

一
敗
翁
」
と
の
対
抗
と
し
て
抱
え
、
後
半
世
に
よ
る
前
畿
の
没
砧
献
を
議
悩
慨
す
る

よ
う
で
あ
る
が
、
出
執
は
燦
史
的
に
ゆ
い
「
私
的
封
勝
地
約
土
地
所
有
」
が
先
行

す
る
も
の
マ
あ
っ
て
、
「
出
出
家
的
対
論
地
的
土
地
一
駒
山
労
」
と
は
来
線
も
険
物
納

も
問
問
な
る
と
考
え
て
い
る
。
問
者
を
と
も
に
一
封
建
約
土
地
ケ
併
殺
い
と
し

て
概
括
す
る
こ
と
に
は
、
疑
問
同
を
感
ぜ
ざ
る
ム
マ
え
な
い
。

〈
日
目
〉
(
戸

ω・
翠

Mg♂
名

門

R
H
J
b
w
-
担問
l
m
吋・
i

に
よ
れ
ば
、
十
九
澄
紀
後
半

の
ベ
ン
ガ
ル
勺
も
ま
だ
、
本
柑
桐
で
援
示
し
た
ご
と
き
基
本
土
地
台
帳
枇
一
?
の

作
成
が
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
関
門
じ
問
題
は
繍
民

地
湾
代
を
滋
じ
て
残
っ
て
し
い
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

む
す
び
に
か
え
て

以
上
い
く
つ
も
の
疑
問
点
会
残
し
な
が
ら
、
十
九
世
紀
は
じ
め
の
ベ
シ
ガ
ル
州
の
一
村
務
に
つ
い
て
、

W

ゆ
か
た

し
、
あ
わ
せ
て
そ
れ
か
ら
推
知
し
う
る
当
時
の
社
会
経
静
務
関
係
を
分
摂
し
地
方
文
書
の
剥
用
に
よ
っ
て
わ

に
つ
い
て
、
行
政
資
料
か
ら
判
努
す
る
以
上
の

12告

の
身
分
構
成
や
地
自
の

ザコ

」
と
が
で
き
た
が
、
そ
れ

と
て
も
ま
だ
共
同
体
内
日
カ
l
ス

ト

盟

分

業

の

実

懇

や

不

可

触

誌

の

問

題

、

村

民

の

日

常

生

活

し

い

運

庭

ぢ
か
た

が
あ
る
こ
と
を
痛
切
に
感
ず
る
。
今
後
こ
う
し
た
地
方
文
蓄
額
が
多
数
収
集
さ
れ
公
刊
さ
れ
る
な
ら
ば
、
本
橋
で
は
不
分
明
の
ま
ま
に
終

ら
せ
た
多
く
の
問
題
も

い
に
解
明
さ
れ
、

わ
利
か
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
誤
謬
も
ω

訂
正
さ

で

そ
れ
と
同
時
に
、
従
来
あ
ま

り

額

ら

れ

な

か

っ

う

に

な

れ

ば

、

研

究

事

情

は

さ

ら

に

好

粧

す

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

ぃ

ち
か
た

に
も
せ
よ
、
地
方
の
土
地
台
帳
織
は
土
地
貿
租
の
査
定
を
相
根
本
的
な
動
識
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ノ
、
そ
う
し
た
要
議
の
た
め
に

範
期
一
は
当
然
な
が
ら
畑
限
定
さ
れ
て
い
る
。
私
の

み
は
こ
の
畑
山
界
の
内
部
で

に
し
う
る
こ
と
が
ら
を
、
そ
の
納
限
界
自
体

北
太
女
学
部
組
姿



と
と
も
に 一
九
世
紀
初
期
西
ベ
ソ
ガ
ル
農
村
の
社
会
経
済
関
係

i
iゴ
l
パ
;
ル
ヅ
ル
土
地
文
書
の
研
究

」
と
で
あ
っ

〔付

出
本
達
郎
教
授
の

お
礼
申
し

(
一
九
七

月

て
、
小
論
を
さ

多
年
の
ご
揚

-130 -


